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ムジナ【狢・貉】①アナグマのこと。②地方によってはタヌキを指す。

　　　　　　　　③キツネ同様、他のものに化けると言われている。








　ここのところの銀杏ヶ峰いちようがみね高校一年Ｂ組御み陰かげ和かず希きの身に起きた、種々雑多な事件の概略を述べるのはいささか面倒な話ではある。

　しかしながら、如い何かように掻かい摘つまもうとも割愛オミツトできないただ一点があるとすれば、それは、御陰和希が確かに一度命を落としたという事実に他ならないだろう。



　通りの石垣の隙すき間まに彼岸花がぽつんぽつんと紅あかを置く。

　ここへ来てことさら冷たくなった風を受けつつ、和希は秋の訪れをしみじみ実感していた。秋は思わせぶりで足が速い。湿気を孕はらんだ夏の暑苦しさから解放をもたらしてくれたかと思えば、あっという間に情け容赦ない肌寒さを連れてくる。

　とはいえ未いまだ九月である。学校へと続く坂は緩やかに長く、和希は背中にじんわりと汗がにじんでいくのを感じた。シャツの上に羽織った学校指定のカーディガンごと、やや乱暴に腕をまくる。先ほどまではただ冷たいだけだった風が、今は涼しく肌をかすめた。

　三日ぶりの登校である。

　和希の家では、秋の彼岸から数日を東北にある母方の祖父母の家で過ごすのが毎年の恒例行事だった。

　幼い頃は、病欠以外で堂々と学校を休めるということに優越感を抱いていた。数日ぶりに登校した和希に向けられるクラスメイト達たちの羨せん望ぼうの眼まな差ざし。祖父が作ってくれた団どん栗ぐりのヤジロベエや、河原で拾った綺き麗れいな小石などを机に並べて自慢したりもした。皆が出来ないことをしている自分に得意になっていた。

　しかし、いつからだろうか。毎年彼岸の季節が近付くにつれて、徐々に気持ちが塞ふさぐようになってきたのは。

　欠席明けの教室のなんとも言えない空気、緊張感。

　理由は分かっていた。それは、学校というものにいつの間にか馴な染じめなくなってしまった和かず希き自身の問題だった。

　かといって、別に一人も友人がいないわけではない。クラスのグループ分けにあぶれたこともないし、トイレの個室で弁当を食べたこともない。

　ただ、友人には和希よりも仲のいい親友がいて、その他の友人達たちにも各おの々おの親友がいる。それだけのことだった。

　坂の上から、本日何度目かのチャイムが古いスピーカー特有のブツブツとした雑音にのって響き渡る。

　通学路を歩く人影の中に和希以外の学生の姿はなかった。

　本来なら昨日帰宅し、今朝からなんの問題もなく登校するはずだったのだが、別れを惜しんだ祖父母に押し切られ滞在を一晩増やしたのだ。早朝祖父母の家を出た和希が自宅に辿たどり着ついたのは、学校の始業時間がとうに過ぎてからだった。

　それでなくとも気まずい休み明け登校のハードルが、予期せぬ遅刻によって更に上がってしまった。仕方なく何かしらの理由をつけて今日は欠席しようと考えていたのだが、しかし、彼の母親はそれを許さなかった。息子が仮病を演じる隙すきも与えず無む理り矢や理り制服を着せると、ナイロンで出来た通学カバンを押しつけて、とっとと玄関から追い出したのである。そして玄関の前で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ息子に『学生の本分は勉学です』と言い放つと、ピシャリと戸を閉めてしまった。

「だったらなんで遅刻させたんだよ……」

　いろいろと納得はいかなかったが、しかしながら、己の母親がそういう面倒な性た質ちであることは、これまで経た人生で充分理解していた。

「あーあ……」

　小さくため息を吐つくと、カーディガンのポケットから携帯電話を取り出す。



　to:はーくん

　from:カズキ

　件名：‥Re:おはよ

　本文：‥おそよー　だるいなー



　送信ボタンを押すと、畳んだ携帯電話をまた定位置へと滑り込ませる。カーディガンのポケットは、片方だけがその重みでいつもだらりと伸びていた。



　　　＊　　　＊　　　＊



　休み時間の喧けん噪そうに紛まぎれて、和かず希きはそっと自分の席に着いた。

　クラスメイト達たちはいつもと変わらず、女子は世間話や友人同士連れ立ってのトイレ、男子は漫画やグラビアの回し読みや意味もなく廊下を走り回ること等に勤いそしんでおり、和希の遅刻登校を気にとめる者など誰だれもいないようだった。

　悪目立ちせず登校できたことに、和希はほっと胸をなで下ろした。

　元々、和希の席は幾分恵まれた位置にあった。窓際から二列目の一番後ろ。両隣に席はなく、和希の席分だけが飛び出している。

　クラスメイトの数は偶数なので本来なら隣席がないというかたちにはならない筈はずなのだが、それではクラス内で席順の班分けをしたときに特定の班だけが常に二名も多くなってしまう。そういう事態を避けて、このクラスでは窓際から二列目の一番後ろと、教室出入り口から二列目の一番後ろだけが左右に隣のない席となっていた。これならば、班分けをしても人数が多くなるのは二班で一人ずつ。班での共同課題などの負担バランスを教師が重視した結果だった。

　しかし、勿もち論ろん生徒達はそんな教師の苦心が分かる筈もない。視力の問題さえなければ、とにかく後ろの席に座りたいのが彼らの常である。

　運良くその席になった和希は、決して居心地が良いとはいえない学校生活で、唯一手に入れた快適さをそれなりに堪たん能のうしていた。

　次の授業開始まであと五分はある。

　隣の席の女子は、前の席の女子ととりとめないおしゃべりを楽しんでいるようだった。

　開け放たれた窓からは、初秋の涼しい風が熱気の籠こもる教室に吹き抜ける。

　カバンの中から持ち帰っていたいくつかの教科書を取り出していた和希は、ふと奇妙な違和感を覚えた。

（ん？　隣──？）

　そう、和希の席には隣席がない筈なのだ。

　和希はもう一度、自分の席の窓側、つまり左隣に目を向けた。

　やはり、いる。

　きちんと席に着いた女子生徒が先ほど見たとおり前の席の生徒と楽しそうに話をしている。ごく自然に、まるで違和感なく。

（転校生、か？）

　恐らく自分が休んでいる間に来たのだろう、そう和かず希きは自分を納得させると視線をカバンへと戻した。

　それにしても、周囲の生徒とのやり取りがあまりに自然である。

　和希も長い学生生活の中で数人の転校生とふれ合ったことがあるが、もっと余よ所そ余よ所そしく遠慮がちな態度の生徒が多かった。そのため和希自身も遠慮が拭ぬぐえず、しばらくの間はぎこちないやり取りで過ごしたものだった。

　だが、この生徒はどうだろう。まるで転校してきて二、三日とは思えない。クラスメイトと冗談を言い合い笑う姿は、付き合いが長い者同士のそれである。

　和希の違和感はますます増していった。

　まず、この席の位置。そもそも、一番窓側と一番出入り口側は教師の目が行き届き難にくいという理由で、和希の席は端から二列目にあるのだ。わざわざ転校生の机をそんな場所に設けるとは到底思えなかった。

　和希は気付かれない程度に、謎なぞの女子生徒の姿を横目でチラチラと眺めた。

　栗くり色いろがかった髪は顎あごの長さで切きり揃そろえているだけだと思っていたが、うなじのあたりから結んだ長い髪が一房、まるで動物の尻尾しつぽのようにふんわりと伸びている。くりくりとした大きな目もまた髪と同じ栗色だった。椅い子すに座っているためはっきりとは分からないが、自分と同学年にしてはやや小柄のように感じた。















　そのときだった。クラスメイトと談笑をしていた女子生徒の目だけが、顔も向けないままにぎょろりと和かず希きの方を見たのだ。

「！」

　和希は怯ひるんだ。自分の視線が女子生徒を不快にさせ、咎とがめるように送られた視線ならば驚きはしなかったろう。気まずそうに目線を外して咳せき払ばらいでもするだけだ。

　しかし、彼女の視線は和希に対する非難のそれではなかった。それよりももっと鋭く、正に射るような。そしてその口元は、挑むような笑みをニヤリと浮かべていた。

　──が、それもほんの一瞬のこと。

　今はまるで初めから和希の存在など気にもとめていないかのように、クラスメイトとの談笑に戻っている。

（なんなんだ、一体……）

　臆おくすることなく「ねぇ、君って転校生？　なんでこの席になったの？」などと親しげに声をかけるようなキャラクターと和希の性分は見事にかけ離れていたし、最も早はやあんな視線を投げかけられては、もう一度そちらを向くことさえままならない。

「あら、御み陰かげくん？」

　それは和希にかけられた思いもよらない幸運の声だった。

「榊さかきさんっ……！」















　和かず希きの傍かたわらに立っていたのは、クラスメイトの榊さかき薫かおる子こその人だった。

　長い手足に小さな顔。ややくせのあるロングヘアが、細身の体には似合わない豊満な胸の作り出す悩ましい丘の上でふわふわと揺れている。

「おはよう。今来たところ？」

　柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべたまま和希に問いかけるその声は、正に鈴すずを転がしたかの如ごとく美しい。

　何より、他のどの生徒も気にすらとめなかった和希の存在にいち早く気付き、声をかけてくれるその気遣いと優しさが和希には堪たまらなかった。

　むしろ好すきだった。大好きだった。

　和希自身が彼女に抱くこの感情は紛まごうことなき『恋』であると確信しているように、クラスの男子生徒のほぼ全員がこの榊薫子という女子生徒に特別な感情を抱いていた。彼女はそれ程までに魅力的なのである。

　異性に好かれる場合、同性の顰ひん蹙しゆくを買いやすい傾向にあるが彼女だけは例外であった。その証拠に、今も薫子を慕う女子生徒が彼女を心配するようにこちらの様子をチラチラと窺うかがっている。

　薫子は一種のカリスマ性のようなものを持つ存在であった。

　誰だれにでも優しく、分け隔てなく、そしてその中に偽善などは一切含まれない。

　これまで薫子が陰口の的になるようなことは一度もなく、それどころか薫子という存在によってクラスの雰囲気がほぐれ、諍いさかいや揉もめ事ごとがほとんど起きずに済むほどだった。

『聖母』『菩ぼさつ』『女神』──これが、クラスメイト達たち、果ては学校中の生徒達から支持される彼女の二つ名ニツクネームであった。

「今日はお休みじゃなかったのね」

「いや、うん。ちょっと家の都合で遅刻して……」

「そうだったの。昨日も一昨日おとといも休んでいたから心配していたのよ」

「あ、それも家の都合で……」

「そう。病気じゃなくてよかった」

「う、うん」

　自分自身をタコ殴りにしたいほどの自己嫌悪が、和希の中に噴き出した。

　憧あこがれの女子生徒がせっかく声をかけてくれたというのに、その口から出たのはおおよそ会話とはほど遠い返答のみだ。

　和希は考えた。この幸福な時間を引き延ばすためには話のネタがいる。

「あ、あ、あ、あの……」

　が、必死に何か会話を紡ごうと開いた口からは、なんとも気の抜けた声が出るばかりだ。

　薫子といえば、そんな和希の二の句をいつもと変わらぬ笑顔でニコニコ待っている。

（天使か……っ!?）

　思わず内心で呟つぶやいた自分の言葉に頭を振ったとき、薫かおる子この登場で脳内の隅へと追いやられていた疑問が和かず希きの正面へと戻ってきた。

「そういえば──」

「？」

「そういえば、俺が休んでる間に転校生が来たんだね。隣に席が出来るなんて思わなかったから驚いちゃって」

「転校生？」

　そう言いながら小首を傾かしげた薫子の仕草に思わずキュンとしつつも、明らかに疑問形である彼女の復唱に一抹の不安がよぎる。

「う、うん、転校生……」

「転校生って、このクラスに？」

「うん、ほら俺の隣の……」

　と隣の席を指す和希の行動に、薫子は眉まゆをひそめた。

「あの……御み陰かげくん、もしかして何かに悩んでるのかしら？」

「え？」

「あっ、言いい辛づらいことだったらいいの。でももしそうじゃないなら、私、いくらでも相談にのるから」

「え？　え？」

「それとも疲れが出たのかしら？　お家うちのお手伝い、大変だったのね」

「え、いや、あの、俺は転校生が──」

　薫子は和希の手を両手で優しく包み込むと、そっと耳に唇を近づけた。

「いいの。もう何も言わないで……」

　耳にかかった柔らかな囁ささやきに、和希の心臓が跳ね上がる。鏡を見ずとも分かる。自分の顔は今間違いなく真っ赤だ──そう思ったのは耳たぶの先が壊れたオモチャのようなスピードで鼓動した所せ為いだ。

「さ、榊さかきさん……!?　何を──」

　言葉を遮さえぎるように、握る手に力が込められる。

　しかし、

「転校生なんて、いないの。貴方あなたの隣の間ま宮みや鈴すずさんは、四月からずっと一緒にいる私たちの大切なクラスメイトでしょう？」

　このあと、自分が薫子とどのようなやり取りをしたのか、和希は全く覚えていなかった。

　ただ、予鈴を聞いてハッと我に返ったときには、既すでに席に着いて次の授業のノートや教科書を準備し終わっている自分がいた。周囲の生徒も残らず席に着いている。

　そっと隣を窺うかがうと、確かに見覚えのないクラスメイトが澄ました顔で教卓の方を見つめていた。戸惑う様子もなく、平然とそこに座っている。

（榊さかきさんはあのときなんて言った──？　榊さんは──）

　和かず希きは先ほどの薫かおる子この言葉を反はん芻すうしていた。「転校生はいない」「四月からずっと一緒にいる」そんな言葉が和希の中をぐるぐると駆け巡る。

　あの薫子に手を握られ、あまつさえ耳に囁ささやきかけられたのだ。本来なら何よりも美お味いしいシチュエーションである。

　しかし、そんな幸運なアクシデントに浸れぬほど心は落ち着きを失っていた。

　どんなに思い返してみても、和希は隣の席の女子生徒・間ま宮みや鈴すずの記憶を一切持ち合わせてはいないのである。

　不自然な席の位置、記憶にない女子生徒、そして彼女を受け入れているクラスメイト達たち。

（嘘うそだ、絶対普通じゃない……！　絶対、絶対！）

　もう取り返しがつかないほど自覚した違和感に、和希は目眩めまいすら覚えていた。

　一体何が起きているのか。一体何が原因なのか。隣人はそんな和希の心情を知ってか知らずか、ただじっと前を見つめるばかりでその表情からは何も読み取ることは出来なかった。

（まずいって……！　絶対なんかまずいって……!!）

　教師が来る気配はまだない。和希はポケットから携帯電話を取り出すと、不安に駆られる気持ちを抑えつつ必死にメールを打った。

　この異常事態を、とにかく誰だれかに訴えたかった。



　to:はーくん

　from:カズキ

　件名：‥Re:おはよ

　本文：‥俺、ボケたかもしんない



　周囲の者が異常なく振る舞い、自分だけが違和感を覚える。そんな状況に立ったとき、まず誰よりも先に自分自身を疑う。それが、御み陰かげ和希という少年の自じ恃じなき人格からなる思考回路だった。



　　　＊　　　＊　　　＊



　メールの返事は未いまだなかった。

　いや、正しくは返事があったかどうかも分からないと言うべきか。

　下校途と中ちゆう、携帯電話を学校に忘れたことに気付いた和かず希きは、慌てて学校へと踵きびすを返した。

　書店での立ち読みは思いの外時間を盗まれていたようで、夕日の差し込む校舎には既すでに人影がなく、遠くに運動部の掛け声が聞こえるのみだった。

　教室の中は、やはり誰だれもいなかった。和希は教室後ろのロッカーに駆け寄ると、六時限目に着た体操着のポケットを探って携帯電話を取り出した。

　新着メールはない。

　思わず出た小さなため息とともに体操着をロッカーに押し込み、スチールの扉をやや乱暴に閉めたそのときだった。

「まだ帰ってなかったの」

　それは、ほとんど聞き覚えのない声だった。高くよく通るが、耳みみ障ざわりでない程度に掠かすれ、それが妙な威圧感を感じさせる。授業中は勿もち論ろん、休み時間も移動教室も周囲の喧けん噪そうに隠れてよく聞こえなかったあの声が突如、和希の背後から投げかけられたのだ。

　振り返りながら和希は、ポケットにしまいかけた携帯電話を無意識に握りしめていた。

　教卓の傍そばには、夕日に頬ほおを染められたあの間ま宮みや鈴すずの姿があった。

　改めて見るとやはりやや小柄だが、大きな瞳ひとみの持つ強い目力の故か幼さもひ弱さも感じさせない。

「どうしたの？　何か忘れ物？」

「え、あ、うん、ちょっと、ね」

　言葉が詰まったのは、元々咄とつ嗟さの返しに弱い和希の性格的なものと、自分が彼女の存在を綺き麗れいさっぱり忘れてしまっていることの罪悪感からだった。

　彼女の声、容姿、そしてその佇たたずまい。どれをとっても和希の記憶の中に『間宮鈴』という人物に関するものは一切ない。

　かといって正直に「ごめんごめん、なんでか君のこと全然覚えてないんだよね」と伝えるのはあまりに失礼だということも勿論理解していた。

「ふっ……ふふふっ……っ」

　和希の思考の迷路を打ち砕いたのは、ふいに聞こえた忍び笑いだった。

　口元を押さえ、必死に堪こらえるその姿に和希は初めこそ呆あつ気けにとられたものの、しまいにはムカムカした感情が湧わき上がってきていた。

　周囲に何か笑いを誘いそうな物は特にない。

　この女子生徒は、確かに和希を見て笑っているのである。

　なぜ意味もなく笑われなければならないのか。

　普段他人との揉もめ事ごとを避けて通ってきた和希だったが、こうも笑われては男が廃すたる。ちなみに、自分に男としての盛り自体あったかどうかは、考えた時点で負けである。

「なっ、なんなんだよっ。何が可お笑かしいんだよっ」

　思わず出た抗議の言葉も、言い慣れない所せ為いか情けなくぷるぷると震えた。

　そんな様が尚なお面白いのか、女子生徒は更に「ヒーッヒッヒ」と数度肩を揺らすと、いい加減笑いを止めようと試みたのだろう、大きく深呼吸を繰り返し息を整え始めた。

「ふふっ、すまぬすまぬ。ぐふっ、今すぐ止めるゆえ……ひひっ」

　あれほど説得力のあった声が、押しつぶされた笑いで台無しである。

「いやぁのう、そなたがあまりに百面相で悩んでみせるものだから……ぐふふ」

「百面相って……」

　和かず希きはこの訳の分からない状況に流され、女子生徒の口調の変化に気付くことが出来なかった。

　女子生徒は最後に大きく深呼吸をすると、目元に溜たまった涙をちょいちょいと拭ぬぐった。

「はぁー、もう大丈夫じゃ。おかげで腹筋プルプルじゃわ」

「そ、そっちが勝手に笑ったんだろっ」

「あーあー、分かっておる分かっておる」

　そう言いながら女子生徒は落ち着けとでも言うように和希に向かってけだるく両手を振ってみせた。

「ま、あれじゃな。こちらとしてもこのような事態になるのは予想外でのう。教師とこの教室の小こ童わつぱら、キッチリ全員に掛けたとばかり思っておったもんじゃから。本当に申し訳ないことをしたと思うておる。いやいや欠席者がおったとは真まことに予想外、予想外」

「は……？　何言って」

「だいぶ不安な思いをさせたであろう、うんうん。先ほどのそなたの百面相を見れば大おお凡よそのことは察しがつく。安心せい、そなたは病に侵されてなどいないゆえ」

「いや、だから──」

「さてさて、話はこの位じゃな？　早速本番に入るかのう。あれは中々に集中力を──」

「だからちょっと待てって!!」

　思いの外大きな声が出たことに、和希自身が一番驚いていた。

　女子生徒といえば、突然話を遮さえぎられて呆あつ気けにとられたのか、大きな目をますます大きくぱちくりさせて和希の顔を見ている。

　無性に恥ずかしい気分になって、和希はサッと目を逸そらすと早口で続けた。

「い、いや、あのさ、話が全然、全く、これっぽちも読めないんだけど、あんたは一体何を言ってるわけ？」

「？　何ってなんじゃ？」

「いやだから、こ、これは予想外だとか、欠席してたからどうとか、俺は病気じゃないとかどうとか……。まぁ、本当に病気じゃないなら有り難いんだけど……」

「なんじゃ！　そなたいささかも気付いておらなんだか」

　露骨に驚いた顔をして、女子生徒は和かず希きを指さした。

「気付いてないって、だから何が──」

「ほほほ、全く人間というものは斯かくも不便に出来ておりよる。まるで何も知らぬおぼこのようじゃ」

「お、おぼ？」

「よかろう、どうせ直すぐに忘れる程度の儚はかなきこと。教えてやろう」

　夕日の赤と山吹色の入り交じった光が、彼女の髪を、頬ほおを、その瞳ひとみを、黄こ金がね色に染め上げる。

　思わずその妖よう艶えんにも見える光景に目を奪われた和希だったが、ふと、その瞳が光の反射などではなく本当に黄金色に輝いていることに気が付いた。

　と、同時に、夕日は名残惜しむ暇さえ与えずに沈み去り、釣つる瓶べ落としの秋夜の藍あいに爛らん々らんと光る二つの眼めが浮かび上がる。その瞳は和希をあの射い貫ぬくような目つきでじっと見つめていた。

「な、な、なんで……目が、光って……!?」

「ふん」

　怯おびえる和希を鼻で笑うと、二つの瞳は一歩、また一歩と無意識のうちに震える少年へと近付いてくる。

「教えてやろう、何な故ぜそなただけがワシの記憶を持たなかったのか」

「！」

「何故他の連中は皆、ワシを級友のように扱ったのか。そして──」

　床の軋きしむ音が、やけに大きく聞こえる。

「このワシが一体何者なのか……！」

　浮かび上がる双そう眸ぼうが和希の鼻先まで近付いたそのとき、和希の握る携帯電話が、薄うす闇やみの中でメール着信のバイブレーションを三回鳴らした。

　咄とつ嗟さに我に返った和希は、迫り来る少女の姿をした何かから逃れようと走り出した。

「動くなっ！」

　その瞬間、金色の双眸が一瞬鋭く光ったかと思うと、和希は自分の身体からだの一切を自由に動かすことが出来なくなっていた。

「な、なんで……っ！」

　どんなに力を入れても指先一つ動かない。石のような身体の中で、背中に流れる冷や汗の感覚だけがリアルだった。

「暗示じゃ」

「暗、示？」

「そなたの身体に、ワシの力を以もつて命令したのよ。動いてはならん、とな。──うん？　まだ分からぬか？　これが、そなたの級友達たちに行ったことじゃ」

「それって」

「ふふ、ワシを級友として扱うよう暗示を掛けたのじゃ。どうじゃ、中々うまくいっておったろう？」

「ふ、ふざけんなっ。そんな夢みたいなこと──」

「あるわけがないと？　しかしどうじゃ、現にそなたの身体からだはピクリともせん」

「……っ！」

　全すべての事態が、和かず希きの許容範囲を優に超えていた。

「さて、ここからが本番じゃ」

「!?」

　身体の動きを奪ったときのように、暗くら闇やみに浮かぶ光が一層輝きを増す。見つめまいと必死に抵抗しようにも目線をずらすことすら出来ない。

　和希にはこの揺れる光が現実に見ているものなのか、それとも脳内に浮かぶイメージなのか分からなくなっていた。

　光が映し出す古い活動写真のような映像が断片的に浮かび上がる。記憶の中にすり込ませるかのように何度も何度も映し出されるそれは、目の前にいる女子生徒、間ま宮みや鈴すずと過ごした学校生活の記憶だった。

（駄目だ駄目だ駄目だ駄目だ……っ！）

　和希は傾なだれ込こむ偽の記憶に、無我夢中で逆らっていた。

　受け入れてしまった方が楽だったのかもしれない。けれど和希の中にある何かが、そうはさせまいと必死に抵抗を繰り返していた。

「さぁ、答えろ。ワシは誰だれじゃ？」

「──し、知るか……っ」

「ほう、しぶといのう」

　光る双そう眸ぼうがグイと近付く。

　頭の中の活動写真は回るスピードを速め、カラカラと乾いた音を立てて和希を蝕むしばんだ。

「今一度問う。──ワシは、誰じゃ？」

「やめ、ろ……っ！」

「さあ、申せ」

「嫌だ……！」

「さあ」

「やめろっ……！」

「さあ」

「嫌だ……！」

「さあ!!」

「っ……!!」

　もう堰せき止とめることは出来ない、和かず希きが諦あきらめかけたそのときだった。

　突如教室中のガラスがけたたましい音を立てて砕け散り、和希を捕らえて放さなかったあの双そう眸ぼうごと女子生徒が黒板に叩たたき付つけられたのだ。

　飛び散ったガラスのように、和希を蝕むしばんでいた偽の記憶が粉々に砕け消えた。

「うっ……ぐぐ……」

　教きよう壇だんの辺りで、女子生徒がくぐもった声を出しながら立ち上がろうとしているのが見えた。

　叩き付けられた黒板は大きくヒビが入り抉えぐれている。

「やってくれる……！」

　ヨロヨロと立ち上がる女子生徒の足下に、パタパタと赤い滴が落ちた。

　額から流れる血をグイと拭ぬぐい、彼女が睨ねめ付つけた先にいたのは、巨大な蜈蚣ムカデだった。

「なっ……なっ……!?」

　和希は眼前にそびえる体長十メートルはある蜈蚣の姿に言葉を失った。

　黒光りした胴体。甲殻類のように鋭く尖とがった脚。その身をうねらす度たびにキチキチと不快な音を立てて幾つもの関節が蠢うごめく。

「随分と間の悪い逢おう瀬せじゃのう。そんなにワシに会いたかったか」

　挑発するように言う女子生徒に蜈蚣はキチキチと身体からだを捩ねじった。

「こんな雑ざ魚こにケンカを売られるとは、ワシも舐なめられたものじゃ……なっ！」

　女子生徒の脚が、蜈蚣の腹を無造作に蹴けり込む。形容しがたい鳴き声を上げて蜈蚣がロッカーに叩き付けられた。

　蹴られた腹部の甲殻は割われ、おぞましい色の体液が流れ出す。

「ふん、他た愛わいない」

　女子生徒はのたうち回る異い形ぎように近付くと、無数にある脚の一本を叩きつぶした。耳をつんざくような鳴き声に、まだ割れていないガラス窓が震えて砕けた。

「塒ねぐらへ帰れ。今なら見逃してやってもよいぞ」

　否いな。そんな響きをはらんだ鳴き声が教室の中に響き渡る。

「こざかしいっ……！」

　女子生徒が、蠢く脚をもう一本叩きつぶした。

　超音波のような蜈蚣の鳴き声に、和希の鼓膜が悲鳴を上げる。

「っ……！」

　その痛みに和希は思わず息を漏らした。

「！」

　と、その場に満ちていた空気の流れが、一気に自分に向かうのを和かず希きは感じた。

　次の瞬間、和希の目の前には女子生徒の小さな身体からだが立ちはだかっていた。手には堅く鋭い蜈蚣ムカデの触つ角のが握られ、まるで和希を庇かばうかのように、キチキチとうねる異い形ぎようの身体を押し返している。

「そなた何な故ぜ未いまだここにおる!?」

「え……」

「何故逃げぬのじゃ!?　死にたいのか!?」

　蜈蚣の触角を握る彼女の手からはジワジワと血が滲にじみ出していた。

　和希は逃げたかった。今すぐにここから逃げ出したかった。自宅に逃げ帰って布団をかぶり、これは夢だと自分に言い聞かせながら眠りに落ちたかった。

　しかし、それは不可能な願いだ。

「動かない……」

「なに？」

「身体が、動かないんだよ……！」

「！」

　掛けられた暗示は未だ解けてはいなかった。

「くそっ」

　女子生徒が唸うなるように吐き捨てたとき、

「!?」

　押しやっていた触角が突然手前に引っ張られ、バランスを崩した女子生徒の背中が瓦が礫れきの中に倒れ込んだ。

　蜈蚣の身体がキチキチと音を立てる。

　そして、

「逃げろおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　女子生徒の叫びも虚むなしく、和希の腹には、蜈蚣の鋭い触角が深々と突き刺さった。

　引き抜かれた勢いで倒れ込む身体から、見たこともない量の血液が飛び散り流れ出す。

　倒れ込んだ衝撃で手から離れた携帯電話が、和希の作った赤い水たまりに落ちて開き、ぼんやりと光を放った。

　ひび割われ血で汚れた画面には、落下の拍子に開かれた受信メールが表示されている。



　to:カズキ

　from:はーくん

　件名：‥Re:Re:おはよ

　本文：‥だいじょうぶかー？



「だい……じょうぶ、じゃ……な、い……」

　そう呟つぶやくと和かず希きの意識は、なんの余韻もなくプツリと、途切れた。



　こうしてこの日、瓦が礫れきにまみれた夕ゆう闇やみの教室で、銀杏ヶ峰いちようがみね高校一年Ｂ組御み陰かげ和希は確かに一度、命を落としたのである。



　　　＊　　　＊　　　＊



　窓から吹き込む風が、微睡まどろむ和希の頬ほおを冷やした。

　風に乗って聞こえる蛙かえるの鳴き声が、暗い部屋の中に響き渡る。

　階下から流れる夕飯の匂においに、和希はゆっくりとベッドから身体からだを起こした。きっともうすぐ彼を呼ぶ母親の声が聞こえてくるだろう。

　汗の所せ為いで背中に張り付くワイシャツの感触がひどく不快で、和希はまだ目の覚めきらない身体を気け怠だるく動かしなんとか部屋着へと着替えた。

　自分はいつから昼寝をしていたのか。なぜ制服のまま寝てしまったのか。疑問がうっすらと浮かびはしたものの、直後に聞こえた母親の声にかき消され深く考えることはなかった。

　いつものように携帯電話を部屋着のポケットに突っ込むと、慣れた足取りでやや角度の急な階段を駆け下りる。その足音を耳ざとく聞きつけた母親が廊下にひょいと顔をだして和希を睨にらみ付つけた。

「こーらー。走って降りたら踏み外すわよ」

「今日の夕飯は？」

「おじいちゃんのところで頂いた茗みよう荷がでいろいろ作ってみたの。それから、角のお肉屋さんのポテトサラダ」

「ふーん。……顔洗ってくる」

「後でお弁当箱出してね」

「んー」

　普段通りのやり取りをして、洗面所へと向かう。

　勢いよく出した水でザブザブと乱暴に顔を洗い、目を瞑つぶったままタオルを探して隣の引き出しに手を伸ばした。家の間取りや家具の配置は全すべて身体で覚えているつもりだったが、昼寝の余韻の所為か引き出しの取っ手が中々見つからない。見当をつけて手を伸ばしてはいるものの、その手は虚むなしく空を掴つかむばかりだ。

　が、その手に突然望みの物がグイと押し込まれた。

「あ、母さんサンキュー」

　受け取ったタオルで顔を拭ふきながらもごもごと礼を言う。

　やっと目を開けると、そこに母親の姿はなかった。いつもならば「親に向かってサンキューなんて軽口はなにごとか」など小言が始まる場面である。

「？」

　疑問を抱きながら洗面所を出た和かず希きが見たのは、リビングに入っていくあの女子生徒の姿だった。翻ひるがえるセーラー服と尻尾しつぽのような後ろ髪がリビングに吸い込まれていく。

　気が付けばその背中を追って自分もリビングに駆け込んでいた。

「こらっ。家の中で走っちゃ駄目だって──」

　対面式のキッチンカウンターから顔を覗のぞかせた母親は、普段とは違う息子の様子にすぐ気付いたようだった。

「──どうしたの？　ボーッとしちゃって」

「いや……」

　まさか、と和希は首を振った。

（まさか。こんなところにいるはずがない。あれは夢だったんだ。中途半端な時間に昼寝をした所せ為いで見た、ただの悪い夢……）

　そのとき和希は、はたと気が付いた。

「……夢？」

　瞬間、和希の脳裏にカメラフレームで切り取ったような情景が幾枚も翻った。



　──夕ゆう闇やみ。

　──人影。

　──光る双そう眸ぼう。

　──あかい、あかい──……



　背筋がざわめき、全身からどっと汗が噴き出した。無意識のうちに右手は部屋着のポケットへと伸びる。取り出した携帯電話の画面は大きくひび割われていた。

「どうしたの？　気分でも悪い？」

　ふらふらと目眩めまいを堪こらえるような動作で椅い子すに座った息子に母親が声を掛ける。

　和希は返事も出来ないまま、ただ呆ぼう然ぜんと割れた携帯画面を眺めていた。よく見れば、ボタンやフレームの窪くぼみが赤い汚れで埋まっている。

（夢じゃない──？）

　しかし、部屋着の上からなぞった腹部には、傷の痕こん跡せきどころか痛みすら感じられなかった。

「本当に大丈夫、和かず希き？」

「あ、うん。ちょっと……ちょっと疲れてて──」

　母親を振り返ると、山と盛られた茗みよう荷がの天ぷらの皿をテーブルへ置くところだった。

　テーブルを見れば先ほど言っていたポテトサラダの他に、茗荷の天ぷら、肉巻き茗荷、茗荷の甘酢漬け、季節外れ感が否いなめない素そう麺めんの薬味さえも茗荷の茗荷づくしだった。

「今日の夕飯、ご馳ち走そう？　なんかすごいね」

　色んな意味で──と、言いそうになるのをなんとか堪こらえる。

「ふふ、ありがとう。実はね──」

　誉ほめ言葉に気をよくした母親が、照れたように笑いながらキッチンカウンターの奥へと引っ込む。そして改めてリビングへと姿を現したとき、彼女は一人ではなかった。

　見慣れたセーラー服に身を包んだ小柄な身体からだ、うなじのあたりだけが長く尻尾しつぽのように伸びた栗くり色いろの髪、和希を見るあの鋭い瞳ひとみ。

「……！」

　忘れるはずもない、あの『間ま宮みや鈴すず』の姿がここにあった。

　息をすることすら忘れた様子の息子に、母親は気付かないようだった。

「覚えてる？　ほら、学校の向こうに住んでる間宮のおじさん。ちょっと遠いけどウチと親しん戚せきなのよ。でね、おじさん、しばらくの間仕事で海外赴任することになっておばさんも一緒についてくことにしたんだって。だからその間、鈴ちゃんをウチで預かることにしたの」

「……は？」

「だから、鈴ちゃんが今日からウチで暮らすことになったの」

「はああぁぁあ？」

「ちょっと！　親に向かって『はぁ？』とはなによ！　それに間宮のおじさんには、あんた子供の頃散々お世話になってるでしょう」

「こ、子供の頃？　お世話？　いやいやいやいや……！」

　最も早はやどこから突っ込むべきか、和希には見当がつかなかった。

　そもそも、和希の家に『間宮』という親戚はいない。子供の頃そういう親戚と遊んだ覚えは一切ない。母親が鈴に会うのも今日が初めてではないのか。

「和希くんが──」

　突然聞こえたその声は、ただならぬ勢いで和希に迫ったあの声と紛まぎれもなく同じだった。

「和希くんが驚くのも無理はありません。遠い親戚と言っても、殆ほとんどクラスメイトという認識しかない私が突然一緒に住むことになったんですから。それに男女の区別がないような幼い頃ならともかく、私たちももう高校生ですし……。特に男の子にとって、今が一番難しい時期だと思うんです。……ね、和希くん？」

　そう言う鈴すずの表情は、あのとき教室で見たものとは似ても似つかない穏やかで柔にゆう和わな微笑ほほえみだった。

　次の瞬間、和かず希きはリビングを飛び出していた。階段を駆け上り、力加減も出来ないまま自室のドアを強く後ろ手に閉め鍵かぎを掛ける。

　混乱と不安で激しくなった和希の息遣いが、暗い部屋の中を埋め尽くそうとしていた。

（何で？　一体何が起きてるんだ？　意味が分からない。どうして彼奴あいつが家うちにいるんだ？　親しん戚せき？　ありえない！　何で何で何で──）



　──コンコン。



「！」

　和希は一瞬で息を殺した。背後のドアの向こうからは確かに人の気配がする。いや、その強く大きな気配はまるで人ではない何かだった。

「和希くん、ここを開けて」

　けれど聞こえてくる声は間違いなく同じ年頃の少女のものだ。

　こみ上げる途方もない恐怖。

　和希はベッドに入ると、雷を怖がる子供のように頭から布団を被かぶった。

「ね、和希くん、お願い。ここを開けて。二人で少しお話ししない？」

　まさか首を縦に振れるはずもない。

　和希はただただ布団の中でこの異常事態が過ぎ去るのを待った。いや、今の和希にはそれしか出来なかった。

　しかし、

「──ったく、面倒な童わらわじゃのう」

　吐き捨てるような言葉とともに、鍵を掛けたはずのドアが勢いよく開く。

　廊下の明かりを背に立つ少女の瞳ひとみは、やはり金色に輝いていた。

「なん、なん、なん……何で……!?」

「ククク、まこと絵に描かいたような物もの怖おじっぷりよ」

　震える和希を目の当たりにして、心底可お笑かしげに目を細める。

「ちぃと話をしたいと申しておるだけではないか。別に取って食ったりせん。それとも、ワシがそんなに恐ろしいか？」

「ふ、ふ、ふざけんな！　だ、大体、なんでお前がここにいるんだよ!?」

　思わず上げた声は恐怖の裏返しだった。その証拠に、和希の身体からだは布団から出ることすら出来ない。

「ほほほ、随分な物言いじゃのう」

　笑いながら和かず希きのベッドまで近寄ると、布団の隙すき間まから和希の顔をグイと覗のぞき込こむ。

「ヒィッ……！」

「なんとまぁ……」

　怯おびえきった和希の態度に、鈴すずはわざとらしくため息を吐ついて見せた。

「命の恩人に向かって、なんたる不ぶ躾しつけな」

「い……命の、恩人？」

「そなたも覚えておるじゃろう？　今日、夕暮れ時の学舎で──」

　細い腕が和希の布団をはぎ取り放ほうり投げる。

　無防備な状態で呆ぼう然ぜんとする少年に、少女は語りかけた。

「──そなたは一度死んだ」

「！」

　和希の脳裏に、またあの情景が翻ひるがえる。



　──夕ゆう闇やみ。

　──人影。

　──光る双そう眸ぼう。



　そして、

　──あかい、あかい──水みず溜たまり。



「嘘うそだ……」

　無意識の否定が口からこぼれ落ちる。しかし、それは少女への否定ではない。自分が確かに知っている『己の死の情景』に対する否定だった。

「嘘ではない。あの瓦が礫れきの山を元に戻すのは随分と骨が折れたぞ」

「嘘だ……」

「嘘ではない」

「嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ……！　だって、俺は……俺は、今こうしてここにいるのに」

「否いな、そなたは確かに死んだ。ワシの目の前で、妖あやかしにその腹をかっ捌さばかれあっけなく、な」

「ふ、ふざけんなよ！　じゃあ見ろ！」

　和希は着ていたＴシャツの前を持ち上げ腹を晒さらした。

「見ろよ！　傷一つない！　一体誰だれの腹が何にかっ捌かれたって──」

　ハッと口をつぐんだのは、晒したその腹に小さく華きや奢しやな手が添えられたからだ。ひたり、と置かれたその手に躊躇ためらいや気恥ずかしさなど一片も感じられない。それよりも恥ずかしさに身をよじったのは和希の方だった。

「な!?　ちょっと」

　細く張りのあるやや冷えた指と吸い付くような掌てのひらの感触がむずがゆい。

　と、次の瞬間、その手が水面に潜るように、トプン、と和かず希きの腹の中に吸い込まれた。

「!?」

　埋まっている。確かに少女の手首から下が、和希の腹に埋まっているのだ。

「えっ……あっ……なっ……！」

　呼吸も忘れて口をぱくぱくさせる和希を無視して、華きや奢しやな手が腹の中を探るように動く。その度たびに、手首を囲む腹の皮膚が水面のように揺らめいた。

「見つけた……！」

　そう呟つぶやくのが聞こえたと同時に、和希は腹の内側を掴つかまれる感覚を生まれて初めて味わった。そして掴んだままの手が勢いよく引き抜かれる。

「がはっ……！」

　襲いかかる痛みは、もはや熱だった。

　朦もう朧ろうとする意識の中見た己の腹は、とぷとぷと鮮血がほとばしる赤黒い穴があいている。

　身体からだに巻き付けていた夏掛けが、面白いほどぐんぐんと血を吸い込みどっしりと重い染みを作った。

「な、んで……？」

「ふっ、誤解するな、ワシが傷つけたのではない。彼奴あやつにやられた傷が開いたのよ」

「あ、やつ……？」

「そなたも見たであろう？　あの巨大な蟲むしのおぞましい姿を」

　そう言い放った当人の手には一滴の血もついてはいない。何かを握りしめるその拳こぶしは、間違いなく先ほど和希の腹から引き抜いた手だ。

　鈴すずは小柄で無む垢くな外見からは想像も出来ないような年老いた笑い方で肩を揺らすと、それとは裏腹な冷めた瞳ひとみで和希を見下ろした。

「知りたいか？　何なに故ゆえそなたの腹の傷が開いたのか？　……否いな、何故そなたは生き返ったのか？」

　かすむ視界に先ほどの拳が突きつけられる。

「化ばけ魂たまじゃ」

　開いた掌にあったのは、耳かきの綿毛ほどの小さな珠たまだった。乳白色の薄い外殻の内から絶たえず黄こ金がね色の火花のような光を放っている。

「生きとし生けるものは全すべて魂を持っておる。ムシも、獣も、人間も──。それらの中でもめざましく強く、しぶとく、忌まわしき生き物が我らが妖あやかし。そしてこれが化物あやかしの魂、化魂じゃ」

　和希には鈴の言葉を理解することが出来なかった。それどころか、鈴が話をする間も血は勢いよく流れ、体温はますます下がっていく。

「クク、さぞ苦しかろうのう。──そなたはな、我が化ばけ魂たまを分け与えたことで一時的に傷が癒いえ、その身の死を免れたのじゃ。しかし一度化魂を抜けばこの通り、生きながらえることなど叶かなわん」

「う、そだ……」

「このままおればそなたは確実に死ぬ。しかし化魂をまたその身に宿せば、たちどころに傷は塞ふさがる」

　縋すがるように見上げた少年の瞳ひとみを、人ではない少女の金色の瞳が覗のぞき込こむ。

「さあ、選ぶがよい。妖怪に負わされたその傷によってこのまま死ぬか。それとも、化魂を宿してワシの従僕しもべとなるか」

「しも、べ……？」

「今一度問う。そのまま自らの血のりにまみれ醜く這はいつくばって死ぬか。それとも、その身に化魂を宿し、従僕しもべとして我が目的ほんいのために醜く這いつくばって生きるか。──さあ、今すぐに選べ！」

　淡い光が鈴すずの身体からだを覆う。その妖よう気きが形作るのは、小さく尖とがった耳、鋭い爪つめ、ゆらゆらとゆれるふくよかな尾。

　獣の輪郭すがたを纏まとう少女の瞳は爛らん々らんと輝いていた。








第一章　魂たま








　透明なゼリーの中で溺おぼれるような夢だった。

　粘度の強い空気が身体からだに纏まとわり付く。吐く息すらくぐもって聞こえる。

　──薄暗い教室。

　割われた窓ガラスの欠片かけらを踏む音が自分のものなのかそうでないのかすら分からない。

　壁を汚す血は赤黒く重く、床にしたたる度たび不快な音を立てる。

　全すべてが重く、暗い教室の中で、矢のように速い何かが和かず希きの視界を掠かすめた。

　したたる血と同じ色をしたそれは、あの妖よう蟲ちゆうの鉀からだを易やす々やすと貫きただの塊へと変えてしまう。

　むせ返るような鉄の臭においに吐き気がとまらない。

　自分の荒い息だけが追い詰めるように耳を占める。

　暗くら闇やみに浮かぶ金色の双そう眸ぼうが「お前は誰だれだ」と訊たずねた気がした。
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　御み陰かげ家の二階の天井は、どの部屋も同じ模様をしている。白地に浮かぶ緩やかな波形のデザインは、良くいえばレトロ、悪くいえば時代遅れでチープだった。

　目を覚ました和希は、そこが四畳半の納戸だということを完全に忘れていた。寝ぼけ眼で見つめた天井の波間が、いつもよりもやや斜め右に流れていなければ、あるいは完全に布団から身体を起こすまで気付かないままだったかもしれない。

　しかし、そのちょっとした違和感が朦もう朧ろうとしている和希の意識を通常よりも早く覚かく醒せいに導いた。昨日と違う朝日の差し込み具合、薄い敷き布団から肩けん胛こう骨こつに伝わる情け容赦ない床の堅さ、四方を取り囲むやけに近い壁と積み上げられた荷物の威圧感。

　携帯電話を求めて無防備に伸ばした手が、枕まくら元もとに積み上げられた段ボール箱の角にぶつかり力なく落ちた。

「──理不尽だ」

　これが、この日、彼の発した第一声であった。

　和希は緩慢な動作でどうにか身体を起こし暫しばしの間呆ほうけると、確かめるように右手を自分の腹に当てた。

　適度な弾力を以もつて、掌てのひらはあっけなく押し返される。

　和希はもう一度強く右手を腹に押し当てた。やはり、びくともしない。

　けれども昨晩、この腹は確かにあの少女の腕を飲み込んだのだ。まるで水面のような柔らかさで、微み塵じんの抵抗もなくあの腕を受け入れたのだ。

　そしてその謎なぞの少女・間ま宮みや鈴すずは、この四畳半の隣、襖ふすま一枚隔てた和希の部屋にいる。

　和希はおもむろに立ち上がると、襖の片側に不自然な姿勢で張り付いた。音を立てぬよう慎重に襖ふすまを指一本分ほど開き、そっと部屋の中を覗のぞき込こんだそのとき、

「何してんの？」

「ヒゥッ──!!」

　突如耳元から聞こえた声に、和かず希きは引きつった声を上げた。

　早鐘を打つ胸を押さえつつ怖々と振り返る。そこには、絵に描かいたようなきょとん顔の母が立っていた。

「いやっ、これはそのっ──」

　咄とつ嗟さに言い訳が先に出たのは、自分の置かれている現状が『昨晩から一つ屋根の下で暮らすことになったクラスメイトの部屋を覗き見しようとしている息子』だということに気付いたからである。

「えっと、なんか、その、おおお音が！　そうそう、物音が聞こえて！」

「物音？」

　不思議そうに小首を傾かしげる母の姿に、和希はすり減った良心をダラダラと流れる冷や汗に変えながら言葉を続けた。

「う、うん！　こう、ドーンって！　もしかして寝床から落ちたんじゃないかって──」

「あら、したかしら？　そんな音」

「えぇ？　母さん気付かなかったの？　アハハ、おかしいなぁ……」

　白々しく答えながら目を逸そらすことしか出来ない己に、和希は内心唇をかんだ。

　たった一つの誤解が、少年の健やかなる成長を促すはずの暖かな住処すみかを奪い去るのか。

（理不尽だ……）

　しかし、母が続けた言葉は和希の予想に反するものだった。

「じゃ、ついでに鈴すずちゃんのこと起こしてきてー」

　そう言って立ち去る母の背中に、和希はガックリと肩を落とした。

　一体自分は何の誤解を解こうとしていたのか。そもそも母親は、年頃の女の子が寝ている部屋に自分の息子が立ち入ることを問題だとすら思っていない。

　自分の母親の大おお雑ざつ把ぱな性質を和希は改めて思い知り、和希は大きなため息を吐ついた。

　着替えを済まし、改めて襖の前に立つ。

　やや開き直った面持ちで襖に手を掛けた和希の目に飛び込んできたのは、昨日まで自分が使っていたベッドに大の字で横になる少女の姿だった。

　寝間着の上がはだけてむき出しになった腹が、立派な腹式呼吸によって規則的に上下している。空気を吸い込んでぷっくりとふくらむ腹に、一瞬、既視感デジヤヴを覚えて和希は思わず目をこすった。

　全く色気など感じられないが、こんなあられもない姿で放置する訳にはいかない。

　和希は寝ている鈴の足下に蹴けり捨てられている毛布を手に取ると、むき出しの腹の上へと落とした。

「……むにゃむにゃむにゃ」

　寝ている本人はなんともベタな寝言をはき出しつつ、ゴロリと寝相を変える。今度は背中がむき出しになったが、だがもう、それを正す気力など和かず希きには残っていなかった。

　これが、昨晩自分に生か死かの二者択一を迫ったあの少女と同じ人物なのだろうか。

　ふと思い出してポケットから携帯を取り出すと、いつものようにメールを打つ。



　to:はーくん

　from:カズキ

　件名：‥Re:Re:Re:おはよ

　本文：‥俺昨日死んだー



　文字にしても現実味はない。

　ひび割われた液晶画面の向こうに見える華きや奢しやな肩はただ規則的に上下するのみだ。

　白く細い手首がふと頼りなく見えて、和希は小さくため息を吐ついた。
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　そして、気が付けばその手首を掴つかみ和希は走っていた。

「あーちょ、ちょっと待て！　待てというに！　履き物が！　ああもう！　脱げるではないか！」

　後ろから聞こえる声も無視してひたすらに走る。

　二日連続で遅刻するつもりなどなかった。そんなことをすれば無駄に目立ってしまう。

（目立つのは絶対にごめんだ……っ！）

　とにかく、鈴すずの寝起きの悪さは凄すさまじかった。

　はじめは控えめに声をかけていた和希だったが、気付けば両肩を持って首がもげそうな程ガクガク揺らしていた。──が、それでも起きない。その間耳元でずっと起床を促す言葉を叫び続けたが瞼まぶたがピクリとすることすらない。

　途と中ちゆう、死んだんじゃないかと怖くなり確かめるよう口元に耳をすましたが、

「プシュー……ピュルピュルピュル……むにゃむにゃ」

　その度たびに聞こえる呆あきれるほどベタな寝息に、しまいにはバカらしくなった。

　諦あきらめて玄関で靴を履いていると、

「かあぁぁ……ずうぅぅ……きいぃぃ……」

　振り返らなければ確実に殺やられる。

　重い首をどうにか動かすと、眠ったままの鈴すずを小こ脇わきに抱えた母親があがり框かまちで仁王立ちをしていた。

　抱えられたまま、口の端からヨダレを流す鈴は、どうやって着たのか崩れてはいるが制服を身につけている。

「ちゃんと起こしてって言ったでしょ！」

「い、いや、だって全然起きなくて……」

「言い訳するんじゃないの！　あんただって、起きるまで起こさなきゃ起こしたことにならないって言ってるじゃない！　お預かりしてる大事なお嬢さんを遅刻させる気!?」

「いや、まぁ、うん……」

　この状況でもまだ爆ばく睡すいする鈴を母親がどう思っているのかは謎なぞだが、和かず希きにはこのやや理不尽に正義感の強い母親に逆らう気力はなかった。

　完全に寝ている状態から『半起き』位になった鈴の手を引き、いつもなら十分で歩ける距離を三十分かけてなんとか学校前の坂道まで来たのがつい先ほど。

　途と中ちゆう、どうしても歩きながら寝てしまう鈴を、電柱、ガードレール、路肩の車などの障害物から守るのは一苦労だった。しかも、寝ぼけたままパン屋のショーウィンドウにへばりつき、ヨダレを垂らして動かなくなるというオマケ付きである。

　しかし、鳴り響く予鈴は一瞬で和希を鬼へと変えた。

　一転、気遣いなど全く無視して走った結果、本鈴前にはなんとか昇降口へと滑り込めたのだった。

「ハァハァ……なん、じゃ……なんで、いきなり、走ったりなど……」

　下げ駄た箱ばこ前でかがみ込み肩で息をする鈴には、昨晩の面影など微み塵じんもない。その事実が和希を少しだけ強気にさせる。

「他人に付き合って遅刻するつもりなんてねーからな、俺は」

　ずっとどういう態度を取ればいいかも分からなかった和希だったが、思わず出たこの一言で一気に肝が据わった。

　上履きに履き替えて下駄箱に靴を入れると、スチール製の扉を勢いよく閉める。

　突然言い返され驚いたのだろう。ポカンとした顔の鈴を、和希は精一杯睨にらみ付つけた。

「……だいたい、なんで俺がお前を学校まで連れてきてやらなくちゃいけないんだよ。なんで、お前を起こさなくちゃいけないんだよっ」

　一つこぼれれば後は止めどない。スルスル出る言葉に和希自身、内心驚いていたほどだ。

「つーか、勝手に家にまで上がり込んで、母ちゃんまでだますなんてどういうことだよ！　親しん戚せきの子？　世話になった？　俺の部屋まで占領して──」

　鈴の顔がみるみる険しくなる。

　しかし和希は怯ひるまなかった。いや、怯まないフリをしただけなのだが。

　しかし、ここで引き下がればこの先ずっと何も言えないままだろう。

「バケタマ？　従僕しもべ？　本当ふざけんなよ！　……そもそも、ワケわかんねぇことに巻き込まれてなんで俺が……し、しし、し……死ななくちゃ──」

「あら、御み陰かげくん？」

　睨にらみ合う和かず希きと鈴すずの背後から聞こえてきたのは、あの麗しく澄んだ声だった。

「さ、さささ榊さかきさん……っ！」

「うふふ、おはよう」

　昇降口から手を振り近付いて来るのは、いつもの笑顔を湛たたえた榊薫かおる子こその人だった。

　和希の顔が一気に紅潮する。吹き出していた怒りがあっという間に消え去り、残ったのは妙に気恥ずかしいポワポワとした気分だけだった。

「今日は随分ゆっくりなのね」

「えっあっちょっと、色々あって……榊さんこそ今日はゆっくりなんだね」

「うふふ、途と中ちゆうで忘れ物に気付いて家まで戻ったの。朝からもうクタクタ」

「そ、そうなんだ」

「さ、早く教室に行かないと。先生が来ちゃう」

「うん」

　靴を履き替えた薫子が和希の横を通り過ぎていく。

　後に続こうとした和希だったが、制服の裾すそをのけぞるほど強く引っ張られて一歩たりとも前へは進めなかった。

「おい、何するんだよっ」

　振り返った和希の制服をギチギチと力一杯掴つかんでいるのは、何な故ぜか和希に負けず劣らず顔を真っ赤にしている鈴だった。

　そういえば、和希が薫子と話している間ずっと和希の背中に回り込んで身を隠していたような気がする。

「……気に入らぬ」

「はあ？　何が？」

「もー！　気に入らぬったら、気に入らぬ！　なんじゃその鼻の下の伸びきった面つらは!?」

「鼻の下って……」

　慌てて顔の下半分を覆い隠す。

「二度と慣れ慣れしく口をきくでないぞ！　あの方は……今そなたが懸こ想いしているあのお方は……」

　鈴の視線が、薫子の歩いて行った階段付近へと注がれる。

「あのお方はワシの──」

　その瞬間──ぽんっ！

　小気味よい音を立て、和かず希きの目の前の女子生徒は一瞬にして小さな茶色いシルエットの生き物へと姿を変えた。

　小振りな耳、つぶらな瞳ひとみ、短い手足は天井に向かってピンと伸びている。何より特徴的なのは、そのふさふさした大きな尻尾しつぽだ。

「……た、狸たぬき？」

　それは、紛まごうことなく『狸』だった。とはいえやや小振りの『豆狸』とでもいうのか。先ほどまでそこにいた鈴すずに成り代わるように、ころんと仰あお向むけに寝転がっている。

　ぷるぷると震える丸い腹に、和希は今朝の既視感デジヤヴの正体を見た気がした。

（まさか……）

　和希は脳裏をよぎった一つの考えを打ち消すように首を横に振った。

　まさか、あり得ない。そんな漫画のようなことがあってたまるか。脳内で葛かつ藤とうするほんの数秒間、和希の頭の中で様々な仮説が浮かんでは消えた。

　しかし、現実離れした出来事は既すでに昨日から起きてしまっている。認めるしかなかった。

　和希は意を決して、目の前で固まっている豆狸に恐る恐る問いかけた。

「お、おい……。まさか、お前……間ま宮みや、か？　間宮鈴なのか？」

　呆ぼう然ぜんと天井を見つめていた豆狸が、コクリとうなずく。伸びていた手足の先が、力なくふにゃりと折れた。

　つぶらな瞳がパチンと閉じるのと同時に、仰向けだった身体からだがこてんと横に傾く。

「は……？　え……？」

　ぴくりとも動かなくなった豆狸──もとい鈴を前に、和希は呆然とするより他はなかった。

「え、え……？　し、死んだ……？」

　しかし、横向きでも分かる丸い腹は規則的に上下している。

　和希はしゃがみ込むと、目の前に転がった茶色い生き物をまじまじと覗のぞき込こんだ。

　やはり、狸である。犬でも猫でもない。子供の頃、絵本や図鑑で見たあの狸そのものだ。

　今度は恐る恐る手を伸ばし、指先で尻尾のあたりをつっつく。動かない。

　思い切って、前足の下に手を入れ持ち上げる。生温かい。ぐったりと伸びた四肢と尻尾が力なくぶら下がった。

　その瞬間──、ぐるるるるるぅぅぅぅぅ……。

　小型犬のうなり声のような音が目の前の丸い腹から響いた。

「腹が……」

　ふさふさの毛に覆われた口元がもごもごと動く。こぼれた声は確かに鈴のものだった。

「腹が……減った……」

　始業のチャイムが鳴り響く。

　あれほど気にしていた『遅刻』の二文字が、和かず希きの中では既すでに遙はるか彼方かなただった。
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「ボリボリ……そうかっ……もしゃもしゃ……話しては……ボリボリ……おらなんだったかっ……ふんふん、ごくん」

　カーテンで仕切られた保健室のパイプベッド。その上で和希の与えたきのこ型のチョコレート菓子を食べながら、豆まめ狸だぬき姿の鈴すずは語り始めた。

　小さな黒い手が器用に菓子を掴つかんで口へと運ぶ。ベッドの端に腰掛けて、後ろ足をぷらんと垂らすその姿は、まるで着ぐるみ姿の幼児のようだ。

　運良く養護教諭が席を外したこの保健室にどうやってこの小さな獣を運んだか、実のところ和希はよく覚えていない。

　制服のカーディガンの中にふくらんだ尻尾しつぽごとこの毛玉を押し込んで、廊下を右往左往していると、ちょうど養護教諭が保健室を出て足あし早ばやに廊下の角を曲がっていくところだった。学校という場には不釣り合いな真っ赤なハイヒールが妙に印象的だったのだけは覚えている。

「ボリボリ……そうじゃのう……んく……どこから……ボリボリ……話そうかのう……ごくん」

























第二章　狗いぬ








　降り続く雨が、下げ駄た箱ばこから見える昇降口外の石畳を濡ぬらしていた。

　その軒先では、ロングヘアの女子生徒が一人、途方に暮れたような顔で佇たたずんでいる。

　榊さかき薫かおる子こ──彼女のことを知らない生徒は、きっとこの学校にはいないだろう。本来なら憂ゆう鬱うつな雨も、彼女の前では潤沢で清涼な天からの贈り物に見える。そんなふうに思わせる独特な雰囲気を薫子は持っていた。

　程なく、ビニール傘を握りしめた女子生徒が薫子に駆け寄っていく。そして二人は一本の傘を分け合い、雨の帰路を歩み始めたのだった。



「ごめんね。帰り道、遠回りでしょう？」

「いいの、気にしないで」

　薫子の言葉に慌てたように首を振る女子生徒の頬ほおはほんの少し赤らんでいた。

　クラスの違う薫子とは、合同授業のときほんの少し言葉を交わした程度の間柄だった。それがこんなふうに親しげに並んで下校できるとは。

　とりとめない話に笑い合う、そんな時間を薫子と共有できたことを、女子生徒はにわか雨に感謝していた。

　十分ほど歩いた頃だろうか。背後から、人の足音が聞こえた。革靴の底がアスファルトに跳ねた水を踏む独特な音が、一定の距離を保って追いかけてくる。

　はじめこそたまたま帰り道が同じなのだろうと思っていた女子生徒だったが、それが交差点を越え、角を曲がり、また交差点に差し掛かったところで、その足音が意識的に自分たちの後ろに張り付いているということを確信した。

「どうしたの？」

　急に口数の減った女子生徒を薫子が気遣う。

「え、あ、ううん。なんでもない」

　しかし、女子生徒も薫子を怖がらせてはいけないと正直には答えなかった。

　何な故ぜなら、この足音の主が追いかけているのは自分ではない、薫子であると直感で理解していたからだ。

「もしかして、足音？」

「気付いてたの？」

「後ろを気にしてるみたいだったから……」

　女子生徒の胸に不安が一気にこみ上げてくる。

「自分たちの足音が響いて聞こえるだけじゃないかしら？」

「そうかな……？」

「ごめんなさいね。私を送ることになった上、恐こわい思いまでさせてしまって……」

「やだ、榊さんの所せ為いなんかじゃないよ！　こっちこそ、変なこと言ってごめんね。雨、激しくなる前に早く帰ろう」

　先ほどよりやや早足で、雨の中歩を進める。聞こえる足音も勿もち論ろん早くなったが、女子生徒は必死に聞こえないふりをした。

　そして、薫かおる子こを送った帰り道、一人歩く彼女の背後にあの足音が響くことはなかった。
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　翌朝、和かず希きと鈴すずが登校した頃には、薫子が不審者に追われていたという噂うわさで学校は持ちきりだった。

　気にはなるものの、進んで噂うわさ話ばなしに加われるほど仲の良い友人を和希は持っていない。

　黙って席に着いた和希を、同じく黙って隣の席に着いた鈴がじっと睨にらみ付つける。

「………」

　知らんぷりを決め込んでいた和希だったが、五分も続く鈴の無言の圧力に耐えきれなくなり、遂ついには重い腰を上げた。

　とはいえ、下ネタで盛り上がる一部の男子生徒や、常に誰だれかの愚痴で盛り上がる女子生徒のグループに訊たずねるのは自殺行為である。一見取っつきやすそうに見えるが、一回でもヘマをしたら最後、そのネタで卒業までクスクス笑われるだろうことは目に見えていた。

　……ならば、話しかける相手は決まっている。

「あの……さ、榊さかきさん」

　緊張と昂こう揚ようで声が喉のどに張り付く。

　そんな蚊の鳴くような呼びかけにも、薫子は日誌を書いていた手をきちんと止めて和希を見上げ微笑ほほえんだ。

「あら、おはよう御み陰かげくん」

「オ、おはよう……えっと、あの……」

　思わず助けを求めるように鈴を振り返る。

　しかし、鈴は少し離れた自分の席で、『はやくいけ！』とでもいうように顎あごをしゃくって和希を急せかすだけだ。

　和希は諦あきらめのため息を漏らすと、意を決して薫子に向き直った。

「あー……、その、昨日不審者に追いかけられたって聞いて、それで……」

「ああ、そのこと」

　薫子が困ったように微笑む。

「違うの、不審者なんかじゃないのよ。傘をさすと自分の足音が反響して、二重に聞こえることがあるでしょう。きっとそれよ」

「そう……かな？」

　今度は確かめるように鈴すずを振り返る。

　薫かおる子この話を聞いていただろう鈴は、険しい顔で首を横に振った。和かず希きも同じ考えだった。

「──御み陰かげくんで、十六人目よ」

「え？」

　慌てて、薫子に向き直る。

「昨日のこと、わざわざ訊ききに来て心配してくれたの。有り難いけど、こんなことで申し訳ないわ」

「いや、ははは……」

　本当なら、薫子を心配する生徒が十六人どころではないことを和希は知っていた。ただ、皆、互いへの牽けん制せいと、気恥ずかしさとで、直接訊きにはこられないのだろう。

「全然、心配することなんかじゃないのよ。雨が降っていると、最近よく聞こえるの。最初は私も恐こわかったけれど、傘の所せ為いだって気付いてからは全然気にならなくなったわ」

「そっか……」

「そうなの。だから御陰くんも気にしないで──あら？」

　話しながらペンケースを開いた薫子が首をひねる。

「青ペンがない……やだわ。またなくしちゃったのかしら」

「また？」

「最近、よく物をなくすの。ペンとか、ポストイットとか、そういう細々したの。ボーッとして落っことしちゃったんだわ、私ってば」

　照れ笑いの薫子はとてつもなく眼福だが、和希は不審者だけでなくこの件にも不穏な気配を感じた。本当にただ落としただけなら、きっと気付いた生徒が届けに来る。薫子の物ならば、皆喜んでそうするだろう。

「あ、そうだ！」

　そのとき、和希の考えなど露程も知らない薫子が、いつもと変わらぬ明るい声を上げる。

　机の横に掛けてあった通学カバンから小さな紙包みを取り出すと、じっと様子を窺うかがっていた鈴を振り返ってちょいちょいと手招きした。

「!?」

　まさかの不意打ちに、鈴の身体からだは飛び上がった。

　何かの間違いではと自分の後ろを振り返るが、そもそも最後尾の席である鈴の後ろにはスチール製のロッカーしかない。

　ベタなそぶりで自分を指さし伺いを立てる鈴に、薫子は微笑ほほえみながら「うん」と頷うなずく。

　飛び上がった拍子に立ち上がってしまった身体を、ロボットのようなぎこちなさで引きずりどうにか薫子の横に立つ。

　真っ赤な顔からは、今にも蒸気が噴き出さんばかりだ。

「はい、これ」

　差し出された紙包みを、恭しく両手で受け取る。そのとき一瞬触れた薫かおる子この指先の感触に鈴すずの胸は更に高鳴った。

「え、あ、これ……？」

「クルミのクッキー。昨日家で作ったんだけど、作りすぎてしまって。よかったら食べてね」

「あ、あの、なんで……？」

「間ま宮みやさん、休み時間によくお菓子食べてるでしょう。だから、誰だれにあげようかなぁって考えたとき、一番に顔が浮かんだの」

「……！」

　俯うつむく鈴のうなじも、耳も、勿もち論ろん顔も、クッキーをそっと包む指先すら真っ赤だった。

　蚊の鳴くような声で「ありがとう」と呟つぶやいた鈴の、普段は見せない少女らしい姿が、和かず希きにはほんの少しだけ微笑ほほえましかった。
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「まず間違いなく、妖あやかしの仕業じゃろうな」

　先ほどとは打って変わって真剣な面持ちの鈴がキッパリと言い放つ。

「妖って、お前んとこに勝負しに来てる奴やつらみたいな？」

　いくら空き教室とは言え、机に腰を掛けて足を組んでいる鈴の行儀の悪さに眉まゆをひそめながら和希は訊きいた。

「いや……」

　厳しい表情で鈴が首を振る。

「このやり口、妖よう力りよくも知能も、あんな子供だましな勝負をする奴らとは違う。そもそも、母上の住まう家の周囲にはワシが妖避よけの結界を張っている。後を追うことすら困難なはず……」

「結界!?　お前そんなことまで出来んの!?」

「うるさい。力を使いこなせさえすれば、そなたにだって出来ることじゃ。ったく」

「いや、それは最近ちょっとずつ訓練して──」

「よし、あやつを呼ぼう」

「へ？」

　トンと机から降りた鈴が、おもむろにスカートのポケットから金色の小さな丸い鈴を取り出す。振ると、微かすかにチリチリと素朴な音がする。

　そのワンテンポ後、突然、教室後ろに並んだロッカーの一つが勢いよく開き、ごろんと着物姿の子供が転がり出た。

「え……!?」

　転がった拍子に打った頭を痛い痛いという顔で押さえるその姿は、確かに小さな子供である。

（なんでこんなところから……!?）

　そう口に出すよりも早く、和かず希きはその子供の着物の裾すそから飛び出す、思いがけないものに驚いた。

「しっぽ!?」

　思わず声を上げた和希に、鈴すずがニヤリと笑う。

　引きずるほどにょろりと伸びたそれは、正真正銘、尻尾しつぽだった。

　しかも、独特の光沢とザラザラとした模様は、まず間違いなくトカゲ及びそれに準ずる爬は虫ちゆう類るいのものである。

「……もしかして、妖あやかし？」

　和希の問いを無視して、鈴は、よちよちとこちらに近付いてきた子供の尻尾を唐突にグイと掴つかんだ。

　尻尾を捕らえられ驚いた子供が、空中でジタバタと暴れる。

「おいっ、何を──」















　和かず希きが思わずとめようとした瞬間、子供の身体からだがぺしょっと床に落下した。

　鈴すずが手を放したのではない。持っていた尻尾しつぽが、根元からきれいに引きちぎれたのだ。

　ちぎられた尻尾は、鈴の手の中で釣り上げられた魚のように跳ねている。

　はじめはきょとんとしていた子供だったが、自分の足の間と鈴の手の中の物を、何度も交互に見て、ようやく状況を理解したようだった。

　終しまいには、「ミーミー」と声にならない声を上げて、泣き出してしまった。

　尻尾がなければ、もはやただの子供にしか見えない。

　その子供を前に、ニヤリ顔で仁王立ちする鈴は、まるで悪人だった。

「ほほほ、泣くな泣くな。ほれ、これを見よ」

　そう言って、懐から黄ばんだ油紙でできた薬包紙を取り出す。

「これはな、そなたの次生えてくる尻尾を更に太く立派にする薬じゃ」

　子供がピタリと泣なき止やむ。そして「すごーい！」と言わんばかりの羨せん望ぼうの眼まな差ざしで、鈴をきらきらと見つめた。

　尻尾を引きちぎられたことなど、一瞬で忘れてしまったらしい。

「欲しいか？　そうじゃろう、そうじゃろう。──ならば、何をすればいいか分かるな？」

　小さな頭を一生懸命にふって何度も頷うなずく。昂こう揚ようした頬ほおには、漲みなぎるやる気が見て取れた。

「よし。では行ってこーい！」

　鈴が指さすと同時に、子供が窓外へと一目散に駆け出す。

　如い何かにも、『ぴゅーっ』という擬音が似合いそうなスピードでベランダに出ると、あっという間に和希達たちの目の前から姿を消した。

　呆あつ気けにとられている和希を見て、鈴はまたニヤリとする。

「あれはな、ヤモリじゃ。家を守ると書いて家や守もり。大きな屋敷や古い建物に棲すみ着つく妖あやかしじゃ。ちょこまかしておる故、母上の周囲にいる妖の気配を探るよう頼んだのじゃ」

「や、家守って、まさかあのヤモリ……!?」

「そうじゃ。よく窓に張り付いたりしておるちっこいトカゲがおるじゃろう？　害はない故、安心いたせ」

　鈴の手の中の尻尾が一瞬にして黄こ金がね色の炎ほのおに包まれる。

　消し炭になった尻尾の残りカスをぞんざいに払いながら鈴が笑う。

「互いの利害が一致すれば、協力を惜しまぬ可愛かわいい奴やつよ」

「さっきの薬、よっぽどすごいんだな」

「ほほほ。もっとも、中身はそなたの家の台所から失敬した小麦粉メリケンこじゃがの」

「だましたのか!?」

「あやつにこの手を使うのは何度目かのう」

「しかも初めてじゃないのかよ……」

　紛まごうことなき悪人である。しかも、

「おい和かず希き、菓子を出せ。出さんと教室の小こ童わつぱ共どもに、おぬしが実はむっつり助すけ平べいだということをバラすぞ」

　腹を鳴らしながら、根拠のない情報で恐喝する極悪人である。

「俺はムッツリじゃない」

「根暗な男がむっつり助平ではないなど、炊きたてご飯が米で出来ていないと言われるくらい信しん憑ぴよう性せいに欠けるぞ。諦あきらめろ」

「………お前、榊さかきさんからクッキー貰もらっただろ？」

「たわけが！　母上からの贈り物じゃぞ!?　すぐに食べるはずがなかろうが！　まずは眺めて楽しみ、嗅かいで楽しみ、そして最後にほんの少しずつ味を──」

「はいはい。わかったよ」

　仕方なく、ポケットに入っていたきのこ型のチョコレート菓子──お徳用小分けサイズ──を鈴すずに渡す。

「なんじゃこの小さい袋は!?　ちっ。ケチりおって……」

　ブツブツ文句を言いながらも鈴は袋を開け、チョコレートで出来た茸きのこのカサにパクリ食いついた。そして、指先に残った柄えのスナック菓子だけまた袋に戻す。

「え？　お前何してんの、それ。まさか捨てるわけじゃないよな？」

　引き気味に訊きいた和希に、鈴が「当然だ！」と言い返す。

「捨てる……わけが……モグモグ……にゃかろうが……！　べつべつに……むしゃむしゃ……味わって……おるのじゃ……！」

　そう言っている間も、どんどんチョコレートのカサを口に入れ、スナック菓子の柄を袋に戻す。

「ひとつぶで……もしゃもしゃ……にどおいひいとは……もぐもぐ……まさにこのこと……！」

　チョコレートだけでいっぱいになった口を両手で押さえニンマリする鈴に、思わずため息が漏れる。

　呆あきれを通り越して情けなさすら感じる胸中を持て余して、和希は携帯を開いた。



　to:はーくん

　from:カズキ

　件名：‥Re:Re:Re:Re:Re:Re:Re

　本文：‥グルメな小動物って嫌だな



　予想に反して返信は早かった。

　バイブレーションが三度鳴りきらないうちにメールを開く。



　to:カズキ

　from:はーくん

　件名：‥Re:Re:Re:Re:Re:Re:Re:Re

　本文：‥最近は割わりと多いみたいだよ



（多くてたまるか。どこ情報だよ……！）

　和かず希きはもう一度大きくため息を吐つくと、静かに携帯を閉じた。



　──それから二時間後。

　同じ空き教室で、和希達たちは家や守もりと早い再会を果たした。

　ヤモリよろしく張り付いていた窓ガラスから滑り降りると、「誉ほめて誉めて」と言わんばかりの顔で和希達に駆け寄る。

　そして、「ミーミー」と声にならない声を上げながら、何かを伝えようと小さな身体からだを精一杯動かした。

「？　いや、えーと……」

　一生懸命さと愛らしさは伝わるが、肝心の内容が全く分からない。困った顔で隣の少女を見る。が──、

「!?」

　和希の予想に反して、鈴すずは真剣な顔つきで家守の動きに頷うなずいていた。「それで？」「ほうほう、他には？」などと続きまで促している。

　結局、何一つ理解できないままの和希を取り残し、家守は最後に『額の汗を拭ぬぐうアクション』をして報告を締めくくった。

「なるほど……」

　珍しく難しい顔で考え込む鈴の姿に、和希は一連の家守の報告が、自分にはちっとも分からなかったことを伝えてもいいものか考えあぐねていた。

　取りあえず、教室でクラスメイトに突然話しかけられたとき同様、曖あい昧まいな顔で分かったフリをしてみる。

「母上は、最近よく物をなくすと言っていたな？」

「え、あ、ああ。なんかペンとかメモとか……なんか小さい物を」

　突然訊たずねられた内容が知っていることだったので、和希は内心安あん堵どした。

「多分、それも妖あやかしの仕業じゃな。物に宿った母上の匂においや気配を辿たどって、家をかぎつけようとしたのだろう」

「え!?　家って──」

「あんずるな、結界は効いておる。まだ家までは突き止められてはおらん。しかし、母上の気配がより強く残った物を手に入れられた場合はどうなるか……」

「そんな……！」

「ふむ。そういえば、午後の授業は表で運動だったな？」

「ああ、体育だけど、それがどうかしたか？」

「考えがある」

　眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやく鈴すずの横で、家や守もりが薬包紙の中の小麦粉をペロリと舐なめた。
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　銀杏ヶ峰いちようがみね高校には、運動部を除いて生徒専用の更衣室が存在しない。

　校舎が築五十年を超える古さであることも理由の一つだが、二十年程前までここがこの地区唯一の女子校であったことが主な原因である。

　その為ため、着替えは合同授業を割わり当てられた二クラスの教室それぞれに男女が分かれて済ます。特に女子生徒の着替えは、教室の窓の鍵かぎが閉められているか確認した後、カーテンをしっかりと閉じた中で行われていた。



　教室に残っていた体育委員が、体操服ジヤージに着替えた生徒達たちが外に出たことを確認する。蛍光灯が消された真っ暗な教室に鍵を閉める音が響いた。

　程なく、始業のチャイムが鳴る。

　人ひと気けのない廊下には、校庭から聞こえる掛け声や、黒板を滑るチョークの音が近く遠く響いている。

　そんな廊下を歩く人影が一人。簡易女子更衣室となった教室の前に歩み寄ると、そっと鍵に手をかざす。

　カチャリ──開くはずのない鍵穴から、シリンダーの回る音がする。

　人影は素知らぬそぶりで暗い教室に入ると、脇目もふらずとある席へと向かった。

　机の上に畳まれたセーラー服を手に取り、鼻を近づけて深く匂においを吸い込んだそのとき、

「そなたか、母上を狙ねらう妖あやかしは」

　セーラー服を握りしめたまま、ハッと後ろを振り返る。

　教室の入り口に立ちふさがるのは、体操服姿の鈴と和かず希きだった。

「失うせ物の匂いだけでは、家が突き止められず、今度は身につけている物を狙ったのだろう。しかし残念だったな。そなたが持っているのは、目的のものではないわ」

　カサリとした感触にハッとなった人影が手元を見ると、握りしめていたはずのセーラー服が枯葉の束になって崩れ落ちた。

「!?」

　カラカラに乾いた枯葉が机の上に小さな山を作る。

　顔も分からないほど暗い教室に、謀られた怒りにわなわなと震える人影が浮かぶ。

「お、おい、ちょっとヤバくないか？」

　シルエットでも充分伝わる程の殺気に和かず希きは怯ひるんだ。自然と身体からだが強こわ張ばる。

「おのれ……！」

　呻うめくようなしゃがれた声が暗くら闇やみから響いて空気をふるわせる。

　足下に吹き込む冷たい風は、凍り付くほどの殺気を帯びた妖よう気きだった。

　鼠ねずみ色いろに染め抜いた布にポツンと落ちた墨汁のような人影から、じわじわと妖気の染みが広がる。

　床に散らばった枯葉は舞い広がり、机に置かれた着替えや閉じられたカーテンがバタバタと音を立てて翻ひるがえった。

　そのカーテンの隙すき間ま、差し込んだ日に照らされた妖あやかしの姿に和希は驚いた。

「保健室の先生!?」

　片側でまとめた長い髪、白衣、そして何より、あの真っ赤なハイヒールを和希は忘れていなかった。

　しかし今、白衣は自らが放出する妖気で翻り、憎々しげにこちらを睨にらみ付つける瞳ひとみは赤く毒々しい光を宿している。口から吐く息は荒く、喉のどからは獣のような低い唸うなり声ごえが漏れていた。

「妖だったのかよ……！」

　今まで対たい峙じしてきた者達たちとは違う圧倒的な殺気に、和希の脚が無意識に後ずさった。

「怯むな、来るぞ！」

　鈴すずが和希を振り返ったそのとき、飛びかかった妖が鈴を教室へと引きずり倒した。

「間ま宮みや！」

　恐怖で動けないままの和希の目に、衝撃でなぎ払われた机の谷間、押し倒され鋭い爪つめを首筋に突きつけられた鈴の姿が飛び込んできた。

　鈴の上にのしかかる妖の頭には垂れた獣の耳が二つ、指には赤黒く鋭い爪が生えている。

「ななっ、なん……!?」

　ますます人間離れした養護教諭の姿に、和希は言葉を失う。

「こやつは狗いぬ神がみ。妖よう力りよくを持った犬っころのなれの果てじゃ」

　刺さりそうなほど近い爪にも顔色一つ変えない鈴に、妖は犬歯をむいて喉を鳴らした。

「随分と余裕だな……！　その喉噛かみきってやろうか!!」

　威嚇の唸り声とともに鈴に顔を寄せた妖が「ん？」と動きを止める。

　ひくひくと鼻を鳴らし、鈴すずのうなじに顔を埋うずめる。

「お前……狸たぬきか！」

　妖あやかしがハッと顔を上げる。

「清白魂すずしろの周りをうろちょろしている子狸がいるとは聞いていたが……しかし何な故ぜだ？　何故こんなに妖よう気きが少な──がっ!!」

　瞬間、妖の身体からだは高く蹴けり上げられていた。机をなぎ倒し床に叩たたき付つけられ、キャインキャインと悲鳴を上げる。

「汚い鼻を近づけるな、駄犬が」

　突き出した足を降ろしながら、鈴は吐き捨てるように言い放った。

「お、おい大丈夫か？」

　慌てて駆け寄る和かず希きをキッと睨にらみ付つけ、鈴は勢いよく立ち上がった。

「大丈夫なわけないわ、腰抜けが！　見ろ！」

　そう言って体操服ジヤージのポケットから小さな紙包みを取り出す。今朝薫かおる子こに貰もらったクッキーだ。だがそれは、見る影もなくぺしゃんこにつぶれていた。

「母上から頂いたお菓子が、砕けてしまったではないか───っ!!」

　大声で怒鳴り、肩で息をする。上目使いに和希を睨み付ける鈴の目の縁は次第に赤くなり、すーっと深く吸い込んだ息を吐き出すと同時に決壊した。

「うっ……うぐっ……そなたが……そなたが幼いたい気けなワシを庇かばわぬから……ひっぐ」

　初めて見る鈴の涙に、和希は焦った。

　そもそも、この強気な少女に『悲しむ』という人並みの感情があったのか。

「な、泣くなよ。ってか、そんなときじゃないだろ、今は」

「うぅーっ……ひっぐ……母上の……お菓子ぃぃ……ひっくひっく」

「クッキーなら、後で買ってやるって、な？」

「たわけっ！　ひっくひっく……母上のじゃなきゃ……いみがないっ!!」

「そりゃそうかもしれないけどさ～……」

　情けなくおろおろする和希の背後で、机の倒れる音がした。

「！」

　ハッと振り返ると、机の間で起き上がろうとする妖の姿が見えた。

　一気に緊張感が蘇よみがえる。

　しかし、腰を押さえながらヨロヨロと立ち上がる妖は、既すでに殺気も怒りの気配も持ってはいなかった。机に手をつくその姿は、あの日見た養護教諭のそれだった。

「ううう……痛たたたた……」

（あれ？）

　呻うめくように呟つぶやいた妖の声に、和希は違和感を覚えた。

「やっだ～、なにこれ～！」

　白衣の下のワンピースが派手に裂けていて、妖あやかしがショックの声を上げる。

「もうっ、酷ひどいじゃない！　これお気に入りだったのよ！」

　野太い。明らかに野太い。

　先ほどまで出していたあのしゃがれた声は、怒りと妖よう気きの高ぶりで発されたものではなかったのか。

　まじまじと妖を見ていた和かず希きは、妖の重大な身体的特徴に気が付いた。

　胸が、完全に真っ平らなのである。

「ま、まさか……雄!?」

　思わず指さし叫んだ和希に、妖はヘアスタイルを直しながらクネッとその種のしなを作った。

「やだぁ。男の子って言って。あ、勿もち論ろん、心は乙女よん」

　今まで味わったことのない種類の寒気が、和希の背中を駆け抜けた。

「妖で、男で、雄で、女で……!?」

　訳の分からない恐怖でパニックになる和希に、妖が「いやーん」と駆け寄る。

「んもう、可愛かわいい～。びっくりしちゃったのねぇ」

　と言うと、和希の顎あごを真っ赤なマニキュアを塗った人差し指でクイっと持ち上げる。

「ひっ！」

　先ほどよりも盛大に和希の背中が粟あわ立だつ。

　思わず逃げようとした腰が、見かけよりも筋張った腕でがっちりと抱え込まれる。

「うふふ、あなたは特別にアタシのこと、ニオティ♡って呼んでくれてもいいわよ」

「に、にお……？」

「アタシの名前は仁王丸。昔、ちょっと妖よう力りよくが弱いときに人間に掴つかまって『去勢』されちゃった悲劇のお姫様なの」

　細く長い指が和希の腕に絡みつく。

「でも、今日でそれもおしまい」

　和希を見つめる瞳ひとみとは裏腹に、赤いグロスをひいた唇が正に妖艶な微笑ほほえみを浮かべる。

「清白魂すずしろを手に入れれば妖力は増し、遂ついには身も心も女になれる……！」

　掴まれていた和希の腕が強い力でぎりぎりと締め上げられた。

「ぐっ……！」

「あらやだ、ごめんなさい」

　和希の呻うめき声ごえに、仁王丸はパッと手を放した。

「お姫様がこんなことしちゃ駄目ね。失敗失敗☆」

　そう言って自分のおでこをコツンと叩たたく。

　そして手近な机に寄り掛かると、裂けたワンピースから覗のぞく長い足を挑発的に見せつけた。

「んま、そういうワケだから、あの女の住処すみかに張ってある結界、さっさと解いちゃって。ニオティからのお・ね・が・いっ♡」

　ばちーんと投げつけられたウィンクに和かず希きは目眩めまいを感じたそのとき、

「調子にのるな、オカマ！」

　泣なき止やんだ鈴すずが突然声を上げた。

　その、あまりに直球すぎる言葉の選択に和希の目眩が悪化する。

「……オカマ？」

　唸うなるような声で仁王丸が呟つぶやく。

　予想通り、その言葉は彼女──もとい彼の──の逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

「あら……？　アタシ狗いぬ神がみだから耳は良いハズなんだけど……聞き間違いかしら？　今なんかとんでもない言葉が──」

「貴様のことじゃオカマ。黙って聞いていれば調子にのりおって……何がにおてぃじゃ。何が悲劇のお姫様じゃ。貴様なんぞおしめ様で十分じゃオカマ。母上のクッキー台無しにしおってこのオカマが。犬は犬小屋に帰れオカマ」

　仁王丸のハイヒールのかかとが勢いよく床を打つ。















「は？　なんなの？　確かにファーストインプレッションは最悪だったけど、アタシ今、結構紳士的に対応してるわよね？　いや姫だけど。ってか、そんな幼児体型で真っ平らな胸のガキにオカマとか言われたくないんですけど！」

「!?　ワ、ワシのは持ち主に似て慎み深いだけじゃ！　そもそも、貴様だって真っ平らではないか！」

「また言ったわね！　アタシのはあの女の魂を手に入れればあっという間にボン・キュッ・ボーン☆　だからいいんですぅ！　女のくせに真っ平らなあんたとは違うんですぅ！」

「真っ平らではないわ！　ほら見ろ！　ちゃんとここに曲線があるではないか！　ほらここ!!」

　そう言いながら一生懸命胸を反らせる鈴すずに、和かず希きは心底同情した。

「え？　どこ？　全然見えなーい！　むしろ抉えぐれてる？　みたいな」

「ふざけるな！　貴様の眼めが腐っておるのだ！」

「もしかして、正直者にしか見えない胸ってこと？　プッ結局それってないってことじゃない。なんなの？　馬鹿なの？」

「なーにーをー!!」

「だいたい、あんたみたいなクソガキに、なんで貴重な魂独り占めされなきゃならないのよ！」

「独り占めなどしておらぬわ！　あれはワシの大切な母う──」

「はいはいはいはい。ご託はいいから。アタシの目的を邪魔するなら、あんたは敵ってことでいいわね？」

「貴様こそワシの敵じゃ！　この駄犬オカマが！」

「ぬああぁぁんですってえぇぇぇ！」

　地団駄を踏む仁王丸のハイヒールが床に幾つも穴を作る。倒れた机や椅い子すを正すより、よっぽど修理が面倒だろう。

　火花を散らさんばかりに睨にらみ合う二人の間で、和希はすっかり途方に暮れていた。

「あのさ、えっと……」

　勿もち論ろん、形ばかりのなだめすかしに効果があるはずもない。

「仕方ないわ……ここまで言われちゃ黙ってらんない。やることは一つよ」

「そうじゃな……お互い白黒付けた方がスッキリするじゃろう……ならば」

「………」

　ジリジリと結論に達しようとしている空気に遂ついには言葉が出なくなる。

　ダン！　と床を踏み鳴らして、

「勝負だ!!」

　ピッタリ声を合わせた妖あやかし二匹の横で、和希は一人乾いた笑いを浮かべるほかなかった。
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　硝子ガラスの器に盛ったアイスが斜めにならないよう注意を払いながら、橙だいだい色いろの電球が照らす階段を上る。

　不気味に浮かび上がった壁の木目と視線がぶつかって、和かず希きはそそくさと足を速めた。

　子供の頃は本気で「家の壁にはお化けが取とり憑ついている」と思ったものだった。

　化物あやかしが本当にいることを知った今でも、その恐怖は変わらない。夜中、やむを得ずトイレに行かなければならないときなどは、極力顔を上げず足あし早ばやに通り過ぎる。

　空想の中のお化けに抱く恐怖と、実在する妖あやかしに抱く恐怖は、根本からして違うのかもしれない。

　お化けに対する恐怖が『無知』からくるもの、つまり、あくまでお化けの生態が計り知れないということからくるものなら、妖に抱く恐怖はその真逆の『知』からくるそれだ。どのように生き、何を目的とし、そのためにはどのような手段に出るか、分かっているからこその恐怖。

　今日、仁王丸に組み敷かれ、爪つめの切っ先を突きつけられる鈴すずの姿を見て、和希はことさらそう感じた。

　──それは、純然たる死への恐怖だった。



「入るぞ」

　ノックはしなかった。

　暗い部屋のベッドの上、青白い月明かりを受けた金色の双そう眸ぼうが振り返る。キラキラと光るその瞳ひとみの美しさに和希は息を呑のんだ。

「どうした？」

「い、いや……それより、その目」

「おっと」

　サッと瞬まばたきをすると、そこにはもう平凡な栗くり色いろの瞳があるだけだ。

「気をつけろよ、母さんに見られたらどうするんだよ」

「はいはい。分かっておる分かっておる」

　そう言って鈴はドサリとベッドに倒れ込んだ。

　しばらくはそのまま寝転んでいたが、そのうち枕まくらに顔を埋うずめて「あ───っ」とくぐもった声を上げると、

「あのオカマ～!!　目に物みせてやる～!!」

　と、手足をバタつかせて悪態を吐ついた。

「やめろ、ホコリがたつだろ」

「そなたは悔しくないのか!?　これ!!」

　起き上がった鈴すずが手に持っていたのは、つぶれてしまったクッキーの紙包みだった。

「せっかく、せっかく母上が──」

　それを、和かず希きがヒョイと取り上げる。

「なにするのじゃ！」

「ちょっと待ってろ」

　掴つかみかかろうとした鈴の額を押し返す。

「ふにっ！」

　ゴロリとベッドへ転がった鈴が起き上がるよりも早く、和希は砕けたクッキーの欠片かけらを持っていたバニラアイスに振りかけた。

「ほら」

「……！」

　差し出されたクルミクッキーかけバニラアイスに、鈴の目がぱちくりする。

「こうすれば食べられるだろ。ほら、スプーン」

　そう言って押しつけられた硝子ガラスの器とスプーンを交互に見る。

　妙な緊張感の中、怖々掬すくったアイスクリームをパクリと一口。その瞬間、

「ん!!」

　鈴の変幻していないはずの栗くり色いろの瞳ひとみがキラキラと輝いた。

「うまいか？」

「うん！　おいし──ゴ、ゴホン、いや！　母上の作ったお菓子がのっているのじゃぞ!?不ま味ずいはずがなかろう！」

「へいへい」

　素直な感想に、和希は思わず苦笑する。

「しかし……ふむふむ……にゃるほろ……んぐっ……氷菓子に……はむっ……このような食べ方があったとは……！　はぐっ……こんかい……っんぐ……ばかりは……はむはむっ……大儀である……！」

　窓際に置かれた硝子の器の縁に、スプーンがカランと跳ねる。

「はあぁぁぁぁっ、美味じゃったあぁぁ」

　仰あお向むけに寝転がった鈴が、器を下げる和希を横目に見る。

「そなたにこんなことができるとはな」

「別に……前にビスケット砕いてアイスに混ぜたの思い出しただけだ」

「さすが根暗。みみっちぃことが得意じゃのう」

「あのなぁ……！」

　思わず振り返ったベッドの上、窓から注ぐ月の光が無防備に寝転がる少女の華きや奢しやな身体からだを浮かび上がらせている。

　あの狗いぬ神がみ──仁王丸は和かず希きがこれまで見てきた妖あやかしとは桁けた違ちがいに知能が高い。まるで人間、いや、その身体能力はただの人間などが適かなうものではない。

　和希の中に、今まで感じたことのなかった不安がじわりと浮かんだ。

「あの狗神との勝負だけどさ……」

「んー？」

「速さ勝負だっけ？　どうすんだよ、勝ち目あんの？」

　速さ勝負、これを決めたのは仁王丸だ。

　和希達たちが通う学校の校庭裏手には、小高い山がある。

　山と言うほど立派なものではないが、丘と呼ぶには鬱うつ蒼そうとしていた。

　そして山の頂上には、銀杏ヶ峰いちようがみね高校の名の由来となった銀杏の大木が校舎を見下ろすように佇たたずんでいる。

　勝負は校庭の端から同時に走り出し、山を登ってその銀杏の幹に触れ、また校庭へと戻るというもの。走り出した場所へ先に戻れた者が勝利となる。

「アタシ、意外と平和主義者なのよねん。だから、勝負は血を流さないのにしましょ。あ！　そうだ、かけっこ！　かけっこにしましょ☆」

　腰をくねらせながら言う仁王丸の姿を思い出して、和希の背中に寒気が走った。

「相手は狗神だろ？　犬って走るの得意じゃん。それにもし負けたら……」

（榊さかきさんの魂は確実に喰くわれる……!!）

　込み上げた恐怖に、和希の手足が冷える。

「だったら負けねばいいだけのこと」

　鈴すずは寝転んだまま、けれどハッキリとした声音で言い切った。

「それは分かってるけど!!　でも、もし負けたら……もしそうなったら、榊さんは死んじゃうんだぞ……!?」

　呻うめくように吐いた自分の言葉に、和希は愕がく然ぜんとした。

　──ずっと、口にするのを避けてきた言葉がある。

『死ぬ』

『殺される』

『命を落とす』

　あの日、鈴の化ばけ魂たまを受け入れた夜からずっと、和希は『榊薫かおる子この死』に対して決定的な表現をすることから逃げていた。

　恐こわかったのだ。たった一人の命が、それも、自分の目の前にいる者の特別な一人の命が。恐ろしく、愛いとしく、そして、重たかった。

「何を今更」

　鈴すずはいつものように飄ひよう々ひようと応こたえた。
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　翌日の六時限目、鈴は約束通り校庭にいた。

　自分の背よりも高い鉄棒の足下から校舎を見上げる。開け放たれた音楽室の窓からは、本来なら出席するはずだった音楽の授業の合唱練習が聞こえる。

　流れる旋律から薫かおる子この声を聞き分けたくて、鈴はじっと耳を澄ました。

「へぇ、逃げなかったんだ」

　飛び込んできた低い声に後ろを振り返る。

　黄土色の地面に映える赤いハイヒールが、感傷的だった鈴の心を逆なでする。

「逃げなかったはこっちの台詞せりふじゃ。駄犬は黙って三回まわってワンの準備でもしておれ」

　べろべろばー！　変顔で挑発する鈴に、仁王丸はリップグロスでつやつやの唇を噛かんだ。

「こんのペチャパイが……！」

　握りしめた拳こぶしは、しかし、ふと力を緩める。ここで無駄な体力を使うわけにはいかない。

　取り繕うように髪をかき上げると、仁王丸は無む理り矢や理り笑顔を作った。

「ま、まぁ、いいわ。どうせ勝負は見えてるんだから。あら？　ところで昨日の可愛かわいい坊やは？」

　仁王丸の問いかけに、鈴はプイと顔を背ける。

「知らん。どうせ怖おじ気けづいて隠れとるんじゃろう」

「ふぅん？」

　遠く聳そびえる銀杏いちようの大木を、鈴はただじっと睨にらみ付つけた。



　──その頃和かず希きは、じっと息を潜めて二人のやり取りを盗み見ていた。

　何を言っているかは聞こえないが、どうやら昨日のように口げんかをしているらしい。鈴の嫌みが、また仁王丸の逆げき鱗りんに触れるのではないかとハラハラする。

（どうせ気になるなら、もっと近くに隠れれば良かった……）

　そう考えかけて、思わず首を横に振る。

　近くに行ったからといって、今の自分に何が出来るというのか。ここはきっと、鈴に任せるのが最善の方法なのだ。和希はそう自分に言い聞かせた。

　和希が一人葛かつ藤とうしている頃、校庭では、鈴と仁王丸がいよいよスタートの準備を始めていた。



　ぷりぷりとお尻を振りながらライン引きを押す仁王丸だったが、書き上がった白線は思いの外まっすぐだった。

「さて、と」

　無造作に手放したライン引きがガタンと倒れて石灰をこぼす。

　白線の前に立った赤いハイヒールが、じりっと地面を踏みしめた。

「勝負は簡単。この線から同時にスタートして、丘の上の銀杏いちようの木の幹にタッチ。んで、どっちが先に校庭に戻ってくるか、で勝敗を決める。ちなみに人間に見られると面倒だから、こちらの姿が見えないよう細工をしといたわ」

「はーいハイハイ」

　やる気なく並んだ鈴すずを、黒のアイラインで綺き麗れいに囲んだ目がギロリと睨にらんだ。

「さっきから随分余裕ね。身軽さには自信があるのかしら？　ペチャパイだけに」

「うるさいぞ、オカマ。余裕ぶっこいて吠ほえ面づらかくなよ。駄犬だけに」

「グッ……！　いいわよ、こっちだって絶対に泣かしてやるんだから」

　そのとき、漏れ聞こえる合唱が小休止する。

　訪れた静寂。

　張り詰めた緊張感に、並んだ身体からだにも力が入る。

「よーい……」



　──身を潜める和かず希きも緊張のピークだった。

　高まる胸の律動は、掌てのひらにじわりと汗を招いた。

　和希には分かった。次の曲の前奏が流れたそのときが、二人が走り出す瞬間だと。

　ただひたすらに耳をこらしてその音を待つ。

　周囲の音が、まるで吸い込まれるように遠くなった一瞬、



　──ポロン……落ちた撃鉄は、Ｇの音だった。



　赤いハイヒールと黒いローファーが同時に地面を蹴ける。

　次に和希が見たのは、巻き上がる黄色い砂すな埃ぼこりだった。二筋の砂埃が、まっすぐに裏山へ向かって風を切る。

（速いっ──!!）

　裏山の木々に差し掛かる頃にはきっと勝敗は決まってしまうだろう。

　勢いよく地面を蹴った赤い残像が、校庭に立てられたフェンスを跳び越える。やや遅れて鈴もそれに倣う。

　二人の姿が鬱うつ蒼そうとした木々に吸い込まれたのを確認した刹せつ那な、銀杏の木を仰ぐ木陰に身を潜めていた和希が鼻を摘んで鈴へと変幻した。

「何を今更」昨晩、そう言い放った鈴すずは、ニヤリと笑ってすぐさま話を続けた。

「大丈夫じゃ、ワシに考えがある」

　鈴の考えとはこうだった。

　まずは銀杏いちようの木の根元付近に和かず希きが身を隠し、勝負がスタートするのを待つ。

　次に、スタートした鈴が校庭を抜け小山を駆け上がる手前で鬱うつ蒼そうと広がる木々の中に身を隠す。

　そして今度は鈴に変幻した和希が仁王丸よりも早く銀杏の木にタッチ。すぐさま木々の中に飛び込むと、最後に、山の入り口付近で構えていた本物の鈴が校庭へと飛び出し、ゴールする。

　そう、和希は恐怖のあまり傍そばで見守ることが出来なかったのではない。そうせざるを得ない、作戦を担っていたのである。

　いくらなんでも子供だまし過ぎる鈴の案に、和希は当初反対を叫んでいた。

　が、かといって、これを上回る他の作戦を和希が持っているはずもない。

「……で、でも──」

「これは、命令じゃ」

　返事をする必要はなかった。これもまた、決定事項なのである。
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「嘘うそでしょ……!?」

　自分よりも遙はるかに早く白線を踏んだ鈴の姿に、仁王丸は呆ぼう然ぜんと佇たたずんだ。

「三回まわってワンの準備は出来たか、駄犬？」

　投げつけられた嫌みに応こたえる気力すらないのか、校庭にガックリと膝ひざを落とす。

　その鼻先に鈴が証文を突きつける。

「証印を」

　仁王丸が途方に暮れたような表情で鈴を見上げる。そして、小さくため息を吐つくと、観念したのか証文に手をかざした。



　──一方、木陰に潜んだままの和希は未いまだ作戦の成功を信じられなかった。まさか、こんなに単純な方法が押し通せるとは。とはいえ、これまでで一番手て強ごわいだろう妖あやかしに、自分たちは勝ったのである。

　また、薫かおる子この命を救うことに成功したのだ。

　込み上げた嬉うれしさは、和希をいつもよりも大胆にさせた。

　跳ね返る土と落ちた銀杏いちようの実で靴が汚れることも構わず、和かず希きは一気に丘のように緩やかな山を駆け下りた。勿もち論ろん、先ほど見たかけっこほどの速さが出せるはずもない。

　五分近くかけて校庭に戻ったとき、校庭にあったのは鈴すずと仁王丸が証文を交わす姿だった。

　証文に手をかざす仁王丸の手が青白く光る。

　ああ、これで本当に片がつく。そう思うと、声を掛けずにはいられなかった。

「おーい、間ま宮みや～！」

　込み上げる嬉うれしさに身を任せて、柄にもなく手を振り駆け寄る。

　その声に気付いた鈴と仁王丸が、同時に和希を振り向いたつかの間、仁王丸の顔色が一気に変わった。

「──待て！」

　鈴の制止も虚むなしく、気が付けば和希は、完全な獣体へと変幻した仁王丸に組み敷かれていた。

「──!?」

　鈍い音とともに赤黒く鋭利な爪つめが、和希の顔の横ギリギリの地面に突き刺さる。

「だましたな……！」

　巨大な犬歯の覗のぞく仁王丸の口から、強く毒々しい妖よう気きが煙になって吐き出された。

「お前からは銀ぎん杏なんの匂においがする……！　しかしあの子こ狸だぬきからはわずかも感じられない……どういうことだ!?」

「!?」

　確かに、銀杏の木の根元から一気に駆け下りた和希の靴の裏には、つぶれたその果肉がびっちりと付着していた。

　対して、山を登り切っていない鈴の靴を汚すのは校庭の砂すな埃ぼこりのみだ。

「私をだましたな!?」

（バレた……!!）

　恐怖で身体からだが硬直する。震える手が、縋すがるように砂を掴つかむ。

「だったらなんじゃ？」

　悪びれもせず、鈴は再度、証文を仁王丸に突きつけた。

「どんな手を使っても勝ちは勝ちじゃ。そなただって勝ちたいからこそ、自分に有利な勝負を提案したのではないか。もう証文は交わした。貴様はもう契約には逆らえ──」

「だまれえぇぇぇぇ───っ！」

　叫ぶと同時に、突きつけられた証文が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる。

　塵ちりとなった証文が鈴の指の間をすり抜けて地面に落ち砕けた。

「貴様、どういうつもりじゃ!?」

「先にだましたのはそっちだ。これで私が何を狙ねらおうと自由！」

　狗いぬ神がみの後ろ足が、勢いよく地面を蹴ける。

　空中に飛び上がった仁王丸が睨ねめ付つける先には、あの、開け放たれた音楽室の窓があった。

「やめろ！　母上の魂は──」

「清白魂すずしろは私のモノだあぁぁぁぁぁ!!」

　鈴すずの叫びを遮さえぎって、狗神が空を掻かいた刹せつ那な、

「!?」

　風が吹いてる──和かず希きは、そう感じた。

　強い風が、自分を包み込んでいる。煽あおられた身体からだが勝手に起き上がって、つま先が地面に触れた。

　駆け巡る熱い衝動が、和希の身体を突き動かす。

　舞い上がる長い髪も、強こわ張ばる指先から伸びた鋭い爪つめも、それが一体誰だれのものなのかそのときの和希にはまだ分からなかった。

　ただ一つ分かっていることは、狗神の大きな体たい躯くを、既すでに地面が抉えぐれるほどの力で自分が押さえつけているということだけだった。

「がはっ！」















　仁王丸の身体からだが人型へと幻退する。押さえ込む『可愛かわいい坊や』だったものに抗あらがうも、圧倒的すぎるその妖よう力りよくの差に抵抗らしい抵抗が殆ほとんど出来ない。

　そして、それは和かず希きも同じだった。

「ぐっ……！　ぐぇっ……！　がっ……！」

　仁王丸の首を締め上げる感触を両手に味わいながら、それでも和希は自分の身体を止めることが出来なかった。食い込んだ爪つめが滲にじんだ血で汚れる。

「やめろ和希！」

　腕を掴つかんだ細く華きや奢しやなその感触に、和希は覚えがあった。

「やめ……ろっ……！　これ……以上はっ……！　死ぬ……！」

　持てる妖力を振り絞って、鈴すずは必死に和希の腕にすがりついた。

「がっ！」

　遂ついには振りほどかれた鈴の身体が、二度も地面を跳ねて壊れた人形のように転げた。

　邪魔者はいなくなった──とばかりに、ゆらりと立ち上がった和希の身体が、仁王丸に向き直る。

「ヒッ！」

　鋭い爪の切っ先を鼻先に突きつけられ、仁王丸の身体が硬直する。

「くそっ……！」

　なんとか起き上がった鈴の眼めが、先ほど仁王丸が捨て置いたライン引きをとらえた。

　バッとそれに飛びつくと、こぼれた石灰を掴み、

「和希ぃぃぃぃぃっ！」

　振り返った金色の瞳ひとみに向かって投げつける。

「ああああああああああああああああああああああ!!」

　突然の異物に、和希は咆ほう哮こうを上げる。

　めちゃくちゃに振り回す腕を必死に避よけながら、鈴は動けない仁王丸の前に立ちはだかった。

「やめろ和希！　殺すなっ……！　お前は殺すなっ!!」

「ぐるるらああああああああああああああああああ!!」

　怒り狂った和希の鋭い爪が鈴を貫こうとした刹せつ那な、

　ドン!!　──強い衝撃とともに、青白い閃せん光こうが辺りを包み込んだ。



　次に鈴が目を開いたときそこには、気を失って倒れている人間の姿の和希と、既すでに逃げたらしい仁王丸の血けつ痕こんが点々と跡を残すのみだった。

　ただ鈴は、あの青白い光の中で、真っ白な妖あやかしの姿を見た気がした。





　　　＊　　　＊　　　＊



　廊下に通じる引き戸が乾いた音を立てて三度ノックされる。

「和かず希き、起きてるの？　具合が悪いならちゃんと病院にいかないと……ねぇ、聞いてる？」

　戸の向こうの母親の声から耳を塞ふさぐように、和希はヘッドホンを付けて布団に寝転んだ。

　ＭＰ３プレーヤーのタッチパネルをスライドしてどんどん音量を上げる。

　いつもなら、問答無用で制服を着せ外に放ほうり出そうとする母親も、流石さすがに今回ばかりは何かしらの空気を察したのか、無理強いしてくることはなかった。

　放り投げたままの携帯がチカチカと光る。開く気力は起きなかった。



　──あの後、目覚めた和希が見たのは、傷だらけの自分の身体からだと同じくらい、いや、それ以上に傷だらけの鈴すずの姿だった。

「目が覚めたか……？」

「あれ……？　俺、校庭に──」

　軋きしむ身体を起こして見渡せば、そこはいつもの物置部屋だった。

「ワシが運んだのだ。感謝いたせよ」

　そういう鈴の言葉にはいつものような高飛車な響きはない。

「駄犬も大丈夫だ。思ったより傷は浅い」

「！」

　その言葉に、和希の記憶が溢あふれだした。

　身体が勝手に変化して、気付けば酷ひどく暴力的なことをしていた。

　仁王丸を追い詰める感触が、未いまだ手に残っている。

「俺、なんで……」

　和希は呆ぼう然ぜんと、震える自分の手を見つめた。

「そなた、また暴走したのだぞ。今回はどうにか殺さずにすんだが──どうした？」

「暴走……？　また……？」

「……まさか、覚えておらぬのか？」

「え？」

「そなたは自分の中にある化ばけ魂たまの力を暴走させて……一度目は初めてそなたに化魂を与えたあの日に。二度目は今日、証文を無視して母上を襲おうとした狗いぬ神がみを──」

「……殺したのか？」

「いや、だからあの駄犬は無事だと──」

「違う!!　あの日教室で、俺は……！」



　──つぶれた蜈蚣ムカデの腹。

　──流れ落ちる血と肉片。

　──足の裏から伝わる嫌な感触と、暗くら闇やみに浮かぶ金色の双そう眸ぼう。

　そうだ、あれは鈴すずではない。

　ひび割われたガラスに映るあの瞳ひとみは──和希じぶん、自身。



「……！」

「あれは……蟲むしだ。意志などない。そなたは母上の命を守ったのだ」

　珍しく、なぐさめるように話す鈴の声音が、和かず希きは無性に腹立たしかった。

「……出てってくれ」

「和希……」

「出てけよっ!!」



　──それから、ずっと部屋に閉じこもっている。

　あの日から何日過ぎたのだろう。カーテンを締め切った暗い室内では、今が朝なのか夜なのか、それともその間なのか全く分からなかったし、興味も持てなかった。

　鈴は変わらず学校へ行っているようだった。当たり前だ。薫かおる子こを守らなければならない。

　和希はそっと、自分の腹に手をあてた。ここにはあの化ばけ魂たまが入っている。

　あの日、自分を化物あやかしへと変えた原因が。

　このままでいられないのは分かっていた。けれども和希はもう少しだけ、時間が欲しかった。
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　──一週間後、和希の姿は教室にあった。

　あんなに悩み、閉じこもっても、外の世界ではたった一週間しかたっていない。そのことに、和希は少し拍子抜けしていた。

　化魂がなければ自分は生きられない。けれど、このまま化魂を持っていれば、また誰だれかを傷つけるかもしれない。

　もし、動いて話す殆ほとんど人間のような妖あやかしを殺してしまったら──出口の見えない考えにとらわれているよりも、今は日常の中に溶け込んで一瞬でも忘れてしまいたかった。

　無意味に校内を歩き回り、始業ギリギリに席に着く。

　左隣に着席する鈴の姿が視界を掠かすめたが、和希は頑かたくなに見ようとしなかった。

　和希に気付いた薫かおる子こが振り返って手を振る。普段なら嬉うれしいはずの薫子の気遣いが、今の和かず希きには何よりも重かった。

　ふと、もう何日も携帯を開いていなかったことに気が付いて、和希はカーディガンのポケットに手を突っ込んだ。

（あれ……？）

　ポケットの中は空だった。念のため、もう片方のポケットにも手を突っ込んでみるが勿もち論ろん入っていない。どうやら家に忘れてきてしまったらしい。

（そう言えば、前に教室に忘れたときは随分酷ひどい目にあったっけな……）

　そしてそれが、全すべての始まりだった。

　あれ以来、あまりに劇的に変わってしまった自分を巡る環境を思い返して、和希は思わず苦笑する。



「朝礼を始める前に、みんなにお知らせがある」

　教室に入ってきた教師が、挨あい拶さつもそこそこに口を開いた。

　いつもとは違う流れに、和希は「？」と、顔を上げる。

「えー、突然ではあるが今日は転校生を紹介する」

　突然の知らせに、教室内はにわかに騒がしくなる。

「入りなさい」促され、黒板の前に立つ生徒が二人。

　ロングヘアの金髪を翻ひるがえす女子生徒は、まるで西洋人形のようだ。まさにお嬢様風の凝った制服を着て、大きな濃紺色の瞳ひとみを細めおっとりと微笑ほほえんでいる。

　珍しい白の学ランを身につけた男子生徒は、見るからに不良だった。染め抜かれた銀髪、青い瞳はカラーコンタクトだろうか。耳に並んだピアスが痛々しい。鋭い目つきで、教室中を睨にらみ付つけている。

「今日からお前達たちのクラスメイトになった篠しの田だ宵よ々よさんと、稲荷いなり隼はや人とくんだ。みんな、親切にな」

　あまりに個性の強い二人の登場に、生徒達は更にざわめく。

　そんな中、和希だけが、一人息を呑のんでいた。

　和希の呆ぼう然ぜんと見開かれた瞳を、青く鋭い目が捉とらえる。

「あ、いたいた」

　先ほどまでの仏頂面を忘れたかのように、少年はふにゃりと笑みを作る。

「かずちゃん！」

　と、無邪気に手を振って、

「久しぶり、かずちゃん。メールでも言ったとおり、オレ戻ってきたよ」

「はーくん──隼人……！」















　思いがけない親友の帰還に、和かず希きはただ言葉を失っていた。
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　誰だれもいない物置部屋。

　投げ捨てられた携帯の画面に新着メールが点滅している。



　to:カズキ

　from:はーくん

　件名：‥超絶ビッグニュース！

　本文：‥オレ、今日そっちにもどるよ








第三章　髪かみ








　そのとき和かず希きは気付いていなかった。稲荷いなり隼はや人とを見て驚きよう愕がくする自分の隣で、鈴すずもまた、厳しい表情で金髪の少女・篠しの田だ宵よ々よを見つめていたことに。



　転校生二人の机は当たり前のように、和希の隣に並べられた。

　ただでさえやや狭い教室が更に狭い。何な故ぜこのクラスにまとめて二人も編入したのか。考えれば考えるほどに不自然だったが、今の和希にはそんなことを気にとめる余裕などなかった。

　朝礼が終わると、宵々と隼人の周りにはあっという間に人だかりが出来ていた。

　群がる女子生徒達たちの羨せん望ぼうの声に、「ありがとう、髪はドイツ人の祖父から受け継ぎましたの」「制服？　前の学校の物で……でもセーラー服だってとっても可愛かわいいですわ」と微笑ほほえむ宵々には、きっとこの先も楽しい学校生活が待っているだろう。

　しかし、どんな言葉にも「ちっ、うるせーなー。うざいんだよ」「あ？　なんで教えなきゃいけねぇんだよ」と一貫して威嚇し続ける隼人の周りからは徐々に人が減り、遂ついには『顔さえ良ければ性格なんて』という奇特な趣味の女子生徒さえも寄りつかなくなっていた。

（コイツ、絶対友達できねーわ……）

　自分のことを完全に棚に上げ、和希は内心で一人ごちた。

　幼なじみのしくじりが、今の和希には妙に恥ずかしい。

　しかも、無愛想に徹するのかと思えば、

「ねーねー、かずちゃん。ここの購買のパン、どれが美う味まい？」

　と、和希にだけは昔と変わらない無邪気な笑顔を向けてくる。

　おかげで和希は入学以来初めて、クラス中の注目を集めるという拷問を受けるハメになっていた。

「ねーねー、かずちゃんってば、とろとろ練乳ミルクパンて美お味いしいのー？」

　隣の席からカーディガンを掴つかまれ、グイグイと引っ張られる。

　相手が可愛い女の子ならこれも美味しいシチュエーションだが、実際は目つきの悪い厳いかつい男である。

　しばらくは能面のような顔で左右に揺らされていた和希だったが、

（あ、もう無理）

　ガタン！　──いたたまれなさに耐えきれなくなって突然立ち上がる。

　そしてそのまま、脱だつ兎との勢いで教室を飛び出した。
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　空き教室の教卓の下、和希は膝ひざを抱え身を潜めていた。

（なんで……なんで隼人アイツがここに──!?）

　会いたくなかったわけではない。たった一人の親友だ。会いたくないなどと思う筈はずがない。

　俯うつむく和かず希きの脳裏に、小さな男の子の泣き声が浮かんでは消える。

『大丈夫だって！』

　揃そろって思い出したこの子供の声を、和希は誰だれよりよく知っていた。

『大丈夫！　絶対に俺が守ってやるから──』

「全然大丈夫なんかじゃねぇよ!!」

　無意識のうちに叫んだ自分に驚いて、和希はハッと顔を上げた。

「何してんだ、俺……」

　情けなさに泣きたくなる。今の和希には全すべてが容量超えキヤパオーバーだった。

「かずちゃん、みーっけ！」

「うわぁ！」

　突然教卓を覗のぞき込こんできた人影に驚いて、和希は思わず立ち上がった。

　途端、ガコッと派手な音を立てて教卓の天板に頭を打ち付ける。

「──痛いつうぅぅ！」

「だ、大丈夫かずちゃん!?」

　心配して覗き込む隼はや人とを、和希はギッと睨にらみ付つけた。

「……お前、どうしてここにいる？」

「え？　追っかけて探したから」

「そうじゃねぇ！　なんでお前が地こ元こにいるんだよ!?」

「あー、そっちか。メールにも書いたでしょ。急に戻ることになったって」

　のほほんと答えて、隼人は銀髪をかき上げた。耳のピアスが揺れる。

「……ってかお前、なんだその格好は？」

「格好？　……前の学校の制服だけど」

「だから、そうじゃなくて……！」

　確かに白い学ランは珍しいが、和希にはそれよりなにより気になっていることがあった。

「その髪と眼めと耳！　なんだそれって言ってんだよ!?」

「ああ、これかー。へへ、かっこいいでしょー？」

　はにかむ隼人を無視してまくし立てる。

「つーかそれじゃあ──完全に不良じゃねーか!?」

　ビシッと指をさす和希を、隼人はしばらくぽかーんと眺めた。

　しかし、また無邪気にふにゃりと微笑ほほえむと、

「うん、そうだよ。オレ不良になったんだぁ」

「はあぁ？　はあぁぁぁぁぁ？」

「あ、オレね、格闘技も習ったんだよ。不良はケンカに強くなくちゃいけないからね」

　そう言って空手の型をしてみせる。素早い拳こぶしの動きが空気を裂いてヒュッヒュッと音を立てた。

「いや、そういうことじゃなくて──」

「だからもう大丈夫だよ、かずちゃん。オレ、いじめられっ子じゃなくなったんだよ」

「！」

　にわかに手足が冷たくなる。サーという血の気のひく音を、和かず希きはこの時初めて聞いた。

「もう昔みたいに泣かないよ！　だから今度はオレがかずちゃんを──」

「あらぁ、いつも言ってた『かずちゃん』って、貴方あなたのことだったんですわねぇ」

　振り返ると、そこには椅い子すに座ってこちらに微笑ほほえむ篠しの田だ宵よ々よの姿があった。

（いつの間に──!?）

　戸を開く音どころか、椅子を引く音すらしなかった。

「追いかけてきたのか、宵々」

　姉の詮せん索さくを嫌がる弟のような表情で、隼はや人とが宵々を睨にらみ付つける。

「挨あい拶さつですわよ、ただの挨拶」

　宵々は和希の前に歩み寄ると、スカートの裾すそをつまんで軽く膝ひざを折り、優雅にお辞儀をしてみせた。

「はじめまして。私わたくし、篠田宵々と申します。この子との関係は──」

　そう言いながら意味深に隼人を見上げる。

「親しん戚せきみたいなものですわ」

「なーにが親戚じゃ」

　突如聞こえた声は、こちらも、いつの間にかベランダに立っていた鈴すずのものだった。カラリと窓を開け当然のように入ってくる。

（なんで普通に登場できないんだ、お前ら……？）

　という言葉が喉のどまで込み上げた和希だったが、ツッコんだら負けな気がした。

「その髪の色にすっかりだまされるとこじゃったわ。和希、こやつは人間ではない！」

　宵々を指さしながら鈴が叫ぶ。

「こやつの正体は狐きつね！　信しの太だの森もりに住む、齢よわい七百歳の化け狐じゃ!!」

　思いがけない言葉に、和希の視線が宵々へと注がれる。

　それに応こたえるかのように、宵々の美しい金髪からふわりと尖とがった耳が現れた。スカートの中から伸びた大きくたっぷりとした尻尾しつぽを、優雅に脚へと巻き付けてみせる。

「いやですわぁ、化け狐なんて。これでも、お稲荷いなりさんて呼ばれて、神様の眷けん属ぞくなんかしちゃったりしてますのに」

「はん、なにが『お祖父様じいさまがドイツ出身なんですの～』じゃ！　そなた生きつ粋すいの日本キツネどころか、コッテコテの関西キツネじゃろーが！」

　宵よ々よの耳がピクリと跳ねる。

「ああ？　コッテコテってなんやね──んじゃなくて、いやですわぁ、鈴すずさんったら。久しぶりなのにそんなキツイ言い方。おほほほ」

　ポロリとこぼれた関西弁は、西洋人形のような可か憐れんなイメージを破壊するのに十分過ぎる材料だった。

　取り繕うように笑う宵々を、鈴が問い詰める。

「人里に降りてくるとはめずらしい。信しの太だのオヤジ様はどうしておる？　このこと、しっておるんじゃろうな？」

「当たり前や──ゴホンゴホン、当たり前でしょう？　私がここにいるのは、父とと様さまどころか、信太の一族総意のこと」

「この坊主もか？」

　そう言って隼はや人とを見上げた鈴が、その銀髪と鮮やかすぎる青い瞳ひとみを凝視する。

「まさか……！」

　ハッと宵々を振り返った鈴が、問い詰めるように迫る。

「宵々、そなたその髪はどうした!?」

「どうしたって、ですから私わたくしはドイツ人のクウォーターで──」

　ゆらりと躱かわす女め狐ぎつねに、豆まめ狸だぬきが吠ほえる。

「まだそんなふざけたこと！　信しの太だの森もりの『夜よる眼め白びやつ狐こ』とは、そなたのことであろうが！」

　──白狐。鈴が叫んだその言葉に、和かず希きは改めて宵々を見た。

　秋の稲穂のような深みのある金髪は、確かに狐のそれだと言われれば頷うなずくことができるが、しかし、『白狐』と呼ばれるにはほど遠い。

（むしろ、白狐は……）

　和希が答えを出すより早く、鈴が隼人の髪を指さす。

「この坊主の髪、これはかつてそなたが持っていたもの。宵々、そなた……この坊主を殺あやめたな!?」

「ちょっ、鈴、なに言って……」

　しかし、全く動じる気配のない宵々と隼人の姿に、和希の語尾が小さくなる。

「答えろ、夜眼白狐！　そなた、この坊主を殺して、己の化ばけ魂たまを……互ご魂こんの儀ぎを交わしたのであろう！」

　和希は、自分の下腹が微かすかにうずいたような気がした。

「化魂って、隼人、お前……」

　すがるように見た幼なじみの、不自然な程澄んだ青い瞳が和希をとらえる。

「おそろいだね、かずちゃん」

「は……？」

　つかの間、辺りは青白い光に覆われた。



　はじめに感じたのは、凍いてつく程冷たい妖よう気きだった。

　思わず閉じた瞼まぶたをおずおずと上げる。次に目に飛び込んできたのは、水のように澄んだ長い白銀の髪と、溢あふれ出ださんばかりの妖気を湛たたえたあの青い瞳ひとみだった。

「隼はや人と、なのか……？」

　応こたえがなくても、それは明らかだった。

「宵よ々よ！　そなた、一体──」

「申し上げましたでしょう。全すべては一族総意のこと」

　変幻した白びやつ狐この傍かたわらで夜色の瞳をした少女が微笑ほほえむ。

「妖よう狐こ、信しの太だ一族は、清白魂すずしろの存在で人と妖あやかしの均衡が大きく乱れつつあるこの事態を由ゆ々ゆしき事と判断、如い何かなる方法を以もつても、これを制すると決めました。たとえそれが……」



「──清白魂の消滅であったとしても」
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「どうか、邪魔をなさらないでね」

　そう言い残して、宵よ々よは隼はや人とを連れて空き教室を去っていった。

　去り際、こちらを振り返った隼人の顔を、和かず希きは見ることが出来なかった。

「……宵々はな、西ではそこそこ名の通った狐きつねじゃ。信しの太だの森もりの夜よる眼め白びやつ狐こ──夏の宵のような瞳ひとみ、白銀の毛並み。特に白狐は高い妖よう力りよくを持つ者にしかなれん。数百年ぶりに会おうて、まさか毛並みが変わっているとは思わなんだ。やはり、化ばけ魂たまを与えた故、妖力が削られたのだな……そしてあの坊主に毛並みが移ったと」

　独り言のようにブツブツと呟つぶやいていた鈴すずが「ああ、そなたは」と和希を仰ぎ見る。

「そなたの髪は変わらんぞ、狸ムジナは元々焦げ茶色じゃからのう。ほほほ」

　いつもと変わらない鈴の声音に、和希の意識がぴしゃりと冷える。

「なんだよ、それ……」

「ん？　なんだよ、とはなんじゃ？　そなたも白い頭になりたかったのか？」

　意外だと言わんばかりにきょとんとした顔も、態度も、いましがた宵々の話を聞く前といささかも変わらない。

「……なんでそんな平然としてられるんだよ」

　もどかしさの中絞り出した声は、ガサガサとつぶれていた。

「だから何がじゃ」

「何がって……！」

　平然とのたまう鈴に、堪こらえていた和希の感情が爆発する。

「さっきの話聞いてたのかよ!?　あのままじゃ榊さかきさんは……!!」

　呆あきれたように鈴が鼻を鳴らす。

「ああ、あの話か。別にどうもせん。今まで通り、母上に寄ってきた妖あやかしと証文を交わして追っ払うだけじゃ。それ以外に何が出来る」

「何が出来るって……じゃあ、この間の狗いぬ神がみみたいに証文を破る妖が現れたら!?　どうやって戦うんだよ！　お前は化魂が半分だから弱くなっちゃったし、俺は化魂のせいでワケがわからなくって暴れるだけ……下手したら俺がお前を殺すかもしれないんだぞ!?」

　肩で息する和希を、鈴はただ黙って見つめている。

「だってそうだろ……」

　和希は、ぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「俺には妖をなだめることなんて出来ない。お前は今力が足りないから出来ない……」

「何が言いたい？」

「わかってるんだろ……？」

　和かず希きが低く呻うめく。

「俺がお前に化ばけ魂たまを返す。化魂が戻れば、お前はもっとまともに妖あやかしの相手が出来るんだろ？　俺はもうなにも殺さずに済むし、榊さかきさんだって殺されずに済むんだ。そうだ、なんでもっと早く思いつかなかったんだ……化魂を返せばいい。たとえそれで俺が死んでも──」

　気が付けば、和希の身体からだは盛大に机をなぎ倒し床に叩たたき付つけられていた。

　左ひだり頬ほおが焼けるように痛い。口の中に鉄の味が広がる。

「頭を冷やせ、大うつけが!!」

　振り回した右足をそのままに、鈴すずは険しい表か情おで和希を睨にらみ付つけた。
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「きゃっ！」

　小さな悲鳴とともに、廊下の床に大量のノートが散らばる。

「あ……すみません！」

　ぶつかった相手の顔も見ないまま、和希は落ちたノートを慌てて拾い集めた。

　蹴けられた左頬の赤みは既すでに目立たなかったが、切れた口の中がまだズキズキする。

　和希には鈴があんなにも激げき昂こうした理由がわからなかった。そもそも鈴は何な故ぜ自分を助けたのか。妖が増えつつある中、何故みすみす自分の妖よう力りよくを失うような真ま似ねをしたのか。

「あの……」

　声を掛けられ、和希は自分の手が止まっていることに気が付く。

「あ、ご、ごめんなさい」

　と、慌てて手を動かしたとき、

「……御み陰かげくん？」

「え？」

　呼ばれて顔を上げると、女子生徒がずれた眼鏡を直しながらこちらを見下ろしていた。長い前髪を真ん中で素っ気なく分け、無造作に耳に掛けている。

「あ、委員長……！」

　それは和希のクラスの委員長・秋あき田た千ち鶴づるだった。話したことは殆ほとんどなかったが、とても面倒見の良い性格だと、薫かおる子こが誉ほめているのを前に聞いたことがある。

「本当にごめん、これ……」

　集めきったノートの束を手渡す。

「気にしないで。わたしもちゃんと前を見てなかったから。それにしても……珍しいね、御陰くんが授業に遅れるなんて」

「えっ……あ、そう、かな？」

　成り行きから、ノートの束を二人で分け合って教室に向かう。

　はじめこそ気まずい和かず希きだったが、真面目まじめそうな外見に反して、千ち鶴づるはとても気さくだった。

「御み陰かげくんと、一度ちゃんと話してみたかったんだよねぇ」

「え？」

　思いがけない言葉に驚く。

「御陰くんって、特定の人とはあんまりつるまないよね。でも、愛想悪いわけじゃないし、特別浮いてもいないし……割わり切ってる感じがクールですごいなぁって思ってて」

「はは、別に……」

　思わず苦笑いがこぼれる。

　割り切っているわけでもクールなわけでもない。単に人との関かかわりの中で生まれる衝突や、自分の中の醜い期待から逃げているだけだ。

（今だってそうだ……）

　隼はや人とと顔を会わせるのが恐こわくて、休み時間中ずっと教室に戻らなかった。

　何な故ぜ隼人がその身に化ばけ魂たまを宿すことになったのか。宵よ々よに殺されたという話は本当なのか。気にならないはずがない。

　けれど聞いたところで、化魂の力から逃げている自分に一体何が出来るというのか。

「そういえば、今日転校してきた稲荷いなりくん……だっけ？　知り合いみたいだったね」

「え!?」

　タイミング良く話題にのぼった名前に和希は思わず声を上げた。

　隣で千鶴がきょとんとした表か情おをする。

「あれ？　違った？」

「あ、いや、うん、一応、小学校が同じで……」

「篠しの田ださんも？」

「いや、そっちは初対面……」

「そうなんだ。それにしても目立つ二人だよねぇ。わたし金髪も銀髪も生で見るの初めてだったからびっくりしちゃった」

「う、うん。そうだね」

「──でも、助かった～。幼なじみなら大丈夫だよね」

「え？」

「ほら、特に稲荷くん、ちょっと恐そうな感じだから周りの子達たちがやりたがらなくて。わたしは、クラスの仕事があるし──」

「いや、え？　だから何が……？」

「校内の案内、頼んでもいいよね？」

　その笑顔には有無をいわさぬ迫力があった。
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「──で、ここが家庭科調理室」

　廊下に面した引き戸をガラリと開ける。

　放課後の薄暗い調理室に、これといって目新しいものはない。

　和かず希きはすぐさま戸を閉めると、次の教室に向かった。

「ねーねー、かずちゃんちの近くの角のお肉屋さんってまだある？　帰りにコロッケ食べに行こうよー」

「──で、隣が家庭科被服室」

　無邪気に話しかけてくる隼はや人とを無視して次の戸を開ける。

　何が悲しくて、今一番逃げ出したい相手を連れて校内案内などしなければならないのか。和希は自分の不運を呪のろった。

「オレさー、引っ越した先でもお肉屋さんでコロッケよく買って食べてたんだー。あ、信号前の駄菓子屋さんも行きたくてさー」

　隼人を無視すればするほど、後ろを着いてくる宵よ々よの眉み間けんの皺しわが深くなっていくのが分かる。

「昔、隣の家が飼ってた犬のポチがすげー歳としくっててさー。ねー、かずちゃ──」

「んでこっちが──」

　隣の隼人を遮さえぎるように、和希が次の戸を開けたときだった。

「ええかげんにせいや！」

　堪忍袋の緒がきれた宵々が和希に向かって怒鳴り声を上げる。

「なにが？」

　振り返った和希を、宵々は睨にらみ付つけた。

「なにがって、それがやろ！　何なんさっきから感じ悪い！　めっちゃ腹立つわ！」

　西洋人形のような外見からぽんぽん飛び出す関西弁がまるで吹き替えのようだ。

「おい宵々、お前かずちゃんに何言って──」

　隼人が制するように掴つかんだ肩を宵々が振り払う。

「あんたが言うたんやろ、隼人！　かずちゃんは親切で優しくてかっこよくて、オレのヒーロ──」

「関西弁がうまいね、篠しの田ださん」

「！」

　顔を真っ赤にした宵々が両手で自分の口をふさぐ。どうやら無自覚だったらしい。

「次のプールで最後だから」

　そう言って和かず希きは薄暗い廊下を進んだ。
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　校舎を挟んで体育館の反対側、渡り廊下の先にプール棟はある。

　一年中使用可能の大きな室内プールは、主に活動盛んな水泳部や、その他の運動部員の体力作りの為ために使用していた。

　しかし、いつもなら生徒の声で賑にぎやかなプール棟が、今は使用禁止の張り紙が貼はられシンと静まりかえっている。



「ここが、更衣室。こっちがシャワー、それから……」

　広い施設のドアを片っ端から開いては閉じる。

「んで、次に──」

　いよいよ、室内プールへと入るドアを開いたとき、

　──ザブン！

　勢いよく響いた水音に、和希達たちの視線はドアの中へと注がれた。

　誰だれもいないとばかり思っていたプールに男子生徒が泳いでいる。

　クロール、バタフライ、背泳ぎとフォームを展開して、何度もプールを往復する。その速さと正確なフォームには目を見張るものがあった。

「部活、かな？」

　隼はや人との問いに、和希は首をひねった。

「でも今は使用禁止のはずだし……」

「梶かじ原わらくん！」

　そのとき、入り口の和希達を押しのけて、一人の女子生徒がプールへ走り寄る。

「だめよ！　プールから上がって！」

　そう言ってプールサイドから男子生徒に呼びかけているのは、和希に隼人達の学校案内を頼んだ張本人、秋あき田た千ち鶴づるだった。

　ザバッと大きな飛沫しぶきを作って、日に焼けた浅黒い肌の男子生徒がプールから上がる。

　千鶴はプールサイドの棚から水泳部員用のタオルを掴つかんでくると、男子生徒の肩にかけながら慌てたようにまくし立てた。

「どうしてプールに入ったの!?　これ以上、部活で反感を買ったらあなたが──」

「うるさいっ！」

　声を上げた男子生徒が、タオルごと千鶴を振り払う。

「調子に乗るなお節介おん──」

『女』を言い切らないうちに、男子生徒の目が和かず希き達たちをとらえた。

「あ、いや……ごめん、八つ当たりして」

　途端に取り繕うような態度をとると、和希達に軽く会釈をして足あし早ばやにプールを立ち去った。

　通り過ぎざま、和希は男子生徒のお腹なかに大きな赤い痣あざがあるのに気付いた。まるで火傷やけどの痕あとのような痣が、首のしたからお腹一面にびっしりと張り付いていた。

「憑つかれとるな……」

「え？」

　立ち去る梶かじ原わらの後ろ姿を見ながら、西のイントネーションで宵よ々よが呟つぶやく。

　相手を見透かすようなその視線はどこか鈴すずを彷ほう彿ふつとさせた。

「御み陰かげくん……」

　振り返ると、バツが悪そうに微笑ほほえむ千ち鶴づるが立っていた。

「変なとこ、見られちゃったね」

「あ、いや、別に──」

「今日はもうプールの水に触らないで。わたし、水を替えるよう先生に言ってくるから」

「どういうことですの？」

　和希が疑問を持つより早く、横から宵々が口を挟む。

「ああ、そっか。部員以外はあんまり知らないよね……えっと」

　言い淀よどんだのは罪悪感からだろう。本人がいないところでする話は聞きようによって悪意のある噂うわさ話ばなしに聞こえることもある。

「教えて頂けないかしら？　別に特定の誰だれかを悪者にしたいわけではありませんわ。何も知らないままでいるのは不安でしょう？」

　宵々の言葉を聞いて、千鶴がこくんと頷うなずく。

「分かった……少しだけ話すね」



　プールサイドのベンチに移動すると、千鶴は戸惑いがちに口を開いた。

「さっき泳いでたのはね、梶原斗とう真まくん。水泳部のエースなんだ……元、だけどね」

「元エース？　でも、あんなに速いのに……」

　宵々が驚いたような顔をする。

　本心からではない。きっと、話を促す為ためにそうしてみせたのだろう。

「見たでしょ？　彼のお腹の痣……。最初はほんの小さな虫さされの痕みたいだったの。でもどんどん大きくなっていって……病院も勧めてみたけど、身体からだはなんともない。むしろこの痣が出来てからの方がタイムが伸びてるって。事実、痣が出来はじめた頃から梶原くんのタイムはぐんぐん伸びていった。だけど……」

　握る手に千ち鶴づるはぎゅっと力を入れる。指先は白く微かすかに震えていた。

「いつからか、水泳部内で噂うわさがたつようになったの。……梶かじ原わらくんに触ると、病気になるって」

「病気？」

　宵よ々よが眉まゆをひそめる。

「部活内で性た質ちの悪い風邪が流は行やっていたの。最初は梶原くんを妬ねたんでるやつが言いふらしてるんだって、そう思ってた。でも、風邪を引いた人たちがみんな、そういえば前日に梶原くんの身体からだに触れたって言い出して……それで先週、遂ついに梶原くんと同じプールに入った部員全員が風邪で倒れてしまって……」

「その、梶原っていう生徒は風邪を引かなかったんですの？」

　頷うなずく千鶴の目には微かに怯おびえの色が見えた。

「だから余計、みんなを怖がらせてしまって……。水泳部は一時休部になって、梶原くんが入ったプールの水もすぐ交換することに……」

「そう……」

「だけど梶原くんは、勿もち論ろんこんなこと納得してなくて……。地区予選だって近いのに、休部なんておかしいって。プールに忍びこんでは勝手に練習するから、部員達たちの反感をますます買っちゃって……それで、この間、試合の参加を禁止されちゃったんだ」

「貴女あなた、随分詳しいんですのね？」

「あ、わたし梶原くんの幼なじみなの。それが縁で今は水泳部のマネージャーやってて」

「あら？　じゃあ貴女も病気に？」

「ううん。マネージャーなんてやってるけど、実はわたし泳げないの。筋金入りの金かな鎚づちだから……えへへ」

　そう言って恥ずかしそうに頬ほおを掻かく。

　ふと、ベンチの後ろに張ってある、水泳大会のスケジュール表を振り返ると、

「梶原くん、言ってたんだ……地区予選の成績が良かったら、前に告白して振られちゃった好すきな人に、また告白するんだーって。あんなに頑張ってたのに……」

「好きな人？」

「この学校の男子が必ず恋に落ちる相手っていったら決まってるよ、同じクラスの榊さかきさん。でもライバルは多いからねぇ。大会で好成績とって、箔はくをつけたかったんじゃないかな？　男の子って単純だよねー……」

　ぎこちない笑顔が切なげに見えて、和かず希きには千鶴の気持ちがどこにあるのか分かったような気がした。

「さて、というわけで、プール見学はおしまい……！」

　重苦しい気持ちを振り払うように千ち鶴づるが立ち上がる。

「わたし、先生のとこいってくるねー！」

　そう言うと、空元気に手を振って立ち去った。

　その後ろ姿を眺めながら隼はや人とが宵よ々よに耳打ちする。

「妖あやかしか？」

「ええ、まず間違いありませんわ。あの梶かじ原わらとかいう男子生徒、妖にとり憑つかれている。一刻も早く手を打たないと」

「隼人、お前……！」

　変幻した姿を見たとはいえ、和かず希きには幼なじみが『妖』という言葉を口にすることが信じられなかった。

「あー、そっか……」

　そんな和希の気持ちが分かったのか、隼人が困ったように微笑ほほえむ。

「かずちゃん、オレんちが神社の血筋だって知ってたっけ？」

「……まぁ、その名字だしな」

　笑いながら「そうだよねー」と隼人が呟つぶやく。

「昔、オレが突然転校することになったのは、いじめられっ子のオレを本家で修行させるためだったんだ。そこには宵々達たち妖よう狐この一族が住んでる森が近くにあって、結構昔から本家の人たちと交流があったみたいで……」

「つまり、我が信しの太だ一族は、古来より隼人の一族と深い因縁があったということですわ」

　隼人のつたない説明に我慢できなくなったのか、横から宵々が口を挟む。

「オレ、元々恐こわがりだったから、妖とかそういうのすっごく嫌いでさ。最初は本当、かずちゃんとこに帰りたくて仕方なかったんだ。周りは大人ばっかだし、誰だれも遊んでくれないし……でも、少しずつでも修行しようって思えたのは、かずちゃんのお陰なんだよね」

「！」

「オレずっとかずちゃんに憧あこがれてたから、いつか強くなって、かずちゃんに恩返しができないかなーって」

「恩返し……？」

　普通なら嬉うれしいであろう幼なじみの言葉が、今の和希には深く鋭く突き刺さる。

「この学校付近にどんどん妖が集まってきてて、なんとなく、おかしなことになってきてるって話は向こうでもみんなしてた。どうにかしないと、きっといつか人間を襲ったり利用したりする妖が現れるようになるって」

「だから、稲荷いなり本家と信太の一族が話し合い、人間と妖の均衡を正す為ために、私わたくしたちがここに送り込まれたのですわ。いずれ現れるとも知れない妖よう力りよくの高い妖とも渡り合えるよう、私たちは、化ばけ魂たまを交わすことになったのです」

「びっくりしたよー、急に本家の偉い人に、『お前一回死ね』みたいなこと言われてさ。まー仮死状態？　ってやつだったけど」

「本来、互ご魂こんの儀ぎとは、人間が妖あやかしの力を手に入れる為ため行った秘儀。仮死状態になった人間に化ばけ魂たまを与え、化魂の力を最大限に引き出し、持ち主である妖よりも強くなれる。だからこそ、化魂を授かる人間は、それ相応の資格がある者でなくてはならないのです。でなければ貴方あなたのようにいたずらに力を暴走させるだけ」

「……!!」和かず希きの肩がギクリと跳ねる。

「私わたくしたちは、貴方と鈴すずが榊さかき薫かおる子こを妖から守る為に陰で動いていることを知っていますわ。貴方が、手にいれた化魂の力を持て余して暴走していることも、それが原因で二度と変幻したくないと、貴方が思っていることも」

「べ、別に俺は──」

「あのとき、力に任せて狗いぬ神がみもろとも化魂の主人あるじまで殺そうとした貴方を誰だれがとめたと？」

「！　それってまさか……!?」

「私はどうでもよかったんですのよ？　ただ、隼はや人とがどうしてもと言うものだから」

「大丈夫だよ、かずちゃん。これからはオレがかずちゃんの代わりに戦うからさ。変幻した姿、見たでしょ？　オレ、結構強いよ。妖だってちょちょいのちょーい、だからさ」

「ま、まてよ。ちょちょいって、お前ら一体なにするつもりで──」

「消滅ですわ」

「は……!?」

「先ほども申し上げたとおり、私たちに課されたのは、妖と人間の均衡を守ること、及び、それに伴う危険因子の消滅。……たとえ、ただ欲に狂っただけの妖でも、証文を交わすだけなんて生ぬるいですわ。そもそも、力の強い妖には証文を覆すなんて造作もないこと」

　和希は、あの日仁王丸が焼き払った証文のことを思い出していた。

　証文を交わすことに特別な効果はない。破ろうと思えばいつでも破れるのだと、そう言っていたのは鈴自身だった。

「そして、清白魂すずしろがこの均衡を著しく挫くじくと分かった場合は……」

　宵よ々よの目が冷たく光る。

「榊さんを殺すっていうのか……!?」

「殺すのではありませんわ。……消滅させるのです」

「なにが違うっていうんだよ!!」

　思わず声を荒らげた和希を、宵々が「フン」と鼻で笑う。

「全然違いますわ。魂を輪りん廻ねの輪から外し、天上へと戻れなくするのです。清白魂という魂そのものが今後一切この世に誕生し得ないように」

「そんな……だって……」

　どんなに強く清くやっかいな魂だったとしても、それは今一人の少女のものだ。

　そして、貰もらったクッキーの袋を今も捨てず大切に持っている……そんな少女がいることも和かず希きはよく知っていた。

「消滅なんて、させない……！」

　無意識のうちに呟つぶやく。

「無理だよ、かずちゃん。怖くて変幻できないかずちゃんに、何が出来るの？」

　無邪気な幼なじみの言葉が、また和希の胸を刺す。

「大丈夫、妖あやかし退治も清白魂すずしろのことも、全部オレたちがなんとかするから」

「でも──」

「かずちゃんには、無理だよ」

　気遣うように、けれど残酷な微笑ほほえみで、幼なじみは言った。
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　家に帰ってからも、和希と鈴すずの会話はなかった。

　夕食中何度か目があったのだが、和希はことごとくこれを無視した。

　和希は恐こわかったのだ。

　もし一言でも話せば、自分の情けない考えをポロリとこぼしてしまいそうだった。

（榊さかきさんを助けなきゃ……）

　その気持ちは確かにあるのに、自分の中の計り知れない化魂ちからが恐ろしい。

　いつか、人間のように意志を持つ妖を、殺あやめてしまうかもしれない。

　しかし無視し続けて妖が増えれば、そのせいで薫かおる子こは殺されてしまうかもしれない。

　布団に横になると、全すべてのしがらみから身を隠すよう頭から毛布をかぶる。

『かずちゃん』

　浮かんだ幼い親友の声が、更に和希を追い詰める。

『かずちゃんはすごい！　かずちゃんはオレの──』

（聞きたくない！　聞きたくない！　聞きたくない!!）

　頭の中の声から逃げたくて、和希はぎゅっと耳を塞ふさいだ。

『──かずちゃんには、無理だよ』

「！」

　唐突に蘇よみがえったその声が、身体からだ中じゆうの力を一瞬で消し去る。

　だらりと伸びた自分の身体は、なんの役にもたたない、ただのハリボテのようだと和希は思った。



　夜、部屋に灯あかりを点ともすことが鈴すずにはどうにも苦手だった。

　人間よりも夜目が利くというのも勿もち論ろん理由の一つだが、何より灯りを消した瞬間のあの心細さがたまらない。だったらいっそ、消えることのない月明かりを浴びている方がずっといい。

　それが、およそ十八万二千六百二十五の夜を経験して導き出した鈴の考えだった。

　制服のままベッドに寝転び、ぼんやりと天井の模様を眺める。緩やかに描かれた波の模様が月明かりを受けて雲うん母ものようにチカチカと光った。

『たとえそれが──清白魂すずしろの消滅であったとしても』

　この言葉を聞いても特にショックがなかったと言えば嘘うそになる。

　しかし、宵よ々よがここに現れた時点で、だいたいそんなところだろうと予想はついていた。

　信しの太だの森もりの妖よう狐こ共は排他的で自尊心が強い。清白魂の力に狂い、自我を失うような妖あやかしが同胞として許せないのだろう。

　何な故ぜこんなことが分かるかと言えば、それは鈴が一時、信太の森でやっかいになっていたからだ。特に宵々の父である信太の古狐殿おやじどのには随分と可愛かわいがってもらった。

　清白魂のことも、本来ならもっと早く手が打てただろうに、四世紀もの間待ってくれたのは、ひとえに古狐殿の口添えがあったからだろう。

　それよりも、今の鈴の懸念材料は和かず希きだった。

　化ばけ魂たまを暴走させたことを知り思い悩むのは無理のないことだろう。感情の整理がついていない今、無む茶ちやをさせればまた暴走する可能性が高い。

　背負わせすぎたのかもしれない──鈴はそう思った。

　奇くしくも妖となり、薫かおる子この魂を守り続けてきた五百年余り、妖との戦いに人間を巻き込み、あまつさえその命を取られてしまうようなことは、これまで一度もなかった。

　あの日、自分が暗示を掛けなければ、あるいは和希の命が失われることはなかったのかもしれない。

　込み上げる自分への苛いら立だちに、鈴はぎりりと唇を噛かんだ。

　そのときふいに、コツコツと壁を叩たたく音が窓の外から聞こえた。

　見ると小さな子供の姿をした妖・家や守もりが、いもいもと壁をよじ登っている。窓を少し開けてやると、滑り込むように部屋へと入った。

「で、なにか分かったのか？」

　鈴の問いかけに、声にならない声と身振り手振りを駆使して状況を伝える。

　新しい情報と引き替えに、鈴は机の上のドーナッツを一つ家守に与えてやった。和希の母親が作った鈴お気に入りの夜食だ。

　家守は、まん丸い報酬に負けぬ程目を丸くすると、嬉うれしそうにパクリと頬ほお張ばった。

「さて、イモリか……」

　久しぶりにその名を聞いて、考え込むように腕を組む。

　イモリ──腹が赤く、水場を好み、皮膚に毒を持つ妖あやかし。

　そのイモリが、どうやら学校の生徒に取とり憑ついたという。病に倒れたという他の水泳部員達たちは、きっとイモリの皮膚から分泌される独特の瘴しよう気きにやられたのだろう。

「イモリは今どこにいる？」

　ドーナッツを咥くわえたまま家や守もりは器用にクロールの身振りをしてみせた。

「まだ泳いでおるのか……よし」

　ベッドの下から取り出した靴を履く鈴すずの袖そでを、家守がちょいちょいと引っ張る。

「ん？」

　見ると、「和かず希きは誘わないのか」とでも言いたげに、物置部屋へと繋つながる襖ふすまを指さしている。

　鈴は困ったように微笑ほほえむと、静かに首を振った。

「今日は一人でいく。なに偵察するだけじゃ、無理はせん」

「本当に？」と、家守の瞳ひとみが心配げに鈴を見上げる。

「ああ。そのかわり、今日はそなたが助けてくれるのじゃろう？」

　鈴の言葉に、頼られて嬉うれしい家守がニンマリとする。

　鈴は窓枠に腰を下ろすと、そっと襖を振り返った。

「……申し訳ないと、思うておる」

　小さな声で呟つぶやく。

　巻き込んでしまったこと、ただ生き返えらせてやるわけにはいかなかったこと、その肩に命を背負わせてしまったこと──。

　鈴は小さく小さく懺ざん悔げすると、音もなく窓枠から飛び降りた。

　間髪入れずに、隣に家守が飛び降りてくる。その手には、新しいドーナッツが握られていた。

「あー！　そなたそれ!!」

　どうやら机から勝手に持ってきたらしい。

　パクリと一口かじりついたが、非難するような鈴の視線に気付いて、仕方なく噛かみ口から自分の口元までヨダレを引っ張ったまま「ん」と返上する。

「ああ、もう、いらんいらん！　その分、存分に働けよ！」

　家守は「ガッテン！」と言わんばかりに片手を振り上げると、嬉しそうにドーナッツを頬ほお張ばった。

「よし。では行くぞ」

　家守が食べ終わったのを見計らい一気に走り出す。

　狗いぬ神がみ相手にいかさま勝負をしたものの、鈴の足もそれなりに速かった。

　途と中ちゆう、ちょこまかとうるさい家や守もりを小こ脇わきに抱えたりしながらも、鈴すずは低血圧な朝の登校とは比べものにならないスピードで学校に辿たどりついた。

　こっそりとプール棟に忍び込み、薄く開けた扉の隙すき間まからそっと中を覗のぞき込こむ。

　中にはひたすらに泳ぎ続ける男子生徒の姿があった。

　水泳部の元エース・梶かじ原わら斗とう真まである。

　いつから泳いでいるか分からないが、その動きに一切疲れは見えない。それどころか、たまに水の中で立ち止まり浮かべる表情は恍こう惚こつとすらしている。

　仰あお向むけに水に浮かぶその腹に赤い大きな痣あざが見える。しかも痣は水に触れる度たび蠢うごめき、ぐねぐねと腹の上を波打たせていた。

「なるほど……」

　間違いなくイモリのようだ。

　しかし、おかしい……鈴は訝いぶかしんだ。梶原から感じるのは確かにイモリらしき妖よう気き。けれど梶原の身体からだからは、その力の源を嗅かぎとれない。まるで妖あやかしの気配が感じられないのだ。

　さて、どうやって相まみえようか。化ばけ魂たまが欠けた今の自分に十分な妖よう力りよくはない。正面からぶつかれば返り討ちにあうやもしれない。

　考えている鈴の足下では家守が懐からまた新しいドーナッツを取り出し頬ほお張ばろうとしていた。

「あー！　そなたまた！」

　鈴の声に、家守の肩がビクリと跳ねる。

　その拍子に、持っていたドーナッツが手から滑り落ち、扉の向こうに入り込んで、ころころとプールに向かって転がっていった。

　そのまま器用にプールサイドを転がると、ポチャン、とプールの中に飛び込んだ。

「!?」

　突然聞こえた叫び声と、予期せぬドーナッツの登場に梶原斗真はかなり驚いているようだった。

　慌てて辺りを見回すが、勿もち論ろん人影はない。もし警備員なら、とっくに叱しかられて下校を促されていただろう。とにかく、ドーナッツを投げ込むような真ま似ねはしないはずだ。

「……誰だれかいるのか!?」

　恐る恐る梶原が呼びかける。

　仕方ない──腹をくくった鈴はそっと扉の陰から姿を現した。

　潜んでいたのが小柄な少女で安心したのか、梶原の表か情おがあからさまに強気になる。

「こんな時間に何をやってる？」

「それはこっちの台詞せりふじゃ、そなたこそ何をしている」

「俺は、泳いでるだけだ……！」

　忍び込んだ罪悪感からか、梶かじ原わらの目線が泳ぐ。

「のう、こんな時間に泳がねばならないほど、そなたは水場が恋しいのか？」

「水場？　……なんのことだ？」

　意味が分からないと、訝いぶかしむ梶原の表情に嘘うそは感じ取れない。

「ならば、その赤い痣あざ──」

『痣』という言葉に梶原の顔色がサッと変わる。

「いつから現れた？　それはただの痣ではないぞ」

「……お前もあいつらと同じか」

　呻うめくような声だった。

　一瞬にして、辺りが妖よう気きに包まれる。

「!?」

　プールの水面が震え、次第に大きな波が出来ていく。

　胸元まであった水が一気に引き上がったが、しかし、プールの水量が減ったわけではなかった。梶原の後ろに、高くそびえる大波が構えている。

「なっ……!?」

「どいつもこいつも……！」

　赤い痣がゆらりと蠢うごめく。

「そんなに俺を辞めさせたいのかあぁぁぁぁぁ!?」

　押し寄せる波を、鈴すずは避よけることが出来なかった。

　水の中でもみくちゃになりながら、どうにか家や守もりの姿を探す。

　水面の果て、プール室の梁はりによじ登って水から逃げる家守の姿を見つけた瞬間、鈴の意識はプッツリと途切れた。
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「お前……!?」

　突然の物音に、恐る恐る窓外を見た和かず希きを待っていたのは、ベソかきながら壁に張り付いている家守の姿だった。

「うわぁ！」

　泣きながら飛びつかれ、思わず尻しり餅もちをつく。

「なにすんだよっ！　間ま宮みやの部屋は隣だ！」

　引きはがそうとするが、思いの外ぎっちり掴つかまれていて離れない。

「おい、やめろ。服が伸びるだろ。──おい間宮！　間宮ー！」

　引きずりながら手を伸ばして、どうにか隣に通じる襖ふすまを開けるが、

「……間ま宮みや？」

　窓が開け放たれたその部屋に、鈴すずの姿はなかった。

「あいつどこ行って……？」

　そのとき、「ミーミー」と泣きながら、家や守もりが窓の外を指さした。

「もしかして間宮に……鈴に何かあったのか……!?」

　家守がこくこくと激しく頷うなずく。

　もう一度ぐいぐいとシャツを引っ張ると、必死に窓の外を指さす。

　次に水泳の息継ぎのような動きをすると、その後、畳の上でバタバタと暴れてみせた。その一連の動きを家守は必死に繰り返す。

　そのクロールの水かきのような動きに、和かず希きはふと、今日見た梶かじ原わらの泳ぎを思い出した。

「まさか、学校のプール？」

　和希の言葉に、家守が何度も何度も頷く。そして、畳の上に転がると、息を止めて苦しそうに暴れてみせる。

（プールでこんな動きをするときって──）

　和希はハッとして叫んだ。

「溺おぼれた!?　そうなんだな!?」

　これまでで一番激しく家守が頷く。

　和希は勢いよく立ち上がると、家守を小こ脇わきに抱え部屋を飛び出した。

　玄関の壁掛け棚から、母親が買い物に使っている自転車ママチヤリの鍵かぎを掴つかみ取とる。

　前まえ籠かごに家守を乗せると、鍵を開けて自転車に飛び乗った。



　和希の不安や恐怖は、鈴への心配を前に吹き飛んでいた。

　それでも残る全すべてを吹っ切るかのように、一気にペダルを漕こいで学校前の坂道を上る。

　はじめは楽だった坂も、中腹辺りに差し掛かるにつれてどんどんペダルが重くなった。

「くそ……！」

　けれど和希は、必死にペダルを漕ぎ続けた。

「くっそおぉぉぉぉぉぉ！」

　上り切ったさき、校門前に自転車を乗り捨てると、和希は家守を抱えて全力でプール棟へ走った。



「鈴！」

　勢いよく扉を開け棟内に飛び込む。

　プールサイドに出来た大きな水みず溜たまりの中に、うつぶせの鈴が力なく倒れていた。

「鈴！」

　駆け寄って身体からだを起こすも、力なく傾いた身体はピクリともしない。

「おい、鈴すず！　鈴！」

　思わず頬ほおを叩たたく。眉み間けんに皺しわが寄ったかと思うと、口から水をごぼりと吐いた。

「ごほっげふっ……！」

　力なく瞼まぶたが開き、朦もう朧ろうとした瞳ひとみの中に和かず希きを映す。

「大丈夫か、鈴？」

「和希……？　なに……ゆえ……ここに……？」

「こいつが教えてくれた」

　和希の隣にいた家や守もりが泣きながら鈴にすがりつく。

「そうか……そなたが……菓子の分、働いたのだな……」

「お前どうして一人で、こんな……」

「すまぬ……油断した……ぐっ！」

「鈴!?」

「ぐっ……あっ……！」

　突然、身体を捩ねじり苦しみだした鈴に和希はうろたえた。

　抱きかかえている華きや奢しやな身体がどんどん熱くなる。

「どうしたんだよ、なんで……!?」

「瘴しよう気き、じゃ……！」

　掠かすれた声で鈴が答える。

「！　まさかあの水泳部員が入ったプールに──!?」

　力なく頷うなずいた鈴の身体は、熱と痛みでガタガタと震えていた。

「と、とにかく運ばないと……！」

　和希は鈴を横抱きにしようと、膝ひざの下と背中に腕を添えた。

　しかし、殆ほとんど意識のない鈴の身体は、持ち上げたところでだらりと腕が落ち、上半身が引っ張られてしまう。

「くそっ……！」

　仕方なく、鈴の腕を自分の首に巻き付けて背負い、足を引きずるようにして運ぶ。

　鈴のつま先が地面をすって、和希の歩いたあとに二本の水跡を作った。

　鈴を背負ったまま、プール棟を出て暗い廊下を進む。その足下を、不安げな表情の家守がついてきていた。

　とにかく今は、一刻も早く毒に濡ぬれた鈴の身体を乾かさなければならない。

　そのとき、下を向いて必死に歩く和希の視界に赤いハイヒールが飛び込んでくる。

「え……？」

　このつま先には見覚えがある。そう和希が思うより早く、

「やっほー。坊や」

　野太い声に、和かず希きはハッと顔を上げた。

「こんな夜中にどうしたのー？」

「お前……仁王丸！」

　赤いグロスに艶なまめく口元がニヤリと笑う。

「いやーん、ニオティって呼んで♡」
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　──深夜の学校。

　真っ暗なはずの校舎の中で、保健室だけは窓から煌こう々こうと明かりが漏れている。

　ベッドに寝かされているのは、きれいに身体からだを拭ふかれ、体操服ジヤージに着替えさせられた鈴すずだ。額には市販の冷却シートではなく、何やら緑色の粘液を塗った半紙が貼はられている。

　息遣いは未いまだ荒い。痛みから逃げるかのように突発的に寝返りを繰り返していた。

　そのベッドを囲むカーテンの外では、

「へー、イモリの毒ねぇー」

　鈴に何があったのかを家や守もりが一生懸命身振り手振りで仁王丸に伝えている。

「え～、頭から被かぶっちゃったの～。ちょーこわーい」

　家守と初対面のはずの仁王丸が、すんなりと意思の疎通をとっていることに、和希はなんとなく納得いかなかった。

「怒り心頭のイモリの毒なら、多分普通より強いわよねぇ。結構重症かも～」

　わざとらしく語尾を伸ばすイントネーションの所せ為いでいまいち深刻さに欠ける。

「つーか仁王丸、お前、なんでまだ学校にいるんだよ？」

　ベッド横の丸椅い子すに腰掛けた和希が、やや呆あきれ気ぎ味みに仁王丸を振り返る。

「えー？　だって怪け我がも治ったしぃ、ここ結構居心地が良いしぃ、わざわざ次のねぐらを探すのめんどっちぃしぃ」

　キレイにマニキュアを塗った指先と、やけにピッチリしたスカートをはいた腰を、無意味にクネクネさせながら仁王丸が答える。

　確かに傷はもう癒いえたようだった。

　和希の手に、あの日仁王丸の首を絞めた感触がじわりと蘇よみがえった。

「怪我……酷ひどかったのか？」

　途端、おやつを見つけた飼い犬のように目をキラキラとさせた仁王丸を見て、和希は「しまった」と口元を押さえた。

「それって、心配？　ねぇ、心配してくれてるの、アタシを？」

「いや、別に、怪け我がさせたの、俺だし……」

　どんな言葉を選べば期待させずにすむのか、考えながらもごもごと答えたが時は既すでに遅し、

「いやーん！」

　という野太い嬌きよう声せいとともに和かず希きの身体からだは、見かけよりもずっと堅い腕にぎゅーぎゅーと抱きしめられた。

「可愛かわいい～！　やっぱり、アタシ、坊やのためにここにいる～！」

　ぐりぐりと和希の顔にすりつけている胸は勿もち論ろん真っ平らである。

　和希の全身の毛穴という毛穴が激しく粟あわ立だつ。

「ちょ、やめろよ、おい！」

　必死に抵抗する和希の顎あごを仁王丸が捉とらえる。

「──嬉うれしいから、特別に良い物あげちゃう」

　囁ささやいて、耳にフッと息を吹き込んだ。

「ひゃん！」

　生き娘むすめのような声を上げてうずくまった和希の前に、手のひらが差し出される。

「はい、これ」

　見るとそこには、田舎の祖父が飲んでいる心臓漢方薬のような小さな黒い粒が三つ。

「イモリの瘴しよう気きの解毒剤。これを飲めば一晩で良くなるわよ」

「え……!?　なんで」

「作ったのよ。アタシだって、別に白衣が着たいから保健医として潜り込んだわけじゃないのよ。得意なの、こういうの」

　そう言って仁王丸は、鈴すずの額に貼はってある、謎なぞな緑色のドロドロ湿布をチョイチョイと指さした。どうやら手作りだったらしい。

「い、いいのか？」

　戸惑いを含んだ和希の問いに、仁王丸はニコリと微笑ほほえんだ。

「あのペチャパイのことは嫌いだけど……坊やがペチャパイと化ばけ魂たまを交わしてるなら、この状態が長く続けば、坊やの魂にだって影響が出るかもしれないし……」

　拗すねた子供のような口ぶりで「それはイヤなの」と付け加える。

「だからこれ、あげる。ペチャパイにあげるんじゃないのよ。受け取った坊やが誰だれに使おうと、別に構わないから」

　ね？　と言って、仁王丸は軽くウィンクをする。

　──もしかしたら、あのとき鈴が仁王丸を庇かばったことに、多少ならず恩義を感じているのかもしれない。和希はそう思った。

　受け取った丸薬を早速鈴の口に落として、コップの水を含ませてやる。コクンと下がった喉のどを見て、和かず希きはほっと息を吐いた。

「そうだ！　忘れてたけど……」

　見計らったように、仁王丸がわざとらしい声を上げる。

「え？」

「その薬、ケッコー副作用強いから」

　そう言って、悪魔的な微笑ほほえみを浮かべる。

　──もしかしたら、騙だましたことを結構恨んでるのかもしれない。和希はそう思い直した。



　仁王丸の言葉通り、鈴すずの病状はまるで悪化の一途を辿たどっているかのようだった。

　呼吸は更に荒くなり、熱と痛みの所せ為いで全身から汗がとめどなく流れている。

　和希に出来ることと言えば、顔と首の汗を拭ぬぐって、ふやけた額の半紙を代えてやる程度だった。

　時計の針は丑うし三みつ時どきをとうに過ぎている。

　隣のベッドでは、家や守もりが枕まくらに張り付いて小さな寝息を立てている。

　深夜の来客に寝床を取られた仁王丸は「ちょっとでてきまーす☆」といってどこかに行ってしまった。

「ぐっ……ぐぐっ……！」

　身体からだが痛む度たび、鈴は必死に身体を捩ねじる。その頻度が増えたのも多分、副作用なのだろう。

「お前、なんで一人で行ったんだよ……」

　額に滲にじむ汗を拭ってやりながら、和希が小さく呟つぶやく。

「化ばけ魂たまがなければほとんど妖よう力りよくがないんじゃなかったのかよ……なのに、なんで……！」

「……はは……うえ……」

「！」

　そのうわごとに、和希はハッと顔を上げる。

　鈴の震える手が、何かを求めて必死に空を掴つかんでいた。

「母……上……母上……」

　鈴の瞼まぶたの縁が、ベッドサイドの小さなライトに照らされ微かすかに光る。

　彷徨さまよう華きや奢しやな手を和希は咄とつ嗟さに掴んだ。

　──瞬間、意識が強く引っ張られるような奇妙な感覚が和希を襲った。



　──そこは一面、青々とした草原だった。

　ぽつぽつと咲いた素朴な野の花が、草原の色を鮮やかにしている。

　気持ちいい風が吹き抜け、草の葉の擦れ合う音を奏でた。

　しかし、そこに和希という意識は存在しない。無意識の中で垣かい間ま見みる、誰だれかの記憶だった。

『ははうえー、母上！』

　四、五歳位だろうか。

　栗くり色いろの髪をした小さな女の子が、着物の裾すそがめくれるのも気にとめず駆けていく。

　手には野花で作った冠をしっかりと握りしめ、嬉うれしそうに。

　その先には、赤い着物を着た女性が、優しい微笑ほほえみで女の子を待ち受けている。幼子と同じ栗色の髪が風に遊ばれて柔らかく流れる。

『母上！』

　母の膝ひざに抱きつく幼子の笑顔は、この上なく幸福なものだった。

『これ、母上に差し上げますっ』

　そう言って、持っていた小さな冠を差し出す。

　嬉しそうにその花輪を受け取った女性は、後ろ手に持っていたシロツメクサの冠を少女の頭にそっと飾った。

　そして抱きしめると、愛いとおしそうに何度も何度も頭を撫なでてやる。

『鈴すず……』

『母上、くすぐったい……！』

　恥ずかしさから、もぞもぞと動いて母の手から逃れる。

『お姫様ひいしやまのかんむりだぁ！』

　少し舌っ足らずな声を上げると、嬉しそうに飛び跳ねてみせた。

　頭の冠をおさえながら、草原を駆け回る。

　走っている途と中ちゆう、女の子の姿がまだ産毛に覆われた子こ狸だぬきへと変化する。

　くるりと宙返りしては子狸になり、またくるりと宙返りしては女の子になる。

『母上、ははうえー』

　何度も呼んで、嬉しそうにキャッキャと笑う。

　その様子を眺める女性もまた、この上なく幸福な微笑みを浮かべていた。



　和かず希きが目を開けると、そこはもといた保健室だった。

　握ったままの鈴の手が、今までよりもずっと小さく頼りなく感じる。

「母上……」

　目を閉じたままの瞼まぶたの端から、涙が一筋、流れ落ちた。

　痛みを堪こらえているはずのその手が、縋すがるように和希の手をギュッと握った。

「……！」

　途端に、激しい焦燥感が和希の胸を締め付ける。

　気が付けば和希の身体からだは、無意識の中で見たあの赤い着物の女性に姿を変えていた。

「鈴すず……」

　そっと呼びかけると、閉じた瞼まぶたがピクリと動く。

　ぼんやりと開かれた瞳ひとみに映る女性じぶんの顔が今にも泣き出しそうで、和かず希きは必死に笑顔を作った。

「はは……うえ……？」

　確かめる声に応こたえるよう、そっと頭を撫なでてやる。

「鈴……」

「ははうえ……」

　撫でているうちに、鈴の寝息が安らいだ規則的なものへと変わる。

　その手が、見慣れたちっぽけな少年の手に戻っていて、和希は自分の変幻が解けていることに気付いた。

　同時に、いい知れない罪悪感が和希を襲う。

「こんなの……」

　こんなのはただの自己満足だ。偽善だ。そんな思いが和希の中を駆け巡る。

　鈴は気付いただろうか。あざとい自分を軽けい蔑べつするかもしれない。

　いや、違う。そうではない。そんなことが恐こわいのではない。

（何も変わっていない……俺は昔から何も──）

　じわじわと呼び起こされる記憶が、和希を浸食していた。
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『はーくん、一緒に遊ぼう！』

　校庭の隅で泣いている子供は、酷ひどく小柄で、オマケに痩やせっぽちだった。

　びくびくと振り返る瞳には疑いと恐怖の色が垣かい間ま見みえる。

　それでも、和希の差し出した手を、幼い隼はや人とはいつも必死に掴つかんだ。それはとても勇気のいることだと、和希は後になって思い知った。



　あの頃、隼人はいつも泣いていた。

　早生まれで、人見知り。他の子供が隼人をからかうには十分すぎる要因だった。

　声を掛けたきっかけを、和希は覚えていない。

　親同士が知り合いだったので、一緒に遊んでほしいと頼まれたとか、仲間外れにされている隼人を見ていた母親に、声を掛けてあげなさいと言われたとか、きっとそんなところだろう。

　それから、ずっと、和希は隼人の隣にいた。

　保育園も小学校も遊び場にしている公園も同じだった。

　隼はや人とがケンカで泣かされれば仕返しして仇かたきを取ったし、仲間外れにされれば当然のように抗議した。

『はーくんをいじめるな！　仲間に入れてやれよ！』

『大丈夫、はーくんのことは俺が守ってやるから！』

　最初は本心から、けれど次第に和かず希きは、そんな言葉を使う自分に気持ちよくなっていた。

　正しい言葉は、くすぐったくて気持ちが良い。

　和希は、まるで自分がヒーローにでもなれたつもりでいた。

『かずちゃんはすごい！』

『かずちゃんはオレのヒーローだ！』

　隼人がそう言ってくれる度たびに、どんどん気持ちが大きくなる。



　──そして、隼人は突然転校してしまった。

　いなくなって初めて和希は気が付いた。

　自分が、隼人なしに他人とどう関わればいいのか知らないということに。

　それまでは、隼人を仲間にしてもらうために、他人に平気で話しかけることが出来た。ケンカをすることが出来た。

　しかし、今は、どうやって声をかければいいのかもわからない。

　正義を振りかざして相手を非難すること、正しい行いを見せつけて相手を感心させること以外に、どうやって他人と関かかわればいいのか。

　ただ『あーそーぼー』と声をかけて、もし断られたら……そう思うととたんに足が動かなくなった。

　隼人と一緒にいたときは、弱いものいじめをするなと掲げていた正義が、自分の立場のこととなると途端に自信がなくなる。自分自身のために他人に仲間外れをするななどと言うのが、情けなくて恥ずかしい。

　同時に、今まで自分は他人と関わるために隼人を利用してきたのではないか、という思いがこみ上げてきた。

　ただ自分が気持ちよくなりたいがために、弱い隼人を利用して、偽物の正義感を振りかざしてきたのではないだろうか。面倒見が良いなどと言われて得意になっていただけなのではないだろうか。

　自分がとんでもない偽善者に思えた。

　そうしているうちに、他者と関わろうとする自分がどんどん嫌いになった。

　こんなことに心をすり減らすくらいなら、一人でいる方がよっぽど良い。

　そう、思うようになっていた。



　──以来、和かず希きには、他人との深いつき合いを避ける癖がついていた。
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　鈴すずが目を覚ますと、そこは見慣れぬ天井だった。

　寝床を囲む白いカーテン。隣のベッドでは枕まくらにつぶされた家や守もりが「ミ～ミ～」と夢にうなされている。

「目が覚めたか？」

　カーテンから覗のぞいた和希の顔を見て、鈴はここが学校の保健室だということにようやく気が付いた。

　と、同時に、昨晩の自分に一体何が起こったのかが、一瞬で脳裏に蘇よみがえる。

「イモリじゃ……そう、イモリじゃ！　こまっしゃくれた坊主にイモリが取とり憑ついておって、ワシを毒水攻めに……！　あんの小こ童わつぱ、よくもこんな○＊■×△％＄□※」

　と、イモリの毒に負けないほどの悪ど態くを吐き散らす。

「そんだけ元気ならもー大丈夫ねぇ」

　現れた仁王丸に、鈴が「あ！」と声を上げた。

「狗いぬ神がみ！　貴様どうしてここに!?　……まさか病人の寝首を掻かきに来たのか!?　なんて汚い奴やつ！　卑ひ怯きよう者もの！」

　熱にうなされた後のことを殆ほとんど覚えていない鈴が吠ほえかかる。

　病み上がり相手に少し強気な仁王丸が、余裕の表情でフフンと鼻をならす。

「あら、ご挨あい拶さつね、滑走路ちゃん」

「かっそおろ……？」

「ふふふ、大陸ではアンタみたいなお胸のことそう呼ぶらしいわよ」

　極めて平ら──という意味らしい。

　ぷるぷる震えながら「ワシは着き痩やせする方たいぷなんじゃい……！」と呻うめいた鈴に、

「まー、アンタの身体からだをキレイに拭ふいて、服を着替えさせたのが誰だれだか分かってからもう一度同じこと言ってごらんなさい」

　仁王丸が最後の一突きを食らわせる。

　体操着姿の自分に気付いた鈴が、憤然とベッドの上で立ち上がり、呪じゆ詛そと罵ば倒とうの言葉を吐きださんとしたその瞬間、

「おかげんいかが？　間ま宮みやさん」

　聞こえた麗しい声に、鈴の顔は一瞬で紅潮した。



「体調不良で倒れたって御み陰かげくんから聞いて、様子を見に来たの」

　先ほどまでとはうってかわって大人しくベッドに横になっている鈴すずの額に、薫かおる子こがそっと手をあてる。

「熱は……微熱かしら？」

　赤い顔が更に赤くなる。勿もち論ろん、瘴しよう気きが原因などではなかった。

「目眩めまいはない？　喉のどは？」

「大丈夫……！　です！」

　ぶんぶん首を横に振る。

　その様子がおかしいのか、薫子が、口に手をあてて「うふふ」と笑う。

「風邪かしらね……早くよくなってね、鈴ちゃん」

「！」

　──瞬間、鈴の身体からだはかちんこちんに固まった。

「あ……駄目だったかしら？　なれなれしかった？」

　心配そうに訊たずねる薫子に、鈴はまたぶんぶん首を振る。

「よかった……ずっと呼んでみたかったの。すごく可愛かわいい名前よね、『鈴』ちゃんって」

　カーテンの隙すき間まからそっとその様子を見ていた和かず希きは、布団を掴つかむ鈴の手が微かすかに震えているのに気が付いた。

　恥はずかしげに伏せられた鈴の瞳ひとみが、一瞬、こちらを見たような気がしてドキリとする。

　──鈴は気付いただろうか。

　これは、罪滅ぼしだ。偽物の母親像で、安易に鈴の気持ちを治めようとした自分を和希は許せなかった。

（でも、きっと、今だって変わらない……）

　結局、自分の良心が咎とがめるから、薫子を呼んできただけ。

　自分が本当に本心から鈴を元気づけようと薫子を呼んできたのか、和希にはもう分からなくなっていた。



　和希が、楽しげに話す二人からそっと離れ保健室から出ようとしたときだった。

「あら？　ない……」

　唐突に、薫子の声が耳に入る。

　振り返ると、薫子が自分のカバンの中を、確かめるように何度も何度も見直していた。

「おかしいわね、昨日の帰り、ちゃんとここへしまったのに」

「どうしたの？」

　思わず声を掛ける。

　薫子はまだカバンの中を確認しながら、

「友達に貸していた本が昨日戻ってきたから、鈴すずちゃんに貸してあげようと思って。保健室で休んでいる間のヒマつぶしになればと思ったんだけど……ああ、やっぱりないわ」

　そう言って肩を落とす。

「本当に最近よく物を落とすのよね。本当やんなっちゃう……」

　同時に「え!?」という顔をした和かず希きと鈴が、示し合わせたように仁王丸を見る。まさかまだ、薫かおる子この持ち物を盗んでいたのか。

　その反応に目を見開いた仁王丸が、慌てたようにふるふると首を振る。

　そしてそっと和希に耳打ちする。

「アタシ、清白魂すずしろの持ち物なんて盗んだことないけど」

「え!?　だって、あのとき──」

　教室にいた仁王丸は、確かに薫子の持ち物を漁あさっていた。

「違うわよ！　あれはあのときが初めてだったんだから。アタシは狗いぬ神がみよ。結界さえなければ、物なんかなくてもかぎ分けられるんだから！」








第四章　水みず










　喉のどが渇く。

　喉が渇く。

　喉が渇く。



　ここのところ、ことさら水が美お味いしくてならない。

　終業のチャイムと同時に教室を走り去る。

　向かう先はいつも決まっていた。

　しめったタイルが素足に心地良い。

　ここなら有り余るほど水がある。



　心地良い。

　心地良い。

　心地良い。



　水面にそっとつま先を付ける。

　水紋が弾はじける様が見られるかと思ったが、

　絶たえず波打つ水面に吸い込まれて消えてしまった。

　水は充分なのに、ここは騒がしい。



　喉が渇く。

　心地良い。

　騒がしい。



　手に入れなければ。

　自分だけの水場を。



　手に入れなければ。

　その力の源を。
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「池？　梶かじ原わらくんの家に？」



　千ち鶴づるはきょとんとしてずれた眼鏡を上げた。

「う、うん、池」

　朝、教室に駆け込んできた途端、こんな質問を投げかけてきた和かず希きに、千鶴は少々引いているようだった。

　それが分かって、言わされ役の和希が傍かたわらの鈴すずを睨にらむ。

　あの夜、鈴に激怒した梶原の身体からだからは確かに妖よう気きを感じたのに、イモリ自体の気配は全くといっていいほどなかった。

　ならば、どこからか梶原を操っている──そう鈴は考えたのだった。

「どうして急にそんなこと？」

「いや、ほら、あんなに泳ぎたがるなら、水があるとこなら飛び込みかねないんじゃないかなぁって……危ないんじゃないかなぁなーんて」

「うーん、なかったと思うよ。それに梶原くんだって、流石さすがに池には飛び込んだりなんかしないよ」

「そっか……」

「イモリの好む水場は水たまりや池だけじゃないのではないかしら？」

　突然割わって入る声に振り返ると、そこにはしたり顔で微笑ほほえむ宵よ々よと、和希に向かって嬉うれしそうに手を振る隼はや人との姿があった。

　宵々はヘラヘラしている隼人を睨にらみ付つけると、和希達たちに改めて向き直り「ごきげんよう」と膝ひざを折ってみせた。

「イモリという名前の由来をご存ぞん知じ？　まぁ、知っていたら、こんな馬鹿な質問自体しないでしょうけど」

　その言葉に、鈴がハッと顔を上げる。

「井戸じゃ！」

「井戸？」

　鈴が頷うなずく。

「家や守もりが家を守るなら、イモリは井戸を守ると書く。水田や井戸に棲すみ着つき、そこを離れることがなかったことが由来だと言われておる」

「じゃあ、井守イモリの本体は……！」

「あの……、全然話が読めないんだけど……？」

　話題に取り残された千鶴の困ったような声に、和希は慌てて向き直る。

「あぁ、ごめんね。あ、あの、もう大丈夫だから──」

「あるよ。井戸」

　唐突な言葉に、今度は和かず希きがきょとんとする。

「え？　何が？」

「だから、井戸。梶かじ原わらくんちの近くに。子供のころ、聞いたことあるよ」

「場所は？」

　和希が驚くよりも早く、鈴すずがグイッと身を乗り出す。

「うーん、危ないから行っちゃダメだって梶原くんに聞いただけだから……」

　千ち鶴づるは「分からなくてごめんね」と手をあげて、友人達たちの輪の中に戻っていった。

　手がかりはたぐり寄せたと同時に、切れてしまったようだ。

「行きましょう、隼はや人と。あなたの化ばけ魂たまで井戸を探すの」

　立ち去ろうとする幼なじみの腕を、和希は咄とつ嗟さに掴つかんだ。

「まて隼人！　お前、何するつもりだ!?」

「何って──」

　隼人が振り返って微笑ほほえむ。

「かずちゃんには出来ないことだよ」

　幼なじみの青い瞳ひとみが妖あやしく瞬まばたいて、和希は思わず怯ひるむ。

　その隙すきに、隼人は宵よ々よとともに走り去っていった。

「待て隼人！　隼人！」

「まぁ、待て」

　追いかけようとした和希の制服を、鈴が掴んで止める。

「だけど……！」

「場所の分からないものを闇やみ雲くもに探してみても見つからぬ。だったら、確実に知っている者から聞き出せばいい」

「誰だれだよ、それ」

「梶原斗真すいえいぶいん、本人じゃ」
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　学校の廊下の天井に張り付く家や守もりは、気分が良かった。

　昨晩、井守イモリに襲われた鈴の危険を知らせたことを、大層誉ほめられたのだ。

　いつもよりも余計にちょこまかと進む家守の前を、何も知らずに歩いているのは薫かおる子こだ。

　家守は、日頃から薫子の周りを見張るよう鈴に命じられていた。

　薫子の傍そばにいると、気持ちが良くて、安心で、ちょっといい香りがする。少しだけ美お味いしそうとも思う。

　けれど、この人間には絶対手出しをしないことを、家守は鈴と約束していた。

　約束を守れば、この先ずっと立派な尻尾しつぽの生える薬をくれるという。しかも、自分にだけ特別に。なんて幸運なんだろう。

　ふいに、薫かおる子こが誰だれかに手を引かれたのが見えて、家や守もりは一瞬慎重になる。

　しかし、それがただの人間の雌の手だったので、家守はホッと胸をなで下ろした。

　刹せつ那な、薫子の肩が、突然何者かに掴つかまれる。

「！」

　家守は警戒した。それは、昨日鈴すずを毒漬けにした人間だったのだ。

「榊さかきさん、ちょっといい？」

「ああ、梶かじ原わらくん。どうしたの？」

「ここじゃ、なんだから」

　梶原の手が薫子の腕を掴み、勢いよく引っ張る。

「きゃ！」

　そのままずんずん歩いて薫子を連れて行く梶原の喉のど元もとに、家守は赤い痣あざがチラついているのを見た。

　強く手を引っ張って、後ろを振り向く気配すらない梶原に薫子は戸惑っているようだった。

「梶原くん、待って。私これから用があるの」

「大丈夫、すぐ済むから」

「でも、私──」

「いいから黙ってついてこいよっ!!」

　突然怒鳴られ、薫子の顔が強こわ張ばる。

「あ、いや、ごめん！　怖がらせるつもりはなくってさ……」

　気が付くとそこは既すでに人ひと気けのない渡り廊下だった。

　空には重い雲が垂れ込み、昼間だというのに辺りは薄暗い。

　物陰から様子を見ていた家守は気が気ではなかった。すぐにでも鈴に知らせに走りたいが、もし目を離した隙すきに何かあればと思うとその場から動くことが出来ない。

「あの、梶原くん、用って……」

　怯おびえる薫子の全身を舐なめるように眺める梶原の顔は、既に常軌を逸していた。

「梶原くん？」

「えっ！　あぁ……その……」

　ハッと我に返った梶原が、気持ち悪いほどに取り繕う。

「あ、あの、最近元気かなって、ハハ。ほら、前に……告白して以来殆ほとんど話してなかったから」

「ありがとう、元気よ」

　戸惑いながらも、薫かおる子こはぎこちなく微笑ほほえむ。

「そっか……いやー、こっちは散々でさぁ……部活は休部になるし、その原因が俺だとか言われるし……」

　薫子の手首を掴つかむ梶かじ原わらの手に、徐々に力が入る。

「大会近いっていうのにプールには入れなくなるし、昨日も変な女に責められて……」

「あの、梶原くん……？」

　手首の痛みに、薫子の顔が歪ゆがむ。

「なんで俺がこんな目に遭わなきゃいけないんだよ……こんなに頑張ってんのに……周りの奴やつらはヘラヘラヘラヘラ……」

「梶原くん、痛い……手首が──」

「お前もだよおぉぉ!!」

「!?」

　吹き抜けたのは風ではなく、梶原から発せられる強い妖よう気きだった。

　そのあまりの強さに、物陰に隠れていた家や守もりは思わず腰を抜かした。

「こっちが下手に出れば調子に乗りやがって……なんで俺じゃダメなんだよ！　なんで俺の気持ちが分からないんだよおおおぉぉぉ!!」

　怯ひるんだ薫子の首を梶原の手が捉とらえた。

「!?」

　ギチギチと締め上げられ、薫子の靴の裏が徐々に地面から離れていく。

「梶原くん……や、めて……」

　その声は梶原に届いてはいなかった。

「なんで！　なんで！」

　口の端から泡を吹きながら叫ぶ。梶原は、完全に井守イモリに操られているようだった。

　そのとき、飛び出してきた家守が、梶原の足をポカポカと殴りつけた。

「なんだお前は!?　邪魔するなぁぁ！」

　家守を蹴けり払おうと、梶原は闇やみ雲くもに足を振り回す。

　蹴られまいと家守が、片方の足に飛びつく。そのままガブリと脛すねに噛かみついた。

「ぐあああぁぁぁぁっ！」

　その拍子に、薫子の首から梶原の手が離れる。

　床に倒れる薫子を庇かばうように、家守は立ちはだかった。

　家守は薫子が好すきだった。鈴すずに言われた所せ為いもあるかもしれないが、良い匂においで安心な感じがする薫子が他の妖あやかしに傷つけられるのは許せなかったのだ。

「死ねぇぇぇ！　邪魔する奴はみんな死ね！　死ね死ね死ねぇぇ!!」

　怒り狂った梶原が、家守を蹴り上げようとした刹せつ那な、

「死ぬのは貴様だあぁぁぁぁぁ!!」

「ぐぼがぁ！」

　鈴すずの盛大なハイキックが、梶かじ原わらの顔面を見事にとらえる。

　糸の切れたマリオネットのような動きで梶原の身体からだが渡り廊下の外に吹っ飛んだ。

「母上！」

「榊さかきさん！」

　駆け寄った和かず希きと鈴の姿に、家や守もりの身体から一気に力が抜ける。

「よくやったな」

　そう言って頭を撫なでてくれた鈴に、家守は小さく「ミー」と鳴いた。



　薫かおる子こは完全に気を失っていた。白い首筋に残る絞められた痕あとが痛々しい。

「仁王丸のとこに運ぼう」

　薫子の肩に手を掛けた和希を鈴が手伝う。

　その背後で、ガサリ──見れば梶原がヨロヨロと起き上がろうとしていた。

「まだやるのか井守イモリ……!?」

　睨にらみ付つけた鈴に、梶原は蹴けられた顔を押さえながら、

「いもり……？」

　初めて聞く言葉のように、腑ふに落ちない表か情おをする。

「貴様が井守に取とり憑つかれていることは既すでにお見通しじゃ！」

　苛いら立だった鈴の怒鳴り声を聞いても、梶原は本当に何も分からないとでも言いたげに、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「なんのことだ……？　だいたい、なんで俺はこんな所に……？」

「もしかして、正気に戻った……？」

　和希の言葉に、鈴がハッと梶原を見る。

　吹き飛ばされてボタンが外れたシャツから、梶原の日に焼けた肌が覗のぞく。

　しかし、期待に反し、蠢うごめく赤い痣あざは変わらずそこにあった。

「ぐるるるるぎゃああああああああああぁぁぁぁぁ！」

　叫び声とともに、再び梶原の身体が妖よう気きで満ちる。

　怯ひるんだ和希達たちに、殺気を漲みなぎらせた梶原が飛びかかろうとしたとき、

　──ぽつん。

　渡り廊下の屋根に、雨が一筋落ちた。

「！」

　梶原の身体が、ビクリと揺れて止まる。

　パラパラと降り出した雨が、風に煽あおられ吹き込んでくる。

　そして、

「ぐぐぐ……」

　梶かじ原わらは、頭を抱えてその場に倒れ込んだ。その顔は苦痛に歪ゆがんでいる。

「ぐぐぐ……ぐあぁぁぁぁあ!!」

　苦痛に大きく身体からだを捩ねじると、二、三度痙けい攣れんし、そして動かなくなった。

　突然失神した梶原を前に、和かず希きと鈴すずはただ呆ぼう然ぜんとするより他はなかった。
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　──小雨の降る住宅街。

　アスファルトの湿る匂においが立ちこめる中を、意識が朦もう朧ろうとしたままの梶原を肩で支えた和希が、傘もささずに先を急ぐ。

　小走りで先を進む鈴が、ときおり戻って梶原に行き先を確かめる。

「本当にこいつの道案内信じるのか？」

「安心せい。暗示にかかっておる人間は嘘うそがつけん」

「だからって、本当に大丈夫なのかよ……」

　そう言って、ずるりと肩から落ちそうになる梶原の背中を抱え直す。

　和希に寄り掛かって力なく歩く梶原の目は、見つめると不安になるほど虚うつろだ。

　鈴の暗示にかかったということは、やはり梶原は操り人形なのだろう。もし、梶原本人に井守イモリが取とり憑ついているなら、他人の暗示などはじき返しているはずだ。

「ならば本体を捕まえれば──」

　歩きながら、鈴が低く呻うめく。

　ふと、虚ろな目で下ばかり見ていた梶原が顔を上げ、ぼんやりと先を指さす。

　──辿たどりついたそこは、住む者のいない古い民家だった。

　錆さびた門に手を掛けると、ギィと音を立てて、なんの手て応ごたえもなくあっさりと開いた。

「裏だな」

　手入れのされていない庭を、伸び放題になった雑草をかき分けながら進む。

　──と、先を進んでいた鈴が、裏庭の前で突然立ち止まった。

「どうしたんだよ、鈴」

　つられるように見た鈴の視線の先には、庭木の陰、何かから隠すようにひっそりと設けられた古井戸と、その前に立つ宵よ々よと隼はや人との姿があった。

（間に合わなかった……！）

　しかし、和希が肩を落とすよりも早く、

「だめだよ、かずちゃん。ここじゃ井守は巣食えない」

　苦々しく、隼はや人とが呟つぶやく。

「え……？」

「はずれ、でしたわ」

　宵よ々よの言葉に、鈴すずがハッと井戸に駆け寄る。

「おのれ……！」

　井戸を覗のぞき込こんだ鈴が、悔しげに唇を噛かんだ。

「一体どうしたんだよ？」

　梶かじ原わらを民家の軒先に降ろし、和かず希きが井戸に駆け寄る。覗き込んだ井戸は、枯れ果て、土と石が放ほうり込まれていた。

「なっ……！　それじゃあ本当に井守イモリは……？」

　鈴が黙って首を振る。

　その隣では、苛いら立だちをおさえきれない宵々が、がりりと爪つめを噛んだ。

「こんなはずでは……！」



　井戸さえ見つかれば──皆一様にそう思っていた。

　井守の住処すみかさえ見つかれば──。



　途方に暮れる和希の隣で、鈴は必死に考えを巡らせていた。



「おのれ、何ど処こで間違えた……!?　何処で……。

　井戸に巣食う井守……

　その名の由来……

　無くなる物……

　雨の日の不審者……」



　雨の日の……そう呟いて見上げた空は暗く重い。

　そのとき、鈴はふと、軒先に横たわる梶原に目をとめた。

「！」

　──瞬間、全すべての合点がいく。

「戻るぞ、和希！」

「いや、でも、井守は──」

「違う！　ワシらは騙だまされていたのだ！　本当の井守は学校にいる！　早く戻らねば、母上が危ない！」



　　　＊　　　＊　　　＊



　保健室は既すでにもぬけの殻だった。

　布団のめくられたベッドには、先ほどまで薫かおる子こが横になっていた気配が残っている。

「どういうことだよ……!?　仁王丸はどこだ!?」

「追うぞ！　学校の中にいるはずじゃ！」

　濡ぬれた髪を拭ぬぐう間もなく、四人は保健室を飛び出した。



　──一方、当の仁王丸は焦っていた。

　気を失ったままの薫子を抱え、ついでに状況が全く分かっていない家や守もりも連れている。

　行き着いた先は、三階の実験室だった。

　思ったよりも早く現れた追っ手に驚いて、なんの仕掛けもせず保健室を飛び出したことが悔やまれる。

　今はとにかく机の下に潜んで、追っ手がここに来るのを待っている。返り討ちのチャンスを窺うかがっているのだ。

　薫子の発する清白魂すずしろの香りにクラクラして、思わず喉のどが鳴る。

　当然のように自分を信用して、薫子を預けていった和かず希きと鈴すずの存在が可お笑かしかった。

　たった一度助けてやった位で、こんなに信じ切るなんて、間抜けなお人ひと好よしにもほどがある。

　裏切りを起こすことは簡単だ。その後はただ、自分の気持ちと戦えばいい。

　ただ……

「それが一番難しいのよねぇ」

　と呟つぶやいて、何も知らない家守の頭をそっと撫なでた。

　実験室の引き戸がガタガタと揺れる。

　仁王丸は立ち上がると、殺気に満ちた目で引き戸の曇り硝子がらすに映る人影を睨にらみ付つけた。
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「仁王丸!?」

　理科室に飛び込んだ和希達たちが見たのは、蛇のように巻き付く水流に首を絞められ、宙づりになった仁王丸の姿だった。

　実験室の蛇口から吹き出した水が、生き物のように蠢うごめいている。

　その後ろには気を失ったまま倒れている薫子と、その足下で丸くなっている家守。

「仁王丸！」

「ちょっ……と……！　遅い……わよ……っ！」

　叫んだ和かず希きに気が付いた仁王丸が、切れ切れに声を上げる。

　捕らえる水流を止めようと蛇口をひねっても、カラカラと空回りして全く閉めることが出来ない。

　横から手を伸ばした隼はや人とが、細長いパイプをへし曲げて無む理り矢や理り水を堰せき止とめた。

　途端、仁王丸の身体からだが解放され、床に叩たたき付つけられる。

「仁王丸！」

　駆け寄った和希に、赤い唇が「ごめんね」と動いてみせる。

「お前、なんで……！」

「言ったでしょ、アタシ、坊やの為ためにここにいるのよ」



　和希は、教卓の前からこちらを窺うかがう人影を、ゆっくりと振り返った。

　素っ気なく分けられた前髪。真面目まじめな印象を与える眼鏡には光が反射して、その表情を見ることは出来ない。けれどもそこにあるのは、紛まごうことなき、秋あき田た千ち鶴づるの姿だった。

「こんにちは、御み陰かげくん。今日は随分お友達がいるんだね。いつもは一人ぼっちなのに」

　それは、屈託無い、いつもの千鶴が、おおよそ言いそうにない台詞せりふだった。

「梶かじ原わらくんはどうしたの？　結構いい生け贄スケープゴートだと思ったんだけどな」

「委員長、なんで……!?」

「なんで？　なんて、面おも白しろ味みがない質問だなぁ。聞かなくたって、そっちの女の子二人はもう分かってるんでしょ？　随分勘が良さそうだもの」

　千鶴はそう言うと、挑戦的な目で鈴すずと宵よ々よを眺めた。

「じゃあまさか、委員長が井守イモリの正体だっていうのかよ……!?」

「アハハ、驚いてくれてありがとう。うんそうだよ、わたしが井守。正確に言うと、わたしの中にいるのが、かな」

　そう言って、あっけらかんと笑う。

　訳が分からない和希が、縋すがるように鈴を見た。

「井守が水田や井戸など、水場に巣食う生き物であるという話はしたな？　ワシたちはそれに囚とらわれすぎていた。ここにいる井守は妖あやかしじゃ。既すでに普通の井守のように本当の水場にだけ巣食うとは限らん。ようは井守にとってどれだけ居心地が良いか、それを一番に考えるべきじゃった」

「居心地の良い……場所？」

「あの女の子おなごの名は秋田と言ったな。秋田とは湿地を意味する飽田が転じたもの。その名に守られたあの身体は井守にとってこの上なく居心地の良い器だったのじゃ」

「でも、鈴が学校に潜もぐり込むとき、同じクラスの生徒全員に暗示をかけたはずじゃ……!?　妖あやかしに取とり憑つかれていたら、暗示にはかからないんだろ？」

「かかったふりをしていたんじゃろ。小こ憎にくらしいことをしてくれる」

「じゃあ、梶かじ原わら斗とう真まはなんであんなことに……!?」

「差し詰め、呪のろいの類たぐいでしょうね」

　そう言って、宵よ々よは、険しい表か情おで千ち鶴づるを睨にらみ付つけた。

「雨に濡ぬれたことで妖よう力りよくが放出し、倒れた水泳部員を見て気付いたのじゃ。これではコヤツに、雨の日、母上をつけ回すことが出来ない。他にもう一人、井守イモリの器となった人間がいるはずじゃと──」

「そうだよ」

　千鶴はニヤリと笑う。

「梶原くんにはわたしが呪いをかけたの。何な故ぜだか知りたい？」

　もったいつける千鶴に、宵々が小さく「うっさい」と呟つぶやく。

「答えはぁ、梶原くんがわたし以外の女を好すきになったからでしたー！」

　両手を頬ほおに添え、わざとらしく照れてみせる。

「わたしたちが幼なじみって話は前にしたよね？　わたし本当にずっと梶原くんと一緒にいたの。それが当たり前だったし、この先もきっと、ずっと一緒にいるんだろうなって信じて疑わなかった……それなのに、ある日急に梶原くんから、好きな人が出来たんだって相談されたの」

　千鶴の顔からさっと表情が消える。

「相談されたときわたしどんな顔して良いか分からなかった。梶原くんなら大丈夫だよとかなんとかベタな台詞せりふで、応援してたと思う。……後から知ったの、それがわたしへの牽けん制せいだったんだって。聞いちゃったんだ、部活の準備してるとき……梶原くん、わたしのことで他の部員からからかわれてて……」

　千鶴の目が、記憶を遡さかのぼるように遠くなる。

「あんなの、ただ便利だから仲の良いフリしてるだけだ──そう言ってた。ずっと幼なじみしてたのも、わたしを水泳部のマネージャーに誘ったのも全部、便利だからだって。わたしは都合の良い召使い。隣に立ってほしい人は別にいるって。悲しかった、悔しかった……梶原くんが好きになった女も憎らしかった……!!　みんな消えちゃえばいいのにって思った。……そしたらね、声が聞こえたの」

　ピシピシピシ……ガラスにヒビの入るような音とともに、千鶴の身体からだが妖よう気きに包まれる。

「わたしの願いを叶かなえてやるって。榊さかきさんの魂を食べて消し去ってやるって。その代わり少しの間、わたしの身体に棲すまわしてほしい……井守はそう言ったの」

「魅入られたか」

　小さく宵々が呟く。

「母上を狙ねらっていた井守イモリが、母上を憎く思うあの娘を利用したのじゃ」

「利用だなんてそんな。どっちかっていうと、わたしの方が利用しちゃったんじゃないかな？　その証拠に、わたしの呪のろいで梶かじ原わらくんは水泳部にいられなくなっちゃったんだもん。かわいそうだよねぇ、あんなに頑張ってたのに」

　そう言って微笑ほほえんだ千ち鶴づるの瞳ひとみは、黒く虚うつろな色をしていた。

「もう少しなの。もう少しで、全部叶かなうの……！」

　千鶴の身体からだがみるみる形を変えていく。

　健康的だった皮膚が固くザラザラした鈍にび色いろの表皮へと変化し、目は離れ、顎あごから下だけが毒々しいほど鮮やかな朱に染まる。

　千鶴の姿はもう人間ではなかった。

　井守そのものだった。

「そんな……！」

　和かず希きには千鶴のそんな姿を直視することが出来なかった。

「殺してやる……！　殺してやる！　薫かおる子こおぉぉぉぉぉ！」

　井守が床で気を失ったままの薫子に飛びかかる。

「！」

　がっ！　──と、ぶつかり合う音を立てて、咄とつ嗟さに薫子を守ったのは鈴すずだった。















「悪かったな……っ！　みすみす殺させるわけにいかんのじゃ……っ！　これでも五百年の実績があるからのう……っ！」

　両足で踏ん張り、互いに手のひらで押し合う。

　しかし、今の鈴すずは明らかに井守イモリに押されていた。

「邪魔をするなぁぁぁぁ!!」

「！」

　華きや奢しやな身体からだが、いとも簡単にはね飛ばされる。

「鈴！」

　鈴を助け起こす和かず希きの中に、焦る思いが湧わき上がる。

（変幻、しないと──）

　けれども身体は、あの日、仁王丸を殺そうとしたあのときの感触を覚えている。

「どけぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　牙きばをむき出し、襲いかかってくる井守を前に、和希はただギュッと目を閉じた。

「ぐがぁ！」

　醜いうめきを上げて、井守の身体が床を跳ねる。

　体当たりを食らわせたのは、『白びやつ狐こ』に変幻した隼はや人とだった。

　長い髪を翻ひるがえし、優雅に身体を回転させて着地する。重力などまるで感じさせない軽やかな動きだった。

「隼人、お前……!?」

　和希は驚き、目を見開く。

「今や、隼人！」

　宵よ々よが叫ぶと同時に、隼人の身体はまっすぐ井守へと飛びかかる。

　そのまま蹴けり上げるのかと思いきや、くるりと回って井守の懐を掴つかむと、またくるりと回ってそのまま床に叩たたき付つけた。

　その動きは、確かに修行を積んだ者の隙すきのないそれだった。

　徐々に井守の反撃が少なくなっていく。

　しかし、次の瞬間、



　──バチン！　実験机に取り付けられている蛇口の一つが突然吹っ飛んだ。



　続けざまに、バチン！　バチンバチン！　と、他の実験机の蛇口も次々に吹っ飛ぶ。

　吹き出した水は飛び散らず、仁王丸を捕らえていたあの蛇のような水流となって隼人に襲いかかった。

　うねうねと空中を漂っていたかと思うと、突如機敏な動きで弾丸のように突っ込んでいく。

　それを紙一重で避よける隼はや人とだったが、水流はなお、誘導ミサイルのようにしつこく隼人を付け狙ねらった。

「うふ……ふふふ……！」

　操る井守イモリの顔は、さも楽しそうに醜く歪ゆがんでいる。

　バシュッ!!　遂ついに、隼人の左腕を水流の一つが掠かすめた。

　こぼれる血が、翻ひるがえる白銀の髪を汚す。

　左手を軸に回転しようとした隼人の身体からだがずるりと転げて倒れ込んだ。

　起き上がり、確かめるように握って見せたその左手は、小刻みに震え、青紫に変色している。

「ぎゃははははははははははっ」

　井守の勝ち誇ったような笑い声が響き渡った。

　水流には、井守の妖よう気きから発せられた毒が染みこんでいたのだ。

「ちっ、このままではアカンな」

　そう言って、宵よ々よが駆け出す。その両手には、青白い狐きつね火びが燃え上がっていた。

　隼人を付け狙う水流の前に身体を滑り込ませると、狐火を盾に水流をはじく。

　はじかれた水流は地を這はうように低く滑り、今度は宵々の足を狙う。そんな水流の動きを見通していたかのように、宵々は狐火の燃ゆる両足で、水流を踏みつけ、蹴けり上げる。

　その隙すきに井守本体の間合いに飛び込んだ隼人が、井守を掴つかみ上げると、床に叩たたき付つけた。

「ぐるらぁぁぁぁっ！　ぐるらぁぁぁっ!!」

　隼人にギリギリと首を絞められ、井守は必死に足あ掻がき唸うなる。

　あれほど飛び回っていた水流は、井守の意識がそれたせいで勢いをなくし、水道から噴き出すただの水となっていた。

「どういうことだ……!?」

　その場から動けないまま、和かず希きが声を上げる。

「なんのつもりだ!?　あれは委員長なんだぞ!?」

「あの女と井守を引きはがすのは既すでに困難ですわ。だったら、このまま処分するしかありません！」

「処分って……！」

　宵々の言葉に、和希の視界が怒りで揺らぐ。

「隼人にやらせるのか!?　隼人に殺させるのか!?」

　宵々は何も言わず、ただ厳しい顔で隼人を見つめていた。

「ぐぐぐ……っが……！」

　苦しく呻うめく井守の姿に、和希はハッとなる。

「隼はや人と、やめろっ!!」

　そして、思わず叫んでいた。

「やめろ！　隼人！　殺すな！」

　一瞬、変幻した隼人の一切変わることのなかった表か情おがぴくりと動く。

　和かず希きには、目の前の隼人が、あの日仁王丸の首をしめて殺そうとした自分の姿と重なっていた。

「殺すなっ……！　お前は殺すなっ!!」

　そう叫んで思い出したのだ。

　あの日、鈴すずが自分の腕にすがりつき、必死に止めようとしてくれたことを。

　そして今、隼人がとどめを刺さんと、鋭い爪つめを振り上げたそのとき、井守イモリの前に立ちふさがったのは、やはり鈴だった。

「やめろ！　白びやつ狐こ！」

「鈴!?」

　和希が驚き叫ぶ。

「何考えとんねんっ！　鈴！　あんたなにやってんのかわかってんの!?」

　宵よ々よが怒声を上げる。

　しかし、それよりもっと大きく、

「ぐるらあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああっ!!」



　激げき昂こうした井守の身体からだから一気に妖よう気きが噴き出す。

　その圧力に、隼人と鈴は吹き飛ばされ、身体を壁に打ち付けた。

　静まりかえっていた水流に、またしても意志が点ともりはじめる。

「隼人！」

　駆け寄ろうとした宵々の足を水流が掠かすめ、裂けた皮膚から血が噴き出す。

「ぐっ！」

　傷口はみるみる変色し、毒によって身体の力が奪われる。

「おのれ……！」

「ぐるらあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　井守から噴き出すその殺気は、完全に、手負いの獣のそれだった。

　動けなくなった三人を尻目に、うつろに光る井守の目が倒れる薫かおる子こをギロリととらえた。

「母上……っ！」

　傷付き動けない身体で、鈴が必死に薫子へと手を伸ばす。

「母上……っ!!」



『母上、ははうえー』



「！」

　和かず希きの脳裏に、無意識の中で見た小さな女の子の声が浮かぶ。

　──助けたい。そう思った。

　──助けなければ。そう感じた。

　しかし、化ばけ魂たまの力を恐れ、震え動けずにいる自分に何が出来るというのか。

　傷付き、傷付けることを恐れ、ずっと痛みから逃げている自分に何が出来るというのか。

　何かを助ける為ために、何かの犠牲を払いたくはない──この気持ちもまた偽善だろうか。

「だったら……！」

　──瞬間、和希は、自分の身体からだが熱くなっていくのを感じていた。

「だったら、偽善でいい……！　偽善でかまわない……っ!!」

　ああ、あのときと同じだ。そう思った。

　強い風が、自分を包み込んでいる。煽あおられた身体が勝手にゆらりと起き上がり、つま先が地面に触れた。

　駆け巡る熱い衝動が、和希の身体を突き動かす。

　舞い上がる長い髪。指先から伸びた鋭い爪つめ。

　熱に浮かされる中、和希は、あの日鈴すずに突きつけられた、契約の言葉を思い出していた。



『さあ、選ぶがよい。妖怪に負わされたその傷によってこのまま死ぬか。それとも、化魂を宿してワシの従僕しもべとなるか』

『そのまま自らの血のりにまみれ醜く這はいつくばって死ぬか。それとも、その身に化魂を宿し、従僕しもべとして我が目的ほんいのために醜く這いつくばって生きるか。──さあ、今すぐに選べ！』

　自分を包む熱い妖よう気きの風の中で和希がゆっくりと瞼まぶたを開ける。

　その瞳ひとみは、燃え上がる炎ほのおのような金。その双そう眸ぼうが、まっすぐに化魂の主人あるじへとそそがれる。

「鈴……！」

　その少年の姿を、鈴はただ呆ぼう然ぜんと見ることしかできなかった。

「鈴……お前は俺に訊きいたな？　選べと俺に求めたな……？　ならば選ぼう！」

　和希の身体が、ゆっくりと地面に降り立つ。

「お前の化魂をこの身に宿し、お前の目的ほんいのために生きると──」

「和希……お前……！」

「鈴！　これは契約だ！」















　長く黒い髪、鋭く尖とがった爪つめ、井守イモリを射い貫ぬく金色の双そう眸ぼう。それはまるで、黒く敢然たる獣『玄げん狸り』の姿だった。



「ぐるらあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」



　逆上した井守が吠ほえ、牙きばをむき出しにして和かず希きに襲いかかる。

　生き返った水流が和希めがけて飛びかかるも、現れた金色の炎ほのおに一瞬にして焼かれ干上がった。

　井守が和希に掴つかみかかった刹せつ那な、その身体からだは既すでに井守の後ろに回っていた。

　振り返った井守が、噛かみつかんとふたたび掴みかかる。

　しかし、やはりそこに、和希の姿はない。

「速い……っ！」

　隼はや人との口から驚きの声がこぼれる。

　くるくると井守の攻撃をかわす和希の姿は、ほとんど目で追うことが出来なかった。

　遂ついに、襟首を掴まれた井守の身体は、勢いよく床に叩たたき付つけられる。

　起き上がろうともがく身体に馬乗りになった和希が、左手で井守の両手首を掴み上げた。

　そして、構えた右手の切っ先を井守の腹に突き立てる。

「和かず希き──!?」

　叫んだとき、鈴すずは遂に和希が井守イモリを殺あやめてしまった……そう思った。

　傍かたわらに立つ隼はや人とが、険しい顔で拳こぶしを握りしめているのが見えた。その背中に、宵よ々よがそっと手を添える。



　──しかし、ひき抜かれた手には血の一滴すらついてはいなかった。

　そして、その手にしっかりと握られていたのは、鈍にび色いろに光る一匹のイモリだった。



「好すきだったの……」

　秋あき田た千ち鶴づるの瞳ひとみからポロリと涙がこぼれ落ちた。

「梶かじ原わらくんのこと……すごく……！」

　瓦が礫れきの中、ポツンと座り込む少女の瞳からとめどなく涙が溢あふれる。

　きっとそれは、井守の住処すみかだったのだろう。

「どうして……？　わたし……ずっと好きだったのに……」

　和希の身体からだの輪郭が金色の粒子に包まれる。光の結晶がサラサラと流れ、また、人の姿を現したとき、そこにいたのはあの『梶原斗とう真ま』だった。

「梶原くん……!?」

　千鶴がハッと息を呑のむ。

『……秋田』

　梶原の姿をした和希が優しく微笑ほほえむ。

「梶原くん……！　わたし……わたし……！」

『ずっと支えてくれてありがとう、秋田。……お前の気持ちに応こたえられなくて、ごめんな……』

　千鶴は小さく首を振ると、

「……本当はね。本当は、嘘うそだってちゃんと分かってる……でも、もし本当にそう言ってもらえていたら、わたしは……！」

　人間の姿に戻った少女は、小さく掠かすれた声で「ごめんなさい」と呟つぶやいた。



　　　＊　　　＊　　　＊



　──千鶴が目を覚ますと、そこは保健室のベッドの上だった。

　どうして自分がここで寝ていたのかは分からないが、なんだかとてもスッキリとした気持ちの良い目覚めだった。

　カーテン越しに顔を覗のぞかせた養護教諭が、

「もう大丈夫そうね」

　と言い残し、赤いハイヒールを鳴らして保健室を出て行く。

　ふと、布団のこすれる音がして、千ち鶴づるは胸元に置かれていた眼鏡をかけて隣のベッドを見た。

　そこには、千鶴と同じように、どうして自分がここにいるのか分からない、という顔をしている薫かおる子この姿があった。

「秋あき田たさん……？」

「うん……」

　返事をしたとき、ふいに、千鶴は自分が薫子のことを、随分と憎んでいたことを思い出した。

　……理由は分からない。きっと忘れてしまうような、くだらないことだったのだろう。

「秋田さん、どうしたの？」

「え？」

　問われて千鶴は自分が、涙を流していることに気が付いた。生温かい感触が、何筋も何筋も頬ほおを流れていく。

「あれ？　なんでだろ……？　わたし……」

　ごしごしと顔をこする千鶴の視界が、急にふわりと柔らかいものに包まれる。

　それは、薫子の胸の中だった。

「大丈夫……大丈夫……」

　そう言って、薫子の手が千鶴のみだれた髪を何度も何度も撫なでる。

　あたたかく、優しい匂においのする中で、千鶴は子供のようにわんわんと泣いた。








終章








　自転車の前まえ籠かごに狸たぬき姿の鈴すずを乗せ、和かず希きはコンビニへと急いでいた。

　秋の終わりの冷たい風に毛並みを遊ばせて、鈴が「しゃむい（寒い）」と愚痴る。仕方なく、着ていたパーカーを掛けてやると、今度は「おもい」とこぼした。

　何な故ぜ突然コンビニに行くことになったかと言えば、ひとえに鈴の我わが儘ままである。

　常備していたきのこ型のチョコレート菓子が底をつき、仕方なくたけのこ型の方を差し出したところ、けんもほろろに突き返された。

　曰いわく、「歯ごたえが違う」らしい。

　やむを得ず、午後のおやつボイコット絶賛開催中の豆狸を連れて家を出た。

　妙なところで勘の良い母親に、茶色い毛玉の存在を気取られぬよう玄関に向かうのは、相当骨が折れた。



　コンビニ前に自転車を停とめていると、黄色い毛玉を抱えて歩く通行人の姿が目に入った。

（犬か……？）

　和希は思わずじっと見つめる。

　近付いてきた通行人が幼なじみであることに気付いて、和希は毛玉の正体が腑ふに落ちた。

　やってきた隼はや人とも和希の姿とその籠の中の毛玉に気付くと、思わず無言で頷うなずいた。



　コンビニの駐車場で、狸と狐きつねがお菓子を食べている。

　車止めにちょこんと腰を下ろして、狸はきのこ型の、狐はたけのこ型のチョコレート菓子の箱を嬉うれしそうに抱え、両手──といっても前足だが──で器用にお菓子を摘つまむと、もごもごと動く口にひょいと放ほうり込む。

　ときおり、互いの嗜し好こうに口を出しながら、もしゃもしゃぼりぼりと至極美お味いしそうに食べている。

　そんな二匹を尻目に、和希と隼人はコンビニの壁にぼんやりと寄り掛かっていた。

「グルメな小動物って本当に多いんだな」

　おもむろに和希が言う。

「でしょー？」

　と、笑った幼なじみに、和希はずっと打ち明けたかった言葉を口にした。

「隼人ー」

「んー？」

「ごめんなー」

「なにが？」

「全然ヒーローじゃなかったや、俺」

「えー？」

　と、笑いながら振り返った隼はや人とは、しかし、親友の悔しげな顔にすっと押し黙った。

「俺さー、隼人が転校してから、ずっと他人のこと避けててさー。声かけて断られるのが恐こわくて、プライドばっかり高くて、本当最悪でさー……子供の頃、お前が誰だれかに何か断られて泣いてるの見ても、それがどういうことなのか全然分かってなかった」

　和かず希きの脳裏に、泣いている親友の小さな後ろ姿が浮かぶ。

「お前はさ、一人でもいっつも何かに挑戦して、逃げたりしてなかったんだなー……それなのに、俺──」

「ばかだなぁ」

　隼人が笑う。

「それだって、かずちゃんがいたから出来たんだよ。一緒になって悔しがってくれたり、一緒になって怒ってくれたから出来たんだよ」

　そして幼い頃と同じ表か情おでこう言った。

「かずちゃんはオレのヒーローだよ」

「……！」

　和希の中のチクチクと引っかかっていたものが、ころんと転げてどこかへ行った。

　きっと──きっとこだわっていたのは、自分を許せなかった自分自身なのだろう。

「だからさ……」

　ふいに、隼人がいつもとは違う、落ち着いた声音で続ける。

「もしこの先、どうにもならないときがきたら、オレはどんなことをしても清白魂すずしろを消すよ。たとえかずちゃんが、オレを止めたとしても──」



　　　＊　　　＊　　　＊



　──さて後日、梶かじ原わら斗とう真まはまた懲りずに薫かおる子こを呼び出していた。

　数日前、いつの間にか寝ていた廃屋の軒先で目覚めて以来、腹の痣あざはどこかへ行った。

　水泳部にも復帰し、試合の出場も許された。今ならば全すべてが上向いている。このままどこまでも上り詰めてやる。と意気込んで呼び出したものの、現れたのは薫子に似ても似つかない、ちんちくりんの女子生徒だった。

　そういえばどこかで見かけたことがあるような気もするが、思い出そうとすると頭の奥がズキンと痛んだ。

「誰だか分からないけど、人違いじゃないか？　用があるのは、榊さかきさんなんだが……」

　女子生徒が首を振る。

「あの人は来ない。もう二度と、お前があの人に近づくこともない」

　おかしなことを言う。

　訝いぶかしがる梶かじ原わらに、女子生徒はこう続けた。

「お前の悪行したことを知っている」



　　　＊　　　＊　　　＊



「はー！　愉快愉快！」

　鈴すずはベッドに倒れ込むと、辛抱たまらんと手足をバタつかせた。

「やめろ、ホコリがたつだろ」

　和かず希きが顔をしかめる。ここのところ、こんなやり取りばかりしている。

　鈴はごろりと横向きになって涅ね槃はんのポーズをとると、枕まくら元もとに広げた写真を一枚とった。

　写真は逆さまになったり、ピン呆ぼけしていたりと、あまり写りの良い物ではなかったが、しっかりと撮りたいものをフレームの中に納めていた。

　それは、梶原斗とう真まのストーキング証拠写真だった。梶原はずっと、薫かおる子この持ち物を盗み、収集していたのである。

「まさか妖あやかしじゃなかったなんてなぁ……」

　和希がしみじみ呟つぶやく。

　どの妖の気配も感じず首を傾かしげていたところ、まさかと思い家や守もりにデジカメを持たせて待機させてみればこれがクリーンヒット。これをネタに、もう薫子には近付かないよう忠告したのだ。

「まさか人間と証文を交わす日が来るとはのぅ」

　そう言って鈴が取り出したのは、梶原斗真に書かせた薫子への接近禁止誓約書だった。

「こうしてみれば、人間も妖も大して変わらんものよ。欲しい欲しいとだだをこねて、いつか手に入るものもあれば、更に遠くなるものもある……」

　窓の外を仰ぎ見る鈴の瞳ひとみが、黄こ金がね色にキラキラと輝く。

　和希はたしなめようと口を開いて、ふと、それをやめる。

　なんとなく、もう少し眺めているのも悪くない。そう思ったのだ。

　かわりに、

「お前にも、なんか欲しいものあるのか？」

　なんだか無難な質問をする。

　鈴は興味深げに目を細めると、ニヤリと笑ってこう言った。

「クッキーをかけたアイスクリームっ！」

　和希は「へーいへい」と返事をすると、化ばけ魂たまを頂く従僕しもべとして、主人あるじのおやつをこしらえるのだった。








あとがき



　はじめまして、頂いただ生き崇たか深みと申します。

　この度たびは『化ばけ魂たまムジナリズム』を手にして頂き、誠にありがとうございます。

　楽しんでいただければ幸いです。

　さて、不肖・頂生崇深、本作がデビュー作でございます。

　大だい好すきな『和風ファンタジー＋前世もの』をこの世に送り出せたことに、喜びを禁じ得ません。

　ｍａｒｕｃｏ様、素晴らしいイラストをありがとうございます。一番最初に描かいて頂いた鈴すずのラフ絵無しには、この作品は形作れなかったと思います。

　担当のＹ様、率直なご意見と的確なアドバイス、本当にありがとうございます。

「あとがきって何書けばいいんですか!?　私生活!?　こんなつまらない私生活晒さらすなんて自分の性せい癖へき晒すより恥ずかしい!!　裸にくつ下だけはかされて、路上に立たされるより恥ずかしい!!」などと言って困らせてごめんなさい。

　本作を書き上げるにあたりお力をお貸し下さいました全すべての方々と、この本を手にとって下さった皆様に、厚く御礼申し上げます。

頂生崇深


















　著者

　頂生崇深（いただき・たかみ）

　　はじめまして。頂生崇深と申します。東京砂漠で干からびている田舎者です。ちなみにアルフォート派です。



　イラスト

　ｍａｒｕｃｏ（まるこ）

　　ゲームと映画が好きな会社員です。鈴ちゃんの獣形態はエゾタヌキをイメージして描きました。たまらなく丸いです。
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